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プロローグ






「神様、シュリアの妹をたすけてくださいなのです……」

　今日も私は村の礼拝堂でお祈りを捧ささげる。

　シェルミーが、病に罹かかってから、こうして毎日神様にお祈りをしている。

　でも、その珍しい病を治すためにはとても高価なお薬が必要で、いくらシュリアが頑張ってもちっともそのお金には届かなくて。

　ユーミス姉様が現れたのは、そんな時でした。

「あら、想像していたよりもずっと可愛かわいらしい子ですね」

「ふぇ？」

「貴方あなたがシュリア？　初めまして、私はユーミス。貴方のお姉さんよ」

　戸惑うシュリアの頰ほおに手を当ててユーミス姉様は優しく笑い掛けてくれて。




「よく頑張ったわね、偉いわ、シュリア」




　その言葉が、シュリアには嬉うれしかったのです。

　…………嬉し、かったのです。






第一章　悪魔を喰らう少女






「『おおお？　なんだかよく分からんが、お前、いい魂してるなぁ。なんかどっかで見たことあるような気も、んんーまぁ、いっか、美味おいしそうだしな。ついでにお前も食ってやろう』」

「はっ、そりゃどうも。天使の戯言ざれごとよりはよっぽど信用できるな。全く嬉うれしくはねぇけど」

　悪魔の言葉に鼻で笑って返して、手にした【心こころ火びの霊れい剣けん】を握り直す。

「『それにしても容赦ないねぇ。俺様の腕が落ちちまったじゃねぇかよ。並の剣士じゃこうならないんだがなぁ』」

「別に問題ないだろ、お前らに体なんてあってないようなもんなんだから」

「『ん？　同胞に会ったことでもあるのかい？　いい瞳を持ってるわけでもないだろ？』」

　悪魔とは、精霊の一種である。

　精霊は魔力の塊が意思を持ったものであり、魔法の基本属性と同じく火、水、風、土、光、闇の六つの種類が存在している。人間の適性とは違い、無と系統外は存在しない。

　だが、代わりというわけではないが、これらの属性精霊たちとは違う別種として『天使』と『悪魔』が存在する。

　どっちも両極端な奴らで、個人的にはどちらも好きにはなれないが、今重要なのは目の前の化物がその『悪魔』であることだ。

「ちょっと以前にいろいろあってな。ただ、お前らには同胞なんていないだろ？」

「『おうおう、そりゃそうだ、同種であっても同胞じゃねぇなぁ。で？　そこまで分かってるならこんなのが意味ないことぐらい分かってるだろ？』」

　ニヤァ、と笑みを浮かべた悪魔の腕が再生されていく。

　地面に落とした二本は空気中に散っていった。おそらくそれを取り込んで再生したのだろう。

「なん、で……」

　声を発したのはシュリアだった。ちらりと視線を向ければ、むき出しの土の床で服を汚したシュリアの姿がある。

「勧誘する前に死なれちゃ困るからな、ちょっと大人しくしてろ」

　それだけ言って視線を悪魔へと戻す。

「というわけでさ。お前さ、ちょっと邪魔なんだよ。消えてくんない？」

　そう言って、再び手にした【心火の霊剣】を悪魔に向ける。

「できるなら魔力消費は抑えたいからな、今すぐいなくなるなら見逃してやってもいいぞ？」

「『逃げる？　オレ様が？　おいおい、冗談はよしてくれよ。なぁんでそんなことしなきゃならんのよ。せっかくこんな美う味まそうな飯が目の前にあるっていうのに』」

「そうか、じゃあ、…………死ね」

　【心火の霊剣】に魔力を込めて火を灯ともす。

　俺の魔力を喰くらった刀身が青白い炎でその身を包む。ちろりと炎が揺れると同時に、身を引いた悪魔の右腕の先を切り飛ばす。

　ぼとりと落ちた悪魔の腕のその切り口では青白い炎が燃えている。

「『おおっと、お前さん、魔剣士か。でも残念、言っただろ？　そんな薄っぺらな炎じゃオレ様の体は……』」

　悪魔の言葉は丸っと無視して、地面に落ちた腕を粉みじんに切り刻む。

「『だからさぁ、そんな風にしても意味がないって知ってるんだろ？　ちょっと形を崩されたってこうしてすぐに……』」

　余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくといった様子で偉そうに上から告げる悪魔の表情が不意にこわばる。

「ほら、どうした。再生しないのかよ？」

「『て、てめぇ、なにしやがった』」

「さぁてなぁ？　なにしたと思う？」

　悪魔の体は肉や骨で出来ていない。魔力を変質させて作り出した擬似物質の塊だ。

　だから、そこに同じく俺の魔力の擬似物質を混ぜ入れてやれば、それを分離しなければ再吸収なんて真似はできない。

　当然、色つきの砂粒を混ぜ合わせた砂山の中から一色の砂だけをより分けるような作業、すぐさま終えることはできない。

　そうして手をこまねいているあいだに、切り口から燃え上がる炎が、完全に悪魔の体の一部を再生不能へと押しやる。

　【心火の霊剣】の真価は、心霊化ではなく、この物理的な肉体を持たない魔力生命体や精神生命体を焼き殺せる炎の生成と、自分の魔力を精霊や悪魔のような魔力体を持つ相手に流し込んで行動を阻害できる点だ。

　心霊化はあくまでそれを利用したモノに過ぎない。

「『ば、バカな、ん、んなことできるわきゃ……』」

「はいダメー」

「『ぐおわっ!!』」

　悪魔は魔力で出来た体を持つため、光属性の上位魔法である神聖魔法でもなければ有効打を与えられない。

　そのため悪魔は、直接の戦闘では相手の攻撃をほとんど無視して、長い詠唱の高威力の魔法で蹂じゅう躙りんするという戦い方をすることが多く、戦闘技術そのものが拙つたない。だから、予想外の目の前の脅威に対してこんな致命的な隙すきを作り出す。

　懐まで踏み込んだ後、下から切り上げた刃は腰のあたりに生える左翼と、もう片方の腕を切り飛ばして細切れにする。

「『くそっ!!』」

「それもダメー」

　悪魔が慌てて受肉した魔力の形質を変化させて非物質化しつつ、後ろに飛んで距離を取ろうとする。だが、【心火の霊剣】のパッシブ効果で、俺の目には非物質化した悪魔の姿もきちんと捉えられている。

　袈け裟さ斬ぎりの要領で右足を付け根から切り飛ばし、左足の膝ひざから下も続けて切り上げるように切断する。

　当然それも念入りに裁断し、吸収再生できないようにしておく。

「『なっ、なんでだっ、なんでオレ様の姿が見えるんだっ!!　そもそも物質化してないのにどうやって剣でオレ様を切れるんだよっ!!』」

「ばっかだなぁ、わざわざ説明してやるほどお人好しに見えるか？　悪魔には人の魂の本質を見る目があるんだろ？」

「『ちくしょうっ、何なんだお前っ!!』」

　バランスを崩した悪魔が地面に転がる。

　翼も片方を潰つぶしたのでもう移動することもできないだろう。それにこの距離ならこいつが魔法を詠唱するよりも早く潰すことができる。

「お前らは自分の体を過信しすぎなんだよ。痛みを感じない上に斬られても魔術を喰らってもほとんど無意味だから攻撃の避よけ方が雑なんだ。ほら、俺は優しいからな、ちゃんと教えてやったぞ？　どうだ、お人好しに見えるか？」

　ガタガタと震える悪魔に微笑ほほえんでやるが、返事はない。

　せっかく教えろというから教えてやったのに。失礼な奴だ。

「『ま、待ってくれ、頼むよ。オレ様はただ、契約に縛られてヤっただけなんだ、ひぃ!!』」

　魔力を込め直した【心火の霊剣】が大きく青白い炎を噴き出す。

「うん、そうだな、知ってるよ。お前ら悪魔は基本的に契約なしには他人を益することも害することもできない存在だからな」

「『だ、だったら、許してくれよ。も、もうその子の命は取らねぇからよ。契約の対価にもらえるっていうだけだから、奪わなくても契約には反しねぇし、あの女との契約ももう終わってるからよ。次の契約は結ばねぇから、だから……』」

「だから？　それで？」

　手にした心剣を大きく振り上げる。

「『た、頼む、助けてくれよ……』」

「あぁ、残念だな。俺はさ、どうでもいい奴に『助けてくれ』なんて言われるのが死ぬほど嫌いなんだよ」

　そう乞われるたび、助けてきた結末を知ってしまったから。

「『やっ、やめてくれぇええっ!!』」

「やだよ」

　そう言って剣を振り下ろそうとした時だ。

「待ってですっ!!」

「ん？　おい、なんのつもりだよ」

　静止の声と共に抱きついてまで俺を止めたのは、たった今の今までこいつに嬲なぶられていたハズのシュリアだった。一瞬、悪魔に魅了の魔術でも掛けられたかと思ったが、そんなものが使われていないのは俺がずっと確認していた。

「ダメです……、カイトさんに殺させはしないです」

　だから、俺はその憎悪に燃える赤い瞳を見て、すぐに思い至らなかった自分を恥じた。

「そいつを殺すのはシュリアです。絶対、絶対譲らないです」

「……あぁ、そりゃそうだよな。許せないよな、自分の復ふく讐しゅう相手をどんな奴かも分からない相手に横から搔かっ攫さらわれたら」

　俺だってそうだ。

　この恨みを知らない奴に、したり顔で勝手に恨みの代行者を気取られたらその場で殺しに掛かる自信がある。復讐に参加するのが複数人になっても構わない。それが俺が恨んだ原因と異なるものでも、別に構わない。

　……けれど、自分が参加しない復讐など絶対に許容できない。自分が参加できないただの観客席は、きっと焼けた鉄の椅子以上に座り心地が悪い。

（……ふむ、回復にはまだまだ時間が掛かるなこいつ）

　ちらりと悪魔に視線を戻すと、怯おびえた表情をしながらも周囲の魔力を取り込んで体を再生しようとしていた。

　気付かれないとでも思っているのか、はたまた気付かれていてもそうするしかないと判断したのか。どちらにしろ、先に勧誘を済ませてもよさそうだ。

「なぁ、シュリア。今日はお前を勧誘しに来たんだ」

　【心火の霊剣】に流していた魔力を止めて自分の中にしまうと、一度シュリアを引き剝はがして再度その正面に向き直る。

　無理やり引き剝がされたシュリアは地面に両手をつき、足を折り曲げた状態でこちらを見上げている。

「シュリア、お前の事情は分かってるよ。あの女の全てに復讐したくてたまらないんだろう？　憎くて憎くて、どうしようもなく憎くて仕方がないんだろ？」

　シュリアはその言葉にこれまでで一番不快げな視線を返す。

　射殺せんばかりというのはこういう視線を言うのだと思えるほどの鋭さ。

　……あぁ、分かっているさ。

　イラついてるんだろう？

　この気持ちを欠片かけらも理解してないくせにって。

　同情なんかで分かった気になって、勝手に自分を語るなって。

「目の前のこのクソ悪魔が憎いんだろう？　自分が関わらない形でこいつの存在が終わってしまうのが許せないんだよな」

　その理解は正しい。

　俺たちはまだ、同種であっても共犯者じゃない。

　共通点がどれだけあろうが、本当の意味ではその痛みを知らない、もちろん、お互いに。

　どれだけ言葉を尽くしても、どれだけ耳を傾けても、そんなものでこの痛みは伝わらない。

「だけどな、今のお前には力はない。あの悪魔がここまで弱っていても、お前はこいつに何一つ痛つう痒ようを与えることはできはしない」

「っ、それでもっ、っ!!」

　かなり本気の殺気と魔力を乗せた威圧を少女へ叩たたきつける。

　本能に訴えかけるレベルの危機感は、物理的に少女の反抗の芽をそぎ落とす。

「惨めだよな。けどな、こいつだけじゃない。ユーミスの死にもこのままならお前は関われない。あいつは俺が殺す。お前の気持ちも事情も俺には関係ない、お前に遠慮するつもりは欠片もない」

「がぁあああっ!!」

　けれど、威圧に竦すくんでいるはずの体を無理やり動かして、シュリアは俺に向かって飛び掛かってきた。

　計画性も何もない、ただ、俺を敵と認識した故の行動。そんなものが通用するわけもなく、その腕を躱かわして後ろ襟を摑つかんで地面に引き倒し、暴れないようにその背を踏み潰す。

「っぐぅ、このっ……!!」

「今のお前には何もない、知らなかったからだ。知ろうとしなかったからだ。だから、こうして何もかも失った」

「……」

「足りなかったのは力じゃなくて意志だ。この世界で必要だったのは優しい世界に尽くす慈愛の心じゃなくて、白地図を疑い尽くして黒く染め上げる猜さい疑ぎの心だ」

「……ってるですっ」

「何一つ知らないくせに、表面だけを『信じてるから』なんて言葉で誤魔化して、都合のいいものだけを見てきた。だから、こんな地獄の底に落ちることになる。悪いことはしてなくても、やらなきゃならないことを怠った結果がこれだ」

「そんなことっ、言われなくても分かってるですっ!!」

　その目には、ギラギラと宿る炎。

　どこに吐き出せばいいかも分からない、自分の身の内を喰らい尽くそうとする黒い炎。

「痛いか？　『復讐なんて諦めます』と誓うならすぐにでも足を退どけてやるぞ」

「ぐうっ!!　がっ、ふざ、けるなです……、それは、あの女はシュリアの獲物ですっ!!」

「今、大人しく従うならこの場から逃がしてやる。同情してるのは本当だからな、いくらかの金だってやろう。どこかの田舎に引っ越して静かに暮らせばいい」

「そんなものいらないっ!!　そんなの生きてないですっ、死んでるのと全然かわらないっ!!」

　それは獣のような、いや、獣の叫び声。

　そうしなければ本当に死んでしまうとばかりな声。

「殺してやる殺してやる殺してやる!!　この痛みを忘れるくらいなら、死んだ方がずっとマシですっ!!」

　それは理性なんてものは欠片もない、合理性の欠片もない欲求に支配された叫び声。

　けれど確かに、ただ本当に生きたいと願った、反逆者の産声だった。

「そうか」

　そう言って足を退ければ、今度は転がるようにして離れた後、躊ちゅう躇ちょなく足に嚙かみついてきた。

　怯ひるませようなんて意図はない、嚙みちぎってやるとばかりの強さ。

「ってぇ、容赦なくいったな、お前」

「っ、どうして、抵抗しないです」

　抵抗もせず、成すがままにされてる俺を不審に思ったのか、少しして顎あごの力が弱まる。

「ケジメだ。確認のためとはいえ、胸むな糞くそ悪いことを言った自覚はあるからな」

「…………」

　疑うような顔で、真意を見透かそうとする目で俺の目をじっと見てくる。

「最初に言っただろ？　これは勧誘だって」

「かん、ゆう……？」

「ああ、そうだ」

　大人しくなったシュリアの前にしゃがみこみ、きちんと視線を合わせる。

「さっき、死んだ方がマシだって言ったな。だったら今日、ここで生まれ変わる手伝いをしてやるよ」

　目を合わせて手を差し伸べる。

「なぁ、シュリア。俺と一緒に復讐しないか？」





　　　　☆






　今日は悪夢のような日なのです。

　持っていたはずのものが全部裏返って、……いや、違うです。

　ただそれが触れられる幻影だったのだと気付かされてしまっただけなのです。

　それだけでも十分にひどい一日。

　いろんなものを失ってしまった一日。

　なのに、

「惨めだよな。けどな、こいつだけじゃない。ユーミスの死にもこのままならお前は関われない。あいつは俺が殺す。お前の気持ちも事情も俺には関係ない、お前に遠慮するつもりは欠片もない」

　気が付けば、飛び掛かっていた。でも、やっぱりシュリアには抗あらがえるような力はなくて、無様に地面に引き倒されて背を踏みつけられる。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしの意地悪な魔法使いのような人なのです。

　分かったような口ぶりで、シュリアが駄目だったところを、目を逸そらすなとばかりに挙げ連ねて、見下したように笑って。

　シュリアから、最後に残った復讐相手すら奪おうとする。

「痛いか？　『復讐なんて諦めます』と誓うならすぐにでも足を退けてやるぞ」

　あぁ、耳鳴りがするです。

　この男は何を荒唐無稽なことを言っているのですか。

「今、大人しく従うならこの場から逃がしてやる。同情してるのは本当だからな、いくらかの金だってやろう。どこかの田舎に引っ越して静かに暮らせばいい」

　そんなの、何の価値もないのです。

　もう戻れないのに。

　もう壊れてしまったのに。

　もう届かない場所になってしまったのに。

　たった一人で、静かになんて暮らせるわけがないのに。

「そうか」

　体を押さえつけていた足が退けられる。見上げた先でカイトさんはなにか、小さく笑っていた。

　いつの間にか押し潰されるような威圧感も消え去っている。

　アレ、そういえばこの人は精霊なんじゃなかったですか？　あぁ、でも、そんなことも、もうどうでもいい。

　止めなければ、抗わなければ、目の前の相手に最後に残った復讐相手すら奪われてしまう。

　それだけは耐えられない。ここで殺されてしまってもそれだけは許せない。

　だから、その足に嚙みつこうとした。

　また避けられて、惨めに踏み潰されるのです。きっと、今度こそ殺されてしまうのです。

　当然です、助けてもらったのに、恩を仇あだで返すようなこんな真似をして、相手からの提案も蹴けり飛ばして、殺されても何もおかしくはないのです。

　悪魔にも勝てなかったのに、それを圧倒した相手に勝てる道理はないのです。でも、敵かなわないと分かっていても、そうするしか道はなかったのです。

　復讐を諦める道は、シュリア自身が絶ったのです。

　それがどれだけ薄い可能性だったとしても、諦めて死を受け入れようとしたあの時に、死ねないと思ったあの瞬間に、最後の時までそう生きると決めたのです。

「っ、どうして、抵抗しないです」

　なのに、叶かなわないと思っていたその行動は思いがけずに実を結びました。

　本気で嚙み千切るつもりで力を入れた口でしたが、無抵抗にされるがままの相手にそれ以上の力を入れることができませんでした。

「ケジメだ。確認のためとはいえ、胸糞悪いことを言った自覚はあるからな」

「…………」

　そこで初めて、真っ直ぐにカイトさんの目を見たのです。

　暗い暗い、底なし沼のような光のない目。

　復讐相手を奪う敵としてじゃなくて、彼自身に純粋に興味が湧いてくる。

「最初に言っただろ？　これは勧誘だって」

「かん、ゆう……？」

「ああ、そうだ」

　感情の振り幅が大きすぎて、どこかボンヤリとした頭の隅から忍び込むように声が響いてくる。

「さっき、死んだ方がマシだって言ったな。だったら今日、ここで生まれ変わる手伝いをしてやるよ」

　まるで、悪魔のような笑みを浮かべてカイトさんは笑っている。

「なぁ、シュリア。俺と一緒に復讐しないか？」

　差し出された手は普通の人間の手と同じように見えました。でもきっと、これは悪魔の誘惑の手。

　一度でもその手を取ったら蟻あり地じ獄ごくのように暗がりの底まで堕おちていってしまうような、そんな囁ささやき。

「……一緒に？」

「ああ、今ここで選べ、共犯者になるか、傍観者になるか。俺の手を取るなら、力を与えてやれる。ただし、そこからはもう戻れない。ユーミスに復讐を遂げた後も、俺の復讐心を一緒に背負い続けることになる。血よりも濃い契約。比喩じゃなく、俺が死ぬ時が、お前の死ぬ時で。お前の死ぬ時が俺が死ぬ時だ」

　耳から入ってくる言葉はどこか遠く霞かすんで聞こえる。

　あぁ、きっと、この人が本物の悪魔なのです。人を外道の道に引きずり込んでしまう、御伽噺の本物の悪魔。

　でももう、きっとそれで構わない。

「そんなのどうでもいいのです。知りたいのは一つです。あなたのその手を取れば、あの女は苦しむです？　あの女が悲痛に歪ゆがむ顔を見られるのですか？」

　一緒にでもなんでも、シュリアがちゃんと復讐できるのならそれで構わない。

　だから、知りたいのはそれだけなのです。それだけでいいのです。

「何を他ひ人と事ごとのように言ってるんだよ。俺は『共犯者』になれって言ってるんだ。苦しみますかじゃない、苦しめるんだよ。何度も言ってるだろ、お前が決めろ。お前が選べ。お前が考えろ。俺は保証なんてしてやらない。都合のいい未来も見せる気はない」

「……あぁ、本当、悪魔みたいな人なのです。人を外道に誘っておいて、慰めの言葉も、未来の保証も、何もしてくれないなんて」

「他人任せの代償はもう痛いくらいに知っただろ？」

　笑顔というには暗すぎるその顔に、口の端が釣り上がる。きっとシュリアは今、目の前の悪魔様と同じ顔をしている。

　だからこれは、シュリアが何よりも欲しかった救いの手。

　きっとシュリアを悪魔に変えてくれる手。

「お願いするです。シュリアをあなたと同じ悪魔に変えてください。ユーミス姉様に復讐できるなら、シュリアの体も心も、魂だってカイトさん、いえ、カイト様に捧ささげてみせるです」

　差し出された手をシュリアは握った。





　　　　☆






「お願いするです。シュリアをあなたと同じ悪魔に変えてください。ユーミス姉様に復讐できるなら、シュリアの体も心も、魂だってカイト様に捧げてみせるです」

　差し出した手を小さな白い手が握り返してきた。

　しかし、悪魔に変えてくれとは。

「幽霊だったり、精霊だったり、悪魔だったり、散々な言われようだな。言っておくけど俺はただの人間だからな」

　シュリアの手を引いて立ち上がらせて、離した手に【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】を、契約用の短剣で作り出す。

「ただの人間は、体が魔力だったり、そんな禍まが々まがしい、魔力で出来た短剣を作ることはできないのです」

「……まぁ、そこらへんの疑問については、半分ぐらいはこいつが解消してくれる。残り半分はまた後でだな。ほら、使い方は剣が教えてくれるだろ」

　作り出した【復讐の聖剣】をシュリアに手渡した。

　心剣がシュリアの手に渡った瞬間、『合格だ』と言わんばかりに暗く、けれど、太陽よりも強く焼け付く光を放つ。

「不思議な光です。冷たくて、暗くて、熱いです」

　手に持った【復讐の聖剣】をしげしげと眺めるシュリアの赤い目が深く輝いている。

　シュリアの手に移った【復讐の聖剣】はチラチラと黒い光の胞子を散らして、復讐者の門出をどこか嘲あざ笑わらうように祝福している。

　そうしてシュリアは、まるで宝物を抱きしめるようなそんな仕草で、自らの胸に手にした剣を突き刺した。

　剣は一際強い光を放った後、まるで花を散らすように淡い光の胞子だけを残して消えていった。シュリアにはもう、【復讐の聖剣】が突き立っていたことを示す痕跡は一つもない。

「くっ、あぁ、んっ」

　ミナリスの時と同じ、復讐心の追体験。

　その時の感情さえも鮮明に思い出させられるその感覚は、二回目でも慣れることはない。

　抑えようとして抑えきれるものでもなく、顔面が苦渋に歪む。

　【復讐の聖剣】が残した闇色の光の胞子が消えきる頃に、俺とシュリアの復讐は混じり合って一つになった。

「やっぱり、外からの同情とは違うな」

「あぁ、びっくりなのです。すぐに似たようなことをされた人に会うとは思ってなかったのです」

　シュリアは複雑そうな、諦てい観かん交じりの息を吐く。

「不思議な感じなのです。でも、いい力です」

　手を開いては閉じてを繰り返し、シュリアは周りを見回して、いいものを見つけたという表情でクスリと笑う。

「ちょうど、とってもいい材料が残ってるのです。記念すべき一号は、この子にするのです」

　テクテクと歩いていくシュリアの先には猫のぬいぐるみがあった。小さく笑い、しゃがんだシュリアがぬいぐるみのお腹に手をかざす。

「ネコサンネコサン、どこですか？

　優しい国で時計は割れる。

　冷たい氷の世界は割れる。

　迷子のネコさん、さぁここです。

　美味しいおやつはすぐそこです。

　────糸繰り踊れ、『傀かい儡らい憑つく代よ』」

　歌うような独特な詠唱と高まる魔力に、赤と黄、黒の光の胞子が地面から噴き上がるようにシュリアの周りで舞い散る。

　変質したシュリアの魔力がぬいぐるみにドンドン押し込められていき、それが最高潮に達した時、周囲の渦巻く光の胞子がぬいぐるみへと収束した。

「んっ、はぁ、フラフラするのです。ＭＰ酔い……、キャハッ、キャハハッハハハッ!!　さぁ、起きるのですよ、今すぐに」

　ピク、ビクビクリッ、とシュリアの声に反応するようにぬいぐるみが動き出す。

　ひとりでに起き上がった白い猫のぬいぐるみはプルプルと体を震わせ、そのまま立ち上がった。

「へぇ、面白そうな能力だな」

「面白いのはここからなのです、ふふっ、ふふふっ」

　深く熱に浮かされた表情のシュリアが楽しげに笑う。

　シュリアを見上げた猫のぬいぐるみはとても綺き麗れいな所作で自分の主人に向けてひとつ礼をした。

　その様子を見て、シュリアは満足そうに微笑むと初めての命令をぬいぐるみに下した。

「さぁ、命令なのです。哀れな道化を喰らってくるのです、ちゃんと味わって食べるのですよ？」

「『ニシシッ、ニシシシシシッ!!』」

　口の端を吊つり上げて笑う猫が、コクりとひとつ頷うなずいた。

　ペタペタ歩くぬいぐるみが、両手に持ったフォークとナイフをカツンカツンと床に引きずりながら、ずっと様子を見ていた悪魔のもとへと近づいていく。

　俺が殺してやろうと思っていたが、ここで手を出すのは無粋というものだろう。そのまま一歩引いて様子を眺めることにした。

「『くっ、くそっ、なんだ、何だなんだよお前らっ!!』」

　悪魔の体の修復は半分程度だろうか、最後の足あ搔がきとばかりに残った体の密度を薄くして全身を再構成したようだった。

　分が悪いからと逃げ出そうとする悪魔に向け、ぬいぐるみが素早く地面を蹴った。

「『馬鹿にしてんのかっ、寄るんじゃねぇっ!!』」

　飛び掛かってくる猫のぬいぐるみを振り払うように振るわれた悪魔の手。

「『ニシシッ！』」

「『なっ、なにっ!?』」

　だが、それがどうしたと、ぬいぐるみが振るったナイフが一瞬で巨大化し、その腕を刈り取った。

「『ハッ、ハハッ、さっきの剣とは別物みたいだな、切り落としただけならすぐに吸収して……』」

　一瞬、焦った顔をした悪魔だったが、切り落とされた腕が【心火の霊剣】と同じようにならなかったのに安あん堵どした表情を見せた。けれど、その安堵もすぐに立ち消える。

「シュリアは、『喰らってこい』と言ったですよ？」

　楽しげに微笑みを浮かべるシュリアの言葉を悪魔が理解するよりも早く、忠実に主人の命令を猫のぬいぐるみは実行していた。

「『ニシシシッ』」

　ザクリッ、と切り落とされた悪魔の腕をフォークで突き刺し、通常サイズに戻ったナイフを使って切り分けてそのまま口の中に放り込んだ。

「『…………は？』」

　その様子を、悪魔は呆ぼう然ぜんと見ていた。悪魔がほうけている間も猫のぬいぐるみは食事を続け、あっという間に残りの腕も平らげる。

「『おい、ふざけんなよ……、喰った？　オレ様の腕を、喰ったのか？』」

「キャハハッ!!　ほらほら、どうしたです？　とても面白い顔をしてるのですよ？」

　シュリアの嘲笑う声と、猫のぬいぐるみのニシシッと笑う声が共鳴するように響く。

　悪魔の問いに答えることもなく、猫のぬいぐるみは悪魔の方に向き直ってナイフとフォークをキンッキンッ、と二回鳴らす。

「『クソッ、クソクソクソクソがァアアアア!!　何なんだテメェらっ!!　ふざけんじゃねぇぞっ、魔力体を燃やす剣に、オレ様の体を喰らうぬいぐるみっ!?　反則だっ、ズルだっ!!』」

「ぷっ、くくくっ、悪魔が反則とかズルとか抜かすなよ」

　口出しするつもりはなかったのだが、あんまりなセリフに思わず笑いが漏れてしまった。

「『オレ様は悪魔だぞっ!?　テメェらみてぇな下等生物とは違うんだっ!!　なのにっ、なのになのになのにっ!!』」

　そんな、悲鳴とも抗議ともつかない声を上げて悪魔はぬいぐるみとの戦闘を続けるが、まるで相手になっていなかった。

　痛覚のない悪魔だが、恐怖は覚えるらしい。端から切られて自分の体が食べられていく様を見て顔の引きつりを隠す余裕もないようだった。

　そうして最後に、悪魔の首から上だけが残った。

「『悪魔のオレ様が、こんな人間だのエルフだの、クソみたいな下等生物に……っ』」

　もう、悪魔の体を構成していた魔力は取り返しがつかないところまで小さく薄くなっている。

　ここまで削り取られてしまっては、放っておいても大気中に霧散してしまうことだろう。

「あ～ぁ、もう少しもたせてほしかったなのです。せっかくのデビュー戦でしたのに……。シュリア、ツマンナイのです」

「まぁまぁ、この後はユーミスも控えてるんだ。意味もなく長すぎる序章は蛇足だぞ」

「……分かったなのです。それじゃあ、これで最後にするのです」

　悪魔の前でしゃがみこんだシュリアはとても優しげに微笑んで、最後の命令を下した。

「最後の一瞬まで、シュリアが観察してあげるです。さぁ、喰らいなさい」

「『クソガアアアアアァアアアアァア!!』」

「キャハハハハハハハハッ!!」

「『ニシシッ!!』」

　ザックリと悪魔の両目にナイフとフォークを突き刺して抉えぐり抜いた目玉を食べた後、残った頭を器用に宙に放り上げて齧かじり取るように飲み込んだ。

　そして、満足そうにケプッ、と息を吐いたぬいぐるみは最後にもう一度ナイフとフォークがぶつかる音を二回鳴らした。

　と、その時だ、白い猫のぬいぐるみとシュリアに変化が起きる。

　白かった猫のぬいぐるみに濃い黒色の文様が混じっていく。

　黒い影が纏まとわりつくように、ぬいぐるみはモノクロに変わっていた。

「……？　なんか、体が火ほ照てって、熱いですっ、んっ」

　ただ、それ以上に驚くべき変化が目の前では起こっていた。暗い魔力の渦がシュリアを取り巻いている。

「シュリアッ!?　大丈夫か!?」

　契約を結んだ以上、冗談じゃなくシュリアの危機は俺の、そしてミナリスの危機だ。

　尋常ではない様子に大いに焦る。

「んぅ、危ない感じはしないのです。けど、なんか、焼けてるみたいに体が熱いです」

　どうやら、命に関わるようなことではないようで、シュリアは全く苦しそうにはしていない。

　様子を見ていると、やがて魔力の渦は落ち着き、地下牢ろうは元の姿を取り戻したのだが……。

「あー、これはまた、予想外だな」

「……変身なのです？」

　そう言ってシュリアは自らの体を見下ろす。

　白磁のように白かった、押せばどこまでも沈んでいきそうな肌は、ミルクチョコのような褐色の肉感的な張りの強い肌に。金糸のような綺麗な金髪は、完全に色の抜けた銀へと変わっていた。

　破けた服の隙間から見える範囲でだが、腹部にも刺青いれずみを入れたような黒い文様が入っている。

　シュリアが指先でクルクルと弄いじる髪が、地下を照らすロウソクの火に当てられてオレンジに光る。

　どうやら、ぬいぐるみが悪魔を取り込んだことでその魔力が逆流したのが原因のようだった。

「ダークエルフねぇ。はは、らしくていいじゃないか、悪魔にはなれなかったがちょうどいいだろうよ」

「ダークエルフ？」

「今のシュリアのような褐色肌のエルフのことだよ。俺の世界じゃそういう知識があったんだ」

　別段エルフは珍しい種族ではない。実際、この街でも時々エルフを見かける。その魔法に秀でた種族の特性を生かして冒険者として身を立てるエルフも多いからだ。

　だが、いわゆる褐色の肌をしたエルフは、一度目の世界でも見たことはないし、存在も聞いたことはない。

　てっきり存在しないものかと思ったが、そういうわけではないらしい。

　ステータスを見てみれば、『人族（エルフ返り）』となっていた種族の欄が『ダークエルフ』に変わり、固有技能『傀儡憑代』も追加されている。



















「まぁ、とりあえず危険はないようだし、大丈夫そうだな」

「ダークエルフ……、いいです。本当に生まれ変わったような気がするです」

　自分の体を改めて見回しながらシュリアは言った。

「ほら、行くぞ。悪魔は殺したし、防御用の結界を少し無理に避けて入ってきたからな。ユーミスがそのうち気が付いてここに戻ってくる」

　俺が地下牢の入り口付近に移動しようとすると、シュリアから待ったが掛かった。

「あ、少し待ってほしいのです。みんなを解放したいです」

　シュリアは、白い猫から黒と白のマーブル模様になった猫のぬいぐるみに命じて牢にいたアンデッドたちを全て殺して回らせた。

　アンデッドは不死だが、体を損壊させて魔力が少なくなると存在を維持できず、骨すらもまとめて土塊つちくれに変わる。牢の中にはもう、アンデッドがいた気配は残っていない。

「早いところここを出るぞ。時間は有限だ、いろいろ話し合わなきゃならないこともあるしな」

「はいなのです」

　階段の辺りまで来て、シュリアは最後にもう一度だけ振り返った。

「必ず、あの女を殺してみせるのです。みんなが受けた以上の苦しみを、絶対に与えてやるです」

　暗い熱のこもる言葉に返事を返す者もいない。

　そこにあるのは、ただ、うめき声の消えた地下牢だけだった。

　その後、振り返ることなく歩き出したシュリアの後を、黒に犯された白い猫のぬいぐるみがてくてくと歩いていた。











＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　『傀儡憑代』　スキルレベル：２

　自らの最大ＭＰを代償に非生物を従者として、偽りの命を与える。従者の能力は与えられた最大ＭＰと込められた感情の種類と強さ、周囲の環境により左右される。

　また、従者に与えられる最大ＭＰは魔力の最大値以下となる。

　自律行動を取れる従者の数はスキルレベル×２体、手動操作の従者は術者の技量に依存する。自律行動を取れる従者が、特定の存在を喰らった時に、１種につきひとつ分、本体にその魔力を吸収することができる。新たに吸収した方が大きい場合はそちらに移行される。

　【？？？？？？？】

　【？？？？？？？】

　吸収リスト

　『悪魔喰ぐらい』

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝






第二章　崩れ始める夢の音






【○月　×△日】

　最近、魔道具の研究が行き詰まり始めています。

　原因ははっきりとしています。私に魔法の才能が乏しかったからです。

　魔力の出力が上がらないままではこのあたりが限界なのでしょうか、いや、諦めるわけにはいかない。

　私は絶対に街の石碑に名を刻まなければいけないのです。

　そうしなければ、私に甘いお父様もこの関係を許してはくれない。

　待っていてください、ソーリィ。その時こそ堂々と…………。




【○月　×△日】

　今日もダメでした、失敗だった。

　私の魔法の才能は一番得意な風の属性でも、並を少しだけ上回る程度。レベルもこのあたりの魔物では上がりにくくなってきている。

　魔力は修練を続けていけば少しずつでも確実に扱える量が増えていくらしいですが、それでは遅いのです。今はまだいい。けれど、いずれは私とソーリィの仲を引き裂くような縁談話が舞い込んできてしまう。

　それまでになんとかしなければ…………。




【○月　×△日】

　今回はやり方を変えてみた。

　制御はより複雑になったが、一定の効果は認められました。けれど、それでも石碑に名を刻めるような魔道具を作るのにはやはり根本的な魔力の出力が足りない。

　石碑に名を刻むには、石碑に宿る古代の英霊に認められなければならないとされている。石碑の台座に魔道具を捧ささげた時に、英霊に認められる魔道具を置ければ石碑にひとりでに名前が刻まれることになる。

　どうすればそんな強力な魔道具を生み出すことができるのだろうか。

　ごめんなさい、ソーリィ、不ふ甲が斐いない私を許して。

　私たちが一緒になるのにはまだ時間が掛かりそうなのです。




【○月　×△日】

　今日は学舎にエルミアの街の商会の人間が訪れました。私が作った研究途中の副産物に目をつけたらしいです。

　市場に出せばそこそこの値で売れるだろうと言われましたが、私は発明家になりたいわけじゃない。簡単な道具を作って小金を稼いで満足したいわけじゃないのです。それでも、研究にもある程度費用が掛かるので、自由に使えるお金はあっても困らない。だから、エルミアの商会のいくつかに卸した。

　その時は考えていなかったが、今こうして日記を書いているとなかなか良案だったと思えます。

　多少であっても、これで私の名が広まって名声が高まれば、無事に石碑に名前を刻むことができた時の願い事に意見をされにくくなるかもしれない。

　エルミア家の始祖様が残した、『エルミアの石碑に名を刻む栄誉を得たものの願いを叶かなえる』という家訓は絶対のものと家には伝えられていますが、それぐらいなら許そうと思ってもらえる要素は多いに越したことはないのだから。

　それにしても、今日のソーリィは可愛かわいかった。

　頰ほおをピンクに染めて私の名前を呼ぶ姿はたまらないです。




【○月　×△日】

　今日は怪しげな商人に声を掛けられました。

　エルミアの街はいろいろな人が入り混じるためにそういった手合いの人間も数多い。

　いつもなら適当に会釈して去るところでしたが、どうしてか話を聞いてしまいました。

　ですけど、商品を見せてもらった時に凄すごい掘り出し物を発見しました。

　悪魔の召喚石です。

　売っている商人にはその価値が分からなかったのでしょう、ただのガラクタ扱いで捨て値同然で売られていたのを買い取って、そのまま家に戻りました。




【○月　×△日】

　今日、下調べを終え、入念に準備をした上で、悪魔を呼び出してみました。

　悪魔は精霊の一種です。大きな対価を望む代わりに、呪いの知識や力を与えてくれる。

　そこで、奴隷一人の命を捧げ、魔法の才能を手に入れる呪法がないかを尋ねてみると、悪魔はただ一言、『ある』と答えました。

　それは特殊な魔法陣を使い、血縁関係にあるものを魔法陣の中に長い時間留とどめておくことで才能を奪い取るというもの。

　あぁ、神様は私の味方だったのです。

　魔法の才能があって、私と血縁関係があり、それでいて長時間拘束しやすい人間。

　私にはそれがいます。お父様が使用人に手を出して生まれた子供、異母姉妹。

　やっと光明が見えてきました、名前は確か、シュリアといったはずです。

　これで、ソーリィと一緒になる道筋が立ちました。

　作戦を教え、これで私たちの仲が認められる日に大きく近づいたと言ったら、ソーリィは嬉うれしそうに喜んでくれました。

　手伝えることはないかと自分から申し出るソーリィは本当に健けな気げで愛らしい。




【○月　×△日】

　作戦は上う手まくいきました。

　やはり、私には幸運の女神様がついているようです。狙っていたかのようなタイミングで、問題を抱えていたシュリアの信用を得て、屋敷に招くことができました。

　悪魔が求めてきた、魔法陣の知識と、起動に必要な特殊な魔力の対価も、同時に上手いこと処理することができました。

　取り調べ中に魔族に仕込まれた罠わなのせいで死んだということにして実験台も相当数確保できた。

　あとは、あの愚かな異母妹が、あの魔法陣の部屋から出ないようにするだけです。

　今はまだ、私の才能をあの子が持っている。それを使って魔法陣を破壊されてしまうようなことがあってはならない。そうでなくとも、魔法陣から出られてしまえば再び起動するのに悪魔に対価を支払わないといけなくなります。

　あの村のような、閉鎖的で都合のいい材料はそうそうありません。それに、さすがに同じように「魔物に洗脳されて……」という偽装でまた一つ村を潰つぶすのは難しい。

　魔法陣が１００％効力を発揮し終えるまでは、彼女にとっていい姉を演じ続けなければなりませんね。




【○月　×△日】

　重要な発見です。

　私がいい姉を演じて仲睦むつまじい様子を見せた日のソーリィは嫉妬に駆られてとても情熱的になるのです。

　ソーリィも貴族ですが、位が下の分家から奉公に来ていることになっているので、普段はメイドとしての立場を意識しているのか、たとえ寝屋であっても感情を隠そうとするのです。

　そんなソーリィが独占欲を丸出しにしてくれるのはとても嬉しいですね。興奮します。




【○月　×△日】

　今日、王都に住んでいる両親から手紙が届きました。それとなく私に婚姻を結ぶ気はないかと尋ねる内容でしたので、火の魔術で灰すら残らなくなるまで燃やし尽くしました。

　私が縁談を断り続けていることが少し心配になってきたのか、最近はそういった催促が増え始めています。

　あぁ、早く石碑に名前を刻んで、ソーリィと正式に結婚式を挙げたい。




【○月　×△日】

　魔法陣の効果を実感し始めました。

　シュリアが持っていた魔法スキルの熟練度が私に加算され、あんなに頑張って訓練したのがバカみたいに熟練度が上がっていきます。

　魔法のスキルレベルも、この半年でもう一つ上のレベルになりました。

　ただ、一気に扱える魔力量が増えたせいで、細かい制御の難易度がとても上がってしまいました。それでもこれならきっと、いずれ大魔道具とさえ呼ばれるような代物を作れるようになるでしょう。

　今は、魔法の制御の訓練をしながら、魔法陣の効果が完成するのを待ちましょう。




【○月　×△日】

　そろそろ、魔法陣の効果の完成が見えてきた。

　魔法陣の効果が完成した後の計画もそろそろ考え始めなければいけませんね。

　まずはシュリアの『緋ひの瞳』。

　あれはいいものです。魔道具の材料にして、感知系の魔道具にしましょう。

　元々は私の才能を持っていたのですから、魔力の受容性も高いはず。きっと出来損ないになってしまったアレらとは違って、いいアンデッドとして使役できそうです。




【○月　×△日】

　ついに、魔法陣の効果が完成します。

　思えば、想像以上に長い時間が掛かりました。

　あの子はそれだけ、身の丈に合わない量の才能を私から掠かすめ取っていたということですね。

　とはいえ、それも明日の朝には全て私のもとへと戻ります。

　今後もいろいろと手伝ってもらうことになるでしょうし、その対価として、明日の終わりまではいい夢を見させてあげましょう。私は、お優しいお姉様なのですから。





　　　　☆






「なるほどね、そういうことか」

　俺は努めて心を平静に保つように意識しながら読み終えたユーミスの日記を閉じた。

　────……くだらない。

　くだらないくだらないくだらない、本当にくだらない。

　ユーミス、これがお前が魔道具を生み出そうとした理由か。これが俺を裏切った理由か。

　街の石碑に自分の魔道具を認めさせて、堂々とお気に入りのメイドを伴侶にする。

　そのために俺を裏切り、そのためにシュリアを利用し、多くを犠牲に夢への積み石を重ね上げて。

「…………まぁいい、あのメイドだけが大切なのかと思ったが、力尽くで排除しようと考えていないあたり、両親や使用人もそれなりに大切に思ってるのか。ならそいつらにも舞台に上がってもらわないとならないか」

　気付かれないように日記を元の場所に戻し、俺はまた一歩、復ふく讐しゅうの調味料を見つけたことに喜びながら、ユーミスの館やかたを後にするのだった。





　　　　☆






「うっく、あぁあっ」

　あぁ、また、この夢。

　夢と分かっていても不快極まりない光景が目の前で広げられています。

「さぁ今日のお薬です。きちんとこぼさずに飲んでくださいです」

「くぅ、こんなことしても、無駄ですっ!!　私が、貴方あなたたちに屈することは、ありません……っ」

「そんなこと、どうでもいいです。あなたも私を騙だました。必要なのは、ただそれだけのことなのです」

　そこは薄暗い洞窟のような場所でした。薄くヒカリゴケの茂った洞窟のなか、大きな岩を横一いっ閃せんに切り裂いたようなベッドの上にソーリィが横たわっています。

　手と足に繫つながれた、まるで奴隷にでもつけるような粗雑な鉄の枷かせが痛々しい。

　そこに、穏やかな笑みを浮かべたシュリア、だと思う少女がいつものように近づいてきます。

　その姿は記憶に残っているものとは全然違います。金色の髪は白に近い銀に、肌は透けるような白から日差しの強い気候の地域に住む人間のような褐色に。

　記憶と違わぬところと言えばその顔の造形とあの濃い色をした赤い瞳だけです。

　そして、そのシュリアの隣にはいつものようにどこかで見たような黒髪黒目の少年と、茶髪のウサギの獣人らしき少女が佇たたずんでいました。

　シュリアはソーリィの口に枷を嵌はめ、強制的に開かされた口の中へ黄緑色の液体を流し込みます。そしてソーリィがむせそうになるとあらかじめ予期していたかのように口を塞ふさいでその液体を飲み込ませていく。

「んぁあっ、いたっ、けほっ、けほっ!!」

　それが終わるとシュリアは口枷を乱暴に取り去りました。

「さて、昨日で両腕まで終わりましたから、今度は左脚からですね」

「はい、どうぞ」

「ありがとうなのです」

　ウサギの獣人から、シュリアはまたいつもの杭くいを受け取りました。中央に穴があり、先端のとがった部分が任意で開くらしい黒い杭。

　また、あの光景を見るのかと思うと目を逸そらしたくて仕方がありませんでしたが、この夢の中では目を瞑つむることもできませんでした。

「ひぐっ!?　ううぅ、あぁあああぁああっ!!」

　目の前でグリィッ、と綺き麗れいなソーリィの脚に杭が突きこまれました。

「ぁああっ、んっ、うぅあっ!!」

　そのまま立て続けに更に三本、突きこまれる杭にソーリィが甲高い声を上げています。

　苦痛交じりのその声は、まるで私と閨ねやにいる時のような艶つややかな嬌きょう声せいが混じっているかのようです。

「こんなことされて気持ちよさそうによがるなんて、ソーリィは変態さんなのです」

　そんなソーリィの痴態にシュリアがクスクスと笑います。

「んっ、はぁ、それは、あの薬のせいで……」

「ちゃんと痛みも残るように調整してもらってるのですよ。つまり、ソーリィ自身が苦痛よりも快楽を優先している証拠なのです。さぁ、これからが本番なのですよ？　昨日みたいに気絶なんてつまらないことはやめてほしいのです。苦しんでもらわないと、わざわざ時間を掛けている意味がないのです」

「ひっ!!」

　その手には大きめの瓶に入った黒い液状の何かが入っています。金属の光沢を持つそれは魔法生物のようでシュリアの命令に従って自由自在に行動するようでした。

　その瓶をソーリィのそばに置いて、ゆっくりと蓋ふたをはずします。

「さぁ、食事の時間なのです」

　シュリアがそう呟つぶやくと、その黒い液状の何かは自ら瓶の外に這はい出し、ソーリィの体を貫く杭へと群がり、その穴の中へと入っていきます。

「ひぐんあっ!!」

　おそらく、ソーリィの体の中で杭の先端が開いたのでしょう。再び上がる嬌声は、ひとつでは終わりません。

「んんああああっあ、んぐっ、おおおっ、あああんぁっ、んんっ、んっ、あ、ああっ!!」

「本当に気持ちよさそうに鳴くのです。骨の中を溶かされながら喘あえぐなんてシュリアには無理なのです」












「ユーミス様っ、ユーミス様っ!!　ユーミスさまぁあああっ!!」

「痛みと同時にそれよりも少しだけ少ない快感が流れていますから、痛いのと気持ちいいので頭の中は大変でしょうね、おかわいそうに」

「おいおい、お前が作った毒だろうに」

「違います、ご主人様。毒じゃなくて薬ですよ？　だって、ただ痛いだけだとすぐに壊れてしまうじゃないですか。もったいない」

　言葉にならない悲鳴を上げるソーリィのそばで、黒髪の少年とウサギの獣人が楽しそうに談笑しています。本当ならこの場にいる三人をすぐに消し炭にでもしてやりたいところでしたが、私が見ている夢なのに、なぜ全然自由が利かないのでしょう。

　私はただ、いつものように延々とソーリィが苦痛と快楽に喘ぐ様子を見ていることしかできませんでした。







「っ!?　はっ、はぁ、ああ、またあの夢。最悪の目覚めですね」

　ベッドから身を起こした私は額に滲にじむ汗を感じながらため息をつきます。時計を見ると、いつもよりも少しだけ起きるのが遅い時間。

「今日で四日連続ですか。いったいなんなのでしょう」

　あの日、悪魔の召喚石がただの石へと変わってしまった数日後からあの夢を見るようになりました。毎晩寝るたびに同じ夢を見ます。

　姿を変貌させたシュリアが、知らない人間と共にソーリィを拷問する夢。やけにリアルなその光景を夢の中で延々と見せられ続けます。

「あの悪魔、契約違反の上に、私に何か呪いでも掛けていったのでしょうか」

　シュリアを罠に嵌め、悪魔に差し出した翌日、たっぷりとソーリィと閨で楽しんで日が高く昇ってから起きると、黒々と光っていた悪魔の召喚石がそこら辺に落ちているただの石ころになっていました。

　何があったのかと急いで秘密の地下牢ろうのあるあの家に戻ってみれば、地下牢はもぬけの殻、あの悪魔どころか、シュリアの遺体も、それどころか今まで研究に使ってきたアンデッドも綺麗さっぱりいなくなっていました。

　ほかにも奥の牢屋の格子が切り裂かれていましたが、何が起こったのか説明できるものでもありません。シュリアが何かしたのかと思いましたが、ありえないと首を振りました。あの子にあった魔法の力が完全に私の手にある以上、シュリアが何かできるはずがありません。

　エルフの先祖返りといっても魔法の力を失った今のシュリアはただの子供でしかなく、悪魔を相手に何かをできるような力があるわけがないのですから。

　だから、おそらくあの悪魔が何かしらの手段で契約を破り、シュリアの全てと、ついでにそのほかのアンデッドも自分のものにしてまたどこかの石に宿ったのでしょう。悪魔はひとつの契約を終えると任意で世界中のどこかの石に宿りなおすことができるそうですから。

「はぁ、いけませんね、こんな顔をソーリィに見せられません」

　気を落ち着けようとすぐそばに置いてある水差しの水を飲み終わる頃にはソーリィが部屋にやってきました。

「おはようございます、ユーミス様。お食事の用意ができています」

「分かりました。今日は一緒に朝食にしましょうか、ソーリィ」

「だ、駄目ですユーミス様。私はメイドです。それが一緒に食卓につくわけには」

「大丈夫ですよ、今日は部屋で朝食を取ることにしますから、誰にも見られることはありません。食事の量を多めに用意してもらって一緒に分け合って食べましょう。今日は食欲がないのでそれぐらいできっとちょうどいいですから」

　そう言って私はソーリィに笑いかけます。

　少々強引でしたけど、ソーリィは困ったようにしながらも小さく頷うなずいて、「今、料理をお持ちします」と言って再び部屋を出ていきました。

　今日はソーリィと少しでも一緒にいたかったのです。ソーリィには夢のことは話していません。無駄に心配させたくはありませんし、夢見が悪い以外には大きな実害は出ていなかったというのもあります。

　ですけれど、言い知れない不安に、少しでも安心できる時間が欲しいのです。私の目標は達成できる目処が見えてきたとはいえ、まだもう少し時間が掛かりそうなんですから。

「それにしても、シュリアの目を手に入れられなかったのは残念ですね。魔力を直接見られるという『緋の瞳』、絶対にいい魔道具の材料になったでしょうに」

　過去にも、龍の目や、氷巨狼フェンリルの目を魔道具に変えた事例はいくつもあります。今の私なら緋の瞳を使えば、もしかすれば、石碑に認められるだけの魔道具にできたかもしれません。

（本当に忌いま々いましい悪魔ですね。おかげで助かったのは事実ですけれど、せっかくのチャンスを逃してしまいました）

「まぁいいでしょう。これだけの魔法の力を使いこなせるようになれば、いずれ確実に石碑に認められる魔道具を作ることができますから」

　なくしてしまった物は仕方がありません。それよりも今後どう動くかを考えなければいけません。

「やはり、どうにかしてこの街を離れて修行と素材集めの旅に出たいですね。この辺りでは成長に時間が掛かりすぎますし、本当に質のいい材料もここで待つよりも自分から出向いた方がよさそうです」

　ここは交通の要所であり物が集まる街ですが、本当にいいものは王都の方が高く売れることが多い上、そういった素材は王国よりも帝国の方に集まる傾向があります。

　そこそこの物資は集まるので研究材料には事欠きませんでしたが、石碑のための魔道具を作るとなれば、素材をただ待っているだけでは、いつになるか分かりません。

（とはいえ……）

　ちらりと視線を向けた先、各所から上がってくる報告書の束があります。

　王都から魔道具開発研究成果の報告を求めるものや、取り立てた税の報告書。

　近くの教会から大量の聖水が盗まれたなんていうものまで。

　やはり、誰か代官を立てるべきでしょうね。

　旅に出るにしろ私は一人娘なので、どうにかしてお父様を丸め込む必要もあるのですが。

「魔王が攻勢を強め始めているなんて話もありますし、いっそのこと伝説に出てくる勇者のパーティーにでも潜りこめれば一番なのですけど……」

　それならば、堂々と領地を離れる大義名分ができるので、趣味のために領地を放り出したなどということにはなりませんし、お父様も王国貴族である以上は、魔王討伐に参加が決定すれば反対はできないでしょう。

　王都の方では一時期、勇者召喚が行われると噂うわさがあったはずですが、どうなったのでしょうか。

「ユーミス様、お食事をお持ちしました」

　そんなことを考えていると、ソーリィが戻ってきました。

　ワゴンに乗せられた食事を部屋に備え付けられているテーブルに綺麗に並べていきます。

「本日は、豚の腸の肉詰めの焼き物と、クルック鳥の卵を焼いたものに、白パンになります。デザートにヤギのミルクに甘みの強いチイゴの実を潰して混ぜたものを用意させていただきました」

「ありがとう、今日も美味おいししそうですね」

　それから、食事をお互いに食べさせ合ったりして、ソーリィとイチャつきながら食事を終えました。

　口移しで一緒に飲んだデザートのジュースはとても甘くてとても美味しかったので、夢中になって飲んでしまいました。いつまでもそうしていたかったのですが、残念ながらそういうわけにもいかないので、外出用の服に袖を通します。

「んっ、今日は役所の方でのお仕事ですね。頑張ってください、ユーミス様」

「ええ、ありがとう」

　部屋を出ようと扉の取っ手に手をかけたところで、ふと気になってソーリィに声を掛けます。

「ごめんなさい、ソーリィ。ちょっといいですか」

「？　はい、何でしょうユーミス様」

「そのメイド服のスカートをギリギリまで持ち上げてくれませんか？」

「えっ!?」

　ソーリィの顔に一気に赤みが差す。

　黙って見ていると、ソーリィは恥ずかしそうにスカートのすそを摑つかんで持ち上げました。

「あ、あの、ユーミス様、これでよろしかったでしょうか？」

　ソーリィがスカートを高く持ち上げたことで、そのスラリとした綺麗な脚と下着が露あらわになります。

　綺麗なその脚には、夢の中のような傷跡などひとつもありませんでした。そもそも、昨日だってソーリィを閨に呼んで、寝る直前まで私と一緒にいたのに、あの夢の中でのようなことが起きているはずがない。

（……何を気にしているのでしょう、いくらなんでも考えすぎですね）

　あとで神官にでも『悪夢を見る』と言って様子を見てもらいましょう。

　それはそれとして、あぁ、顔を朱に染めながら恥ずかしそうにポーズをとり続けるソーリィが愛いとしくてたまらない。その姿をじっくりと堪能した後、私は今日の予定を消化するために役所へと向かって歩き出します。

　把握できる限り、何も悪いことは起こっていません。

　私はソーリィと添い遂げる未来を夢見ながら、街の中を歩いていきます。







（あぁ、いつまで続くのでしょう、この夢は）

　そして、更に何度か同じ夢を見続けたある日のこと。

（……そろそろ目が覚める頃ですね）

　いつもと同じような光景を見せられた後、いつものように目覚めるかと思ったその日の夢は、いつもと違う終わり方をしました。

「さぁ、準備は整いましたです。愚かなる姉様？　まだ、何も終わっていない、姉様が幕を上げた劇の上で人形は踊り続けているのですよ」

　ずっと俯ふ瞰かんした位置から見ていた私に、初めてシュリアが話しかけてきます。

（っ!?）

　間近で見るその瞳は記憶の中の鮮やかな赤ではなく、暗くよどんだ血のような紅くれないの色をしています。

　粘りつくようなその視線が嫌でたまらない。けれど、相変わらずこの夢は自分の意思ではどうにも動いてくれません。

「まだ終わらない、終わらせない。最初で最後の幕を閉じに行くです。楽しみに、楽しみにしていてくださいなのですよ」

　ゾッとするような壮絶な笑みを湛たたえています。背筋を冷たい何かが上がっていくような感覚と共に私はベッドの上で跳ね起きました。

　昨日は確か、ソーリィを閨に呼んだ後はそのまま一緒に眠ってしまったはずです。

　あわてて自分の隣を見ましたが、そこにソーリィの姿はありません。

「『クシシッ、クシシシシシッ』」

「っ、誰ですかっ!!」

　と、混乱する頭の中、見回した部屋はいつもの自分の寝室でした。

　いえ、ひとつだけ違うところがあります。

　部屋のテーブルの上に、ツギハギだらけなデザインのクマのぬいぐるみが置かれています。あれはたしか、以前にソーリィがシュリアに与えた餌のひとつだったはずです。

　特徴的なデザインだったのでよく覚えていました。

（それが、なんでこんなところに……）

「『クシッ、クシシ』」

　驚くことに、声を出したのはそのぬいぐるみのようでした。それだけではなく、ただの飾りだと思っていた体のチャックを開いて、一通の手紙を取り出しました。

　まるでこちらを馬鹿にしているように綺麗にひとつ礼をすると、手紙をテーブルに置いて勢いよく窓から飛び出していってしまいました。

「っ、待ってくださいっ!!」

　慌ててぬいぐるみが飛び出した窓に駆け寄りますが、窓から身を乗り出してぬいぐるみの行方を捜した時には、もう周囲の家と家との間の角を曲がるところでした。

　わけが分からないまま急速に膨れ上がる不安を抑え、改めて状況を確認しようとします。

　赤い便箋に封のされた手紙の表には、『招待状』と書かれています。裏を返して見た差出人の名前には『シュリアと貴方の知らない復讐者より』と書かれていました。

　記されたその文章に、先程の夢と現実が結びついたよう気がしました。

「ソーリィッ、ソーリィッ!!　どこにいるんですかっ、返事をしてくださいッ、ソーリィ!!」

　大きく張り上げた声に返る声はありません。

　声を聞いて他の使用人たちがやってきましたが、誰に聞いてもその質問に答えられません。

　その日、私の家の中からソーリィが姿を消しました。

　結局、屋敷の中を隅から隅まで探してもソーリィは見つからず、特別に与えている個室にもその姿はありません。普通なら他のメイドと共同の相部屋を使わせるところを、貴族出身ということを理由に密会するのに都合がいいので一人用の個室を与えていたことが仇あだとなりました。

　誰もソーリィがいつ消えてしまったのか知りませんでした。

（いえ、落ち着くんです私。そもそも昨日の夜は私の部屋で一緒に寝たじゃありませんか。ソーリィの方が先に疲れて意識を失ったのをちゃんと覚えてます。なのに……）

「…………残る手がかりはこの手紙のみ、ですか」

　手元には、一枚の封がされた手紙。

　真っ赤に染められた封筒は、そうでなくとも不吉なものを感じさせます。

　それでも、ソーリィについての唯一の手がかりになるかもしれない。胸に嫌な予感を抱えながら、封を解きます。

　中には、我が家の家紋入りの水色の便箋。音声再生機能付きの手紙でした。

「『さぁ、親愛なるユーミス姉様。劇の舞台は今夜、日が沈んだ後に。ソーリィを取り返したいなら、なりふり構わず全力で来ることをオススメするのです。場所は夕暮れ時に東門の街道に後で迎えを寄越すです。それでは、ごきげんよう』」

　聞こえてくるどこか楽しげな声は間違いなくシュリアのもの。

　その自然な声は、私が餌として与えてきた紛まがいものと違い、生きている人間の肉声でした。

　それは、シュリアが生きているということの証左であり、あの夢がただの夢でないことの証明。

「っ、なぜっ、生きている……っ」

　予感はありました。ですが、理性がそれを打ち消していました。

　ありえない。どうすればあの場で魔法の力を失った非力な少女が生き残れるというのでしょうか。

　あの悪魔が、シュリアの味方についた？　……ありえない。

　悪魔との契約にはそれ相応の手順があります。たとえあの悪魔が望んだところで、シュリアとあの悪魔が契約することはできません。そして、悪魔は人間と契約しない状態では誰かに何かをすることはできない。つまり、あの悪魔がシュリアに協力しているということはないのです。

　だから、悪魔がシュリアの命を見逃すというのはまずありえません。ですが、現実として、シュリアは生きて、こうして私に牙を剝むいています。

（いえ、そんなことは後回しです。今はとにかくソーリィを……っ!!）

「……ロンベルトを呼びなさい」

　しばらくして、どこか野卑な雰囲気を持つ巨漢が現れました。

「お呼びですかい、お嬢様」

　領兵の中でも私が自由に動かすことができる五十人弱からなる直轄の精鋭部隊。いわゆる汚れ仕事を担当する私兵でした。

　戦場で腕を鳴らした元傭よう兵へいや冒険者などから構成された、そこそこ腕の立つ使いやすい便利な駒。

　研究に邪魔な者や何かと周りを嗅ぎまわろうとしたりする者を暗殺したり、村の殲せん滅めつの際にもこいつらを使いました。

　餌さえ与えておけば従順に動くので、こういう時には重宝します。

「ロンベルト、仕事です」

「へいへい、もちろん今回も報酬の方は……」

「心配せずとも、一人につき金貨一枚出しましょう。いいから早く部隊全員を招集しなさい」

「全員ですか？」

　ロンベルトは驚いたように目を見開きました。

　汚れ仕事として全員を動かすことはほとんどなく、暗殺の際に動かすのはせいぜいが五、六人です。それ以外は諜ちょう報ほう部隊としてしか扱っていません。ですが、そんなことは分かっていても、イラつく気持ちが抑えられないのです。

「ええ、全員です、今回はいつもの暗殺ではありません。ソーリィが人質に取られました、目的はその奪還です」

「なぜ、俺たちに？　人ひと攫さらいなら普通の領兵の出番じゃねぇんですか？」

「それだと、クソどもをその場で甚いた振ぶることができないでしょう。私はすぐにでも八つ裂きにしたくてたまらないのですよ」

　目を細めるようにしてロンベルトを睨にらみつければ、感情の高ぶりに呼応して密度の濃い魔力が漏れ出します。

「いいから、最高戦力を整えなさい。時間は今夜です」

「了解ですよ、お嬢様」

　沈黙は金とばかりにすぐにロンベルトは部屋を出ていきました。

　そして一人になった部屋で考えを巡らせます。

「…………」

　分からないことが多すぎます。

　シュリアがどうして生きているのか。そして、あの夢はなんなのか。

　どう考えてもあの夢とこの状況は繫がっているのでしょう。けれど、ソーリィは昨日まで特に変わった様子は見せなかったし、拷問の跡も残ってはいませんでした。

　ちらりと外を見れば、まだ日は高い。

　歯ぎしりしたくなるような気持ちで、私もまた、ソーリィを攫ったと思われるシュリアとその一味を虐殺する準備を始めるのでした。
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　準備を整え、戦闘への意欲を高めている私兵部隊が東門の街道に集まっていました。

　名目は街から東北にある森調査を兼ねた軍事演習です。なので、その物々しさにも説明がつきました。

　そして、ソレはある種唐突にその場に現れました。

「アレは……、あの時の」

　その北東の森へと続く道をこちらに歩いてきたのは、手紙を渡して去ったあのクマのぬいぐるみ。

「『クシシッ』」

　少し離れた位置で足を止めたぬいぐるみは、馬鹿にするように手招きして、さっさと歩き出してしまいます。

「追いますよ」

「へい」

　ぬいぐるみを見失わないように街道を進んでいきます。

　敵の強さは不明であり、その上、人質を取られているという不利な状況。

　突然現れた魔物ともつかない自ら動く人形。

　ギリギリの綱渡りをこなしてきた私兵たちは、既にここが敵地と、気を抜くことなく周囲を警戒しています。

　やがて森の中に入り、一時間ぐらい歩いた先で、そいつらは待ち構えていました。

「ご機嫌よう、ユーミス姉様。そして皆々様方。心より歓迎申し上げるのです」

　それは、鈴の音を鳴らすような声。

　そこはまるで境界線のように森が途切れ、ここが戦場だとばかりに下草すら生えない剝き出しの広く円形な土の地面がありました。

　その闘技場の中心、葉の一つもつけていない枯れた大樹から伸びる太い枝に三つの影が腰掛けています。影のうちの一つ、銀の髪を夜風に揺らし、黒のワンピースに身を包んで、酷薄な笑みを浮かべた一人の少女が笑います。

「シュリア……、なのですか？」

「そうです、ユーミス姉様。どうにも死ねなかったので、こんなに素敵に生まれ変わったのです」

　クスクスと笑う少女に、以前の面影は見受けられません。

　そのあどけない容姿も、その身に纏う雰囲気も全くの別人のようでした。

　変わっていないように見える顔立ちやその声音すら、こうして直接対面してみれば全くの別人のもののような気さえしてきます。

　月の光に照らされ、指先で自らの唇を触りながら赤い瞳でこちらを見下ろす姿はまるで淫魔のような妖よう艶えんさに満ちています。

　以前の光に満ちたあどけなさは、欠片かけらもその瞳に残されてはいません。

「今夜は本当に綺麗な青い月が昇ってるのです。でも、幕まく間あいは終わり、月を眺めるのはまたあとにするのです。きっと、赤い血はこの空によく映えるのですよ」

　まるで冷たい氷の舌で背筋を舐なめられるような寒気に襲われました。

　シュリアが地面に降り立つと、後の二人も追うようにして地面に降り立ちます。

　すると中央に座していた巨木がまるで時間を早回ししたかのように黒い土となって一瞬で腐り落ちました。

「『クシシッ』」

「クマ、案内ご苦労さまなのです」

　先導を務めていたクマのぬいぐるみが主人であるらしいシュリアに向かって小走り気味に駆け寄っていくと、シュリアはその頭を優しく撫なでています。

「両脇のお二人は、どこかで見たことがあると思ったら以前、街の外で出会ったブラックオークと戦っていた人たちですね」

「お、なんだ、覚えてたのか？　どうせすぐに忘れたんだろうと思ってたけど」

「ミノムシのような考え足らずの割には記憶力がいいのですね」

「…………ゴミどもがっ、やはり会話は無駄ですね。ソーリィを返しなさい」

　楽しげに笑い合う黒髪の少年と獣人の少女。

　きっと、この二人がシュリアを手助けしたのでしょう。あの時も戦士の姿をしながらブラックオークをたった二人で相手にしていました。変貌したシュリアの姿といい、油断はできません。普通にやれば、ここまで魔法の力を得た私が負けるわけがないのですから。

「ああ、そうでした。今、連れてこさせるのです。ネコ、連れてくるのですよ」

　パンパンッ、とシュリアが手を鳴らすと奥の森からあの日、シュリアに買い与えた猫のぬいぐるみが出てきました。手にしていたハズのナイフとフォークを腰に差し、小さな手に鎖を握っています。

「『ニシシシシ』」

「うぐっ、あぁっ!!」

「ソーリィっ!!」

　その背後に連れられて、ソーリィは四つん這ばいにさせられながら出てきました。ボロボロになった衣服に、手足には粗雑な鉄の枷が付けられています。首には獣を調教する時に使うようなゴツい革の首輪が巻かれ、繫がれた鎖の先を猫のぬいぐるみが握っていました。

「ネコ、離してあげるです」

「『ニシッ』」

「ヒッ!?」

　猫のぬいぐるみは手を離し、ボロボロになったソーリィの手足を縛る枷の鉄鎖を抜いたナイフで断ち切りました。

「ほら、餌はとっとと行くです」

「えっ、あっ」

　シュリアの言葉に促されるように、戸惑いながらソーリィがこちらに歩いてきます。

　ソーリィは一度歩き出すと我慢できなくなったのか、泣きそうな顔で駆け寄ってきました。

「ユーミス様っ、ユーミス様ぁああっ!!」

「ソーリィッ!!」

　ボロボロになってしまったソーリィをできるだけ優しく受け止めます。

「あぁ、ああ、ソーリィ、こんなにやつれてしまっ──」

　違うっ、コレはソーリィではありませんっ!!

「お嬢っ、離れろっ!!」

　そう思うと同時、隣にいたロンベルトが声と共に剣を振り下ろすのが見えました。

　頭をよぎる『罠』という言葉と同時、ソーリィの形をした何かを引き剝はがそうとしましたが、私もロンベルトも一歩遅く。

「『クシシッ!!』」

　ソーリィの偽物は、いつの間にか手にしていた反り返った刃やいばに色とりどりの八つの水晶を取り付けた短剣を私に突きたてながら、眼前で、嘲あざ笑わらうように顔を歪ゆがませました。

　ソレは、あの不気味なクマのぬいぐるみと同じ笑い声。

「くっ!!」

　私が後ろに跳んで距離を開けるのを何もせずに見ていたソーリィの偽物の腕をロンベルトが切り落としました。

「轟とどろけ風精霊の恐声っ、『緑雷一閃ライトニング』ッ!!」

「『クシシシジジィ!!』」

　追い打ちをかけるように咄とっ嗟さに雷撃を放てば、遺い骸がいも残さずに焼かれその場でゆらりと霞かすみのように立ち消えてしまいました。

「あぁ、やはり見た目だけ似せた偽物だとすぐにバレてしまうですか」

　シュリアは何でもないように言った後、再びクスリと笑みを浮かべました。

「クスクスッ、さぁ、これからが本当の始まりですよ？　今日の舞台に上がる主役はシュリアだけじゃないのです」

　ソーリィの姿を罠に利用され、頭の中を支配しようとする憎悪をなんとか制御しながら、突き刺さった剣を引き抜きます。

　放り捨てたその短剣もまた、霞のように消えてしまいました。

「なにをっ────」

　何をしたのですか、と問い詰めようとしますが声を上げることはできませんでした。

「ぐ、ぁああぁああっ!!　あた、まが……」

　膨大な量の知らない記憶が脳裏に焼きつけられていきます。頭の中に何かを直接流し込まれるような感覚。いや、何かをされているのは頭ではなく、魂とでも言うべきなにかでした。グチャグチャと混ぜものをさせられるような、魂の一部を上書きされるような感覚が体を襲っていました。
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　どうだろう。上手くいくだろうか？

　完全に想定外もいいところな使い道。こんな使い方したこともない。はっきり言ってそんなことが可能なのかも分からない。自分でもただの屁へ理り屈くつじみた考えだと分かっているので、あくまでできればいいな程度のものだった。

　もっと早く気が付いていれば、ザイリィたちで実験もできたのだけれど、本当に失態である。

「お嬢様っ、くそっ、てめぇらなにしやがったっ!!」

　ユーミスの私兵のまとめ役らしい一人が大声で叫んでいる。

「なぁに、ちょっとばかり思い出してもらえればなぁと思ったんだ」

　ユーミスに突き立てたのは事前に込めれるだけ魔力を込めておいた【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】。

　【八目の透本剣】には相手のステータスを表示、記録する力がある。

　では、ステータスとは何か。どこから何の情報を引き出しているのか？

　肉体からじゃない。肉体だけなら、ステータスに名前が表示されることはない。脳みそからだろうか、だが、言葉を理解しない赤ん坊のステータスにも名前は表示される。

　なら、きっとそれは魂の情報だ。

　魂が実在することは、この世界では分かっている。その代表ともいえるレイスなどのアンデッドが実在しているからだ。もし、ステータスが魂の情報を表示したものだとするなら、【八目の透本剣】に残されたデータは魂の情報のコピーだ。なら、ステータスを表示するように、ユーミスの魂に、一度目の魂の情報を直接閲覧させられないだろうか。

　いや、死ぬほど都合のいい暴論だとは自分でも思っている。それで上手く一度目の自分を思い出してくれるなら儲もうけ物。上手くいけばいいやと、その程度のレベルだ。

　どちらにしろ、やることが変わるわけじゃない。選ぶ過程に誤差が入るだけだ。ただ、思い出してくれるなら戸惑いが減る分、混じりっけのない良い表情で鳴いてくれるだろう。

　そして様子を見る限り、それは上手くいってくれたようだ。

「はぁ、はぁ、なんです、か、なにをしたのですか、この記憶は、いったい……」

「それは、お前自身が一番よく分かってるだろう？」

「…………宇う景けい海かい人と、異世界から訪れた勇者、確かに殺したはずです、いえ、殺した？　でも、これは確かに私の記憶じゃ」

　漏れ聞こえる言葉は、確かに、俺を俺と認識しているが故の言葉。

「…………あはっ」

　そして湧き上がってくるのは、愛しいまでに圧倒的な歓喜。

「あはっ、アハハハハッ!!　ああ、……ああ、ああっ、ああっ!!　嬉しい、嬉しいよユーミス。お前とまたこうして再会することができてっ。一番最後に会ったのは俺が殺された時か。やっと続きを踊れる。開幕だ、開幕だっ、開幕だっ!!　これが間抜けな勇者の第二幕だっ!!　出演拒否は許さねぇぞ魔術師ぃっ!!」

　上書きか、それとも別名保存なのか。

　いずれにしろ、構わない。結局は同じこと。

　こいつは思い出した、だから、それでいい。

「……全然意味が分かりませんが、結局は私の夢を邪魔する敵ですか」

　なんにしても、賽さいはこの手を転がり落ちて、




「その通りだ!!　さぁ、俺は俺の誓いを果たそう!!　必ず殺す！　全員殺す!!　まずはお前からだ、ユーミスっ!!　絶望と嘆きと失意の底で、苦痛の果てに死んでいけっ!!」




　きっと、何の目すら残さずに、砕けて散るのだから。













第三章　それは確かに崩れて壊れる音がした






　ようやくこの時が来た。体も頭も心もとっくの昔に戦闘準備は整っている。

　まずは、真正面から力であいつの力を押し潰つぶす。

「戯言ざれごとをっ!!　たとえステータスを見なくとも貴方あなたが弱体化していることぐらい感じ取れます!!　『緑雷一ライトニ』……」

　と、ユーミスが魔法を放とうとするが、驚いたような顔で途中で固まる。

「無駄無駄。さっきの【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】には魔力が練られるのを邪魔する呪毒の一種が塗ってある。解毒の魔道具を身につけても解毒しきるまではファイアーボールすら撃てねぇよ」

「くっ……」

　悔しげな顔をしたユーミスが後ろに下がって治療に専念する。記憶を取り戻した今のユーミスなら、ミナリスお手製の呪毒でも三分程度あれ解毒されてしまうだろう。

　つまり、余裕でこいつらを皆殺しにできる。

「さぁ、蹂じゅう躙りんの時間だ。三分ポッキリの前座劇、特等席で観劇しながらテンションを上げててくれ」

　そう、まずは肩慣らしも兼ねてじっくりと私兵が潰されるところを見てもらおう。

　用意するのは【始まりの心しん剣けん】と【心こころ火びの霊れい剣けん】。

　どちらからともなく切った口火が爆発するように、戦闘は始まった。

「敵はたったの三人だっ!!　焦らず数で押し潰せ!!」

　ユーミスを庇かばうように立った男、確かロンベルトとかいう私兵の一人が冷静に指示を飛ばす。

　敵の数は五十人ぐらいだから、ノルマは十五人くらい。だが、シュリアの村を襲って虐殺を繰り広げたこいつらは基本的にシュリアの獲物なのだ。なので、俺とミナリスは人数は抑えめで、やりすぎないように我慢我慢。

「……ハハハッ!!　ほらほらほらっ、どうしたどうしたっ!!　もっと本気でやれクズ虫がっ!!」

　俺たちが三方向に散ると、飴あめにアリが集たかるように、数に後押しされた自信を根拠にカスどもが飛び掛かってくる。

　当然、いつかの魔物の群れのように一撃で殺したりなんてしない。後で邪魔が入らない程度のダメージでいいのだから、できるだけ長く苦しむような致命傷を負わせよう。

「な、なんだこい、ぐあぁつ!!」

「速すぎっ、ぎゃあっ!!」

「や、やめっ!?　がふっ!!」

　擦こするように浅く両目を切り裂き、両足の腱を断つ。崩れて落ちてくる体の腕の骨を逆折りにして、わざと痛いように折れて尖とがった骨が内側から飛び出すようにする。

　瞬く間に地面に転がるのは三つの奇怪なオブジェだ。

「クハハハッ、んっ？　やべ、ミスったなぁ、一人気絶させちまったか」

　せっかくゆっくりと命が消えていく感覚を味わってもらおうと思ったのに、あれでは気を失ったままで、そのうち失血死して終わりだろう。

　まぁ一人ぐらいはいいか、なんせまだ獲物はこんなにもいる。

「どうした、ビビってんのか？　傭よう兵へい上がりだろうにだらしねぇなぁ、おいっ」

　見れば最初の勢いは消え、怯おびえた様子で飛び掛かるのをためらっている。復活するのを待つほど、俺は親切ではない。

「「ぐぉあぁああッ!!」」

　そのまま敵の集団に飛び込み、鎧よろいの隙すき間まを縫うように正面の二人の肘を貫く。切り飛ばしたりはしない、一気に強すぎる痛みを与えるとまた気絶させてしまうかもしれないからな。

「バカがッ、死ねっ!!」

　両手の武器を突き立てたのを見て好機と見たらしい獲物が一匹、また懐に飛び込んでくる。

　それは、基本的に間違いではない。好機と見て迷うほど練度の低い人間はここにはいなかった。問題なのは、それが好機ではないということ。

「ぎゃやあああっ!!」

「クズにバカ呼ばわりはされたくはねぇなぁ、おい！」

　虫の羽のような向こう側が透ける薄さの刀身と赤い色をした柄つかを持つ【薬やく湯とう虫ちゅうの羽は剣けん】。

　唇、鼻、瞼まぶたとその鋭い刀身で顔面の凹凸をそぎ落とされた男が上げる苦痛の声が耳に心地いい。

　その一振りで【薬湯虫の羽剣】を消して【始まりの心剣】と【心火の霊剣】を引き抜き、自分の体と平行になるように足の甲から踵かかとに向けて剣を突き立てる。

　その状態でガラ空きの胴体を力を込めた蹴けりで吹き飛ばした。

「ぐぉぎゃあぁああああっ!!」

　普段と同様に一瞬だけ魔力操作による強化を施した蹴りの威力は生半可なものではない。

　十分な魔力を注ぎ込んで硬度を上げた心剣に対してそいつの体の肉は脆もろすぎた。力に対して横に広がる刀身に縫い止められてそいつの体から足首より先が文字通り引きちぎれる。

「やめっ、化物ぉっ!!」

「おっと、逃げるなよ、寂しいじゃないか」

「ギャアアッ!!」

　一人が声を上げて逃げ出そうとするが、『天てん駆く』で射角を確保して、数打ち品の長剣を使って物理的に足を地面に縫いとめる。

　俺の近くにいる奴らは、逃げるために俺に背を向けることすら恐ろしくてたまらないようで、身動きがとれないようだった。

「クソがっ、なんなんだよっ!!　お嬢、まだ魔法は使えねぇのか!!」

「あと、もう少しで解けますっ、時間を稼いでください!!」

「馬鹿言うんじゃねぇ!!　あんなの相手に時間稼ぎなんてできるかっ、俺は逃げるぞっ!!」

「なっ!?　裏切るのですかっ!?」

「うるせぇ糞くそレズ女っ!!　命があっての物種なんだよっ!!」

　それでも逃げようとするバカもいた。だから、見せしめ用の投げナイフを投げつけてやる。

「ぐげっ!!　ぎゃああぁあっ、痛い痛い痛いっ!!」

　狙い通りにロンベルトとかいう男の肩口にナイフは突き刺さった。そして激痛に目を剝むきながら壊れた喋るおもちゃのように痛い痛いと連呼しながら地面を転がる。

　ナイフに塗られていたのは、逃げ出そうとした相手のために用意しておいたミナリス謹製の激痛毒だ。効果はその名の通り、痛覚を引き上げた状態で延々と全身が痛み続けるというもの。

　血の巡りを良くする効果もあるので気絶もできず、普通の毒と比べても効果が現れてから緩やかに生命力を奪っていく、苦しめることに特化した毒だ。

「だからぁ、逃がさねぇよ？　盛り下がることはしないでくれないかなぁ、お前らが生き延びたかったら俺たちを殺すしかないんだ」

「「「ひっ!!」」」

　魔力もなにも乗せていない純粋な殺気を叩たたきつける。

「それこそ死ぬ気で掛かってこい、全部真正面から叩き潰してやる」





　　　　☆






「ギャアアッ!!」「もうっ、やめっ」「溶けるうぅっ、おれの、俺の腕がァああ!!」「熱い熱い熱いっ!!　体が燃えてるっ!!」

「くふっ、くふふふふっ!!　ほらほら、どうしたんですか？　たかが小娘、嬲なぶった後に味見するんでしょう？」

　剣の振りが遅い、状況の判断が遅い、力の入れ方が不均等で逸そらすのが楽すぎる。

　裏の仕事といっても、格下相手を大人数で嬲なぶるか、寝ている間に暗殺するというような仕事で、戦闘技術そのものを磨いてきたわけでもないのでしょう。要するに、ただの雑魚です。

　これは確かに、ご主人様が言ったように戦闘ではなく蹂躙です。

（っと、いけません。今回は脇役、脇役です。あまり私が欲張ってはいけませんね）

「死ねこのクソあばずれがっ!!」

「誰があばずれですかダニの分際で」

「ひぎゃぁぁあっ!?」

　振り下ろしてきた剣を持つ手を切り飛ばすと、返り血が少し頰ほおに飛び散りました。

　汚い、いろいろ含めて顔が自然と歪ゆがみます。

　しかし、痛めつけながら殺さない程度にする手加減というのはなかなか難しいものです。ご主人様は難なくこなしますが、私には内臓の隙間を縫うように剣を突き立てたり、動く相手の皮膚を薄くそぎ落とすように剣を振るうようなことはまだまだできません。修練不足です。

　なので、今回であれば指とか耳、目、あとは男であれば性器、女であれば胸と、削って切っても問題ない箇所を狙おうと初めから決めていました。

「どうせもう使わないのですし、切り取ってしまっても構いませんよね？」

「え、ぎやぁああああっ!!」












「うるさいですねぇ、犬でも去勢されれば大人しい性格になるのに。あぁでも、そういえば、犬ほどの知性もないダニでしたね。そう考えれば仕方なくもありますか」

　泡を吹いて倒れるダニを足あし蹴げにし、次の標的に向かう。

「さぁ、退屈させないでくださいよ？　私が主体で暴れまわれるのはここが最後なんですから。くふっ、くふふふっ!!」





　　　　☆






「何なんだこの人形っ、やめっ、目が、目がァああっ!!」

　きっとこの男は、美味おいししい野菜を持ってきてくれたおじさんを殺した。

「姉ちゃん!?　いや、偽も……、がっ」

　きっとこの兵士は、仲良くしていた近所の子供たちを笑いながら殺さつ戮りくした。

「やめっ、俺は味方っぐぇ!?」「ち、違うっ、俺じゃねぇっ!!　剣と鎧が勝手にっ!!　ぐぇ!!」

　きっとこの外道どもは、心の底から楽しんで母はは様さまとシェルミーを死に追い込んだ。

「くすっ、クスクスクスッ、あぁ、存分に恐怖するですよ」

　グルメなネコさんは目玉をくり抜いて、鼻を切り落として、耳を引きちぎって、最後には舌を引き抜いて食べている。

　クマさんは相手の親しい人間の影人間を作って、躊躇ためらったり迷ったりしたところで確実に仕留めていく。

　シュリアは『傀かい儡らい憑つく代よ』の魔力の糸を伸ばして剣や鎧を操って同士打ちさせたり、自分の手にした剣で無理やり自害させたりしている。

　レベル的にはシュリアはとても弱い。けど、この『傀儡憑代』は人間を相手にするにはとても使い勝手が良かった。

　だって、誰も彼もが強度の高い金属の鎧を来ているのですから。

　腕力で抵抗されても魔力に特化したシュリアを超えるほどでもないのです。抑えきれないまでも、少し動きを鈍らせるだけでネコさんとクマさんが確実な致命傷で、けどすぐに死なないぐらいの傷を与えてくれる。

「あぁ、痛いです？　でもまだ足りないです。蹂躙される側の痛みをもっともっと味わうのですよ」

　そう、シュリアがただただ殺しを楽しむことができる。この三分間は、カイト様とミナリスさんがシュリアが楽しむために用意してくれた舞台。

　ユーミス姉様の言葉に従って、村人たちを殺したり捕縛したりした奴らを、この手で殺すための舞台。

「アハッ、もっと苦しむですっ、もっと泣き喚わめくですっ!!　村のみんなはただそれだけの自由すら理不尽に奪われたっ!!」

　クマさんが殺したフルプレートの死体を直接操って、クズどもを殺してやる。

「やめっ、やめてくれっ!!　お、俺らはただ雇われてただけでっ」

「ふざけるなですっ!!　雇われたから仕方ないとでも言うつもりですかっ!!　だったら、何一つとして悪いことをしていなかった村のみんなはどうなるです!!　ただささやかに過ごしていた日常に土足で踏み込んできたくせにっ!!」

「ぎゃっ、いでぇっ、やめ、ぎゃあああっ、がふっ!!」

　怒りに任せて左腕、左足、右足、右腕と切り落とし、最後に喉を貫いて殺してしまったです。

「あぁ、失敗です。喉を刺す必要はなかったです。……殺してしまったらそこで終わりなのに」

　ギリッ、と奥歯が鳴る。

　…………三年、三年間です。

　母様とシェルミーが、村のみんなが、弄もてあそび続けられていた時間。

　あの地下で生物としての尊厳すらも踏みにじられた人外にまで貶おとしめられて。

　それが、数時間にも満たない苦痛で死ねるのだから、できる限り許される範囲で苦しむだけ苦しめばいいのです。頭の中が全部グチャグチャになって、壊れるほどに。

「そうです。全部、全部、グチャグチャに壊れてしまえばいいです。キャハッ、キャハハハハッハハッ!!」

「『ニシシシシシッ!!』」

「『クシシシシシッ!!』」

　ネコさんもクマさんも、シュリアの気持ちに共鳴するようにけたたましい声を上げてくれました。

「ひっ!!　ごふっ!?」

「ぎっ!?　がっ、ぎゃぁああっ!!」

「クスクス、あぁ、もう、濡ぬれてしまいそうなのですっ!!」

　さぁ、もっともっと楽しむです。

　自由にできる時間はそれほどない。カイト様とミナリスさんから、取りこぼし分は調整するから好きに暴れていいと言われています。

　だからシュリアは、この限られた時間を舐ねぶるように、しゃぶるように。

　──────最後の一瞬まで味わいつくすのです。





　　　　☆






　ビチャビチャと、雨の後の地面を駆け回るような音が響いている。

　ただ、そこにはそんなのどかな光景は欠片かけらも転がってはいなかった。

「いでぇ、いでぇよぉ」「ごふっ、うぅぐ」「うぇえええ、ぇえええええ」「右腕がないぃいい、両足も、どごぉ？」

　そよぐ夜風に交じるのは鉄てつ錆さびの匂い。煌こう々こうと光る月に照らされた地面には赤い海ができている。

　痛みなのか、肉体の反射行動なのか、痙けい攣れんする体で血が跳ねる水音がする。その音が壊された人間たちが上げる苦痛のうめき声と重なって、ユーミスを叩きのめす前奏曲にはうってつけだった。

　転がっているこいつらも一応、周りを踏みつけながらユーミスが積み上げたモノなのだ。

　とはいえ、こいつらもまた、ユーミスにとってはただの駒でしかなく、壊れてしまえば捨てるだけのものでしかなかったようだが。

「灰かい塵じんに帰すは地獄の炉、奪いつくす暴虐の熱火、『地獄炎炉デモンズファイア』」

　ユーミスが手を軽く振ると、ほとばしる闇色の炎が倒れていた領兵たちを飲み込む。

「あづいぃ!?　やげっ、ごぁああっ!!」「あぁあ、あったかい、コレで死、ね……」「ヴァァアア……」

「あぁ、とどめさしちゃったよ。まぁどうせすぐに出血多量で死んだだろうけど」

　俺が手足を切り飛ばした奴らは、すぐ死なないように重要な血管は止血替わりに肉やら骨やらを潰してあまり血が流れないようにした。

　ミナリスとシュリアにはそこまでの殺しの技術はないだろうから三十分と経たず出血多量で死んでいただろうが、俺が丁寧に達だる磨ま状態にしてやった奴らはあと二、三時間は生きてただろうし、一時間以内なら後遺症だって残らずに回復しただろう。

　まぁ、そんな風になった手駒が有用かどうかと言われればどう考えても否ということになるので、どっちにしろ末路は同じだっただろうけども。

「それだけじゃありませんよ、この『地獄炎炉デモンズファイア』は……」

「言われなくても分かってるよ。その言い方だと、やっぱり別名保存なわけか。あくまで主体になってるのは二度目のお前ってことだな」

　上書きされているなら、わざわざ俺が知っている魔法の説明などするはずがない。

　別の世界の、それも未来の知識だ。それも俺が心剣でコピーを取っていたと思われる魂のデータだって完全というわけではないだろうから、その意味でもそちらの方がしっくりくる。

　復ふく讐しゅうをより完璧に仕上げるのに記憶を取り戻してもらうのはプラスにはなるが、それは逆にユーミスを強化することにもなっている。今のユーミスは、俺と共に開発した魔法の知識があるのだから。

「死霊と炎と土の混合魔法『地獄炎炉デモンズファイア』。人体と土塊つちくれと炎を材料に生み出すフレッシュゴーレムとアンデッドを混ぜたキメラ種『テネブリズイグニス・ジャイアント』を生み出す魔法だ。最初から分かってたよ」

　眺めているとうめき声を上げていた領兵たちが、闇色の火をまとわりつかせた黒い骨となって寄り集まっていく。

「っ、分かっていたからといってどうこうなるものでもありませんよ？　未来の私は貴方の悪わる足あ搔がきじみた逃亡劇に相当手間を掛けさせられたみたいですからね。そのお礼も兼ねて、今すぐこの場で塵ちりも残さず殺してあげましょう」

「おいおい、いいのかよ。俺を殺しちまったら大事な大事なソーリィちゃんの居場所が分からなくなっちまうぞ？」

「問題ありませんよ、「死霊魔術」を使えば死んですぐなら情報を抜き取るぐらい造作もありませんし。異世界人の体に興味はありますが、ソーリィに手を出した以上は一秒でも早くこの世界から貴方を抹消しないといけませんから。貴方に、そこの獣人に、シュリア。汚物はまとめて消毒しなければいけないでしょう？」

　軽く肩をすくめてやればニコリと笑うユーミス。

　しかし、その余裕の仮面の下はどうやら俺たちへの怒りでいっぱいのようだった。そうでなくっちゃ、こちらも最大限楽しめない。

「『グボォオオオオオォオ!!』」「『ブゴォオオオオオォオ!!』」

　声にならない咆ほう哮こうを上げ、のそりと燃え上がる二体のゴーレムが立ち上がった。

　それは生者を冒ぼう瀆とくするような姿。

　黒く染まるどろりと溶けかけた人骨が寄り集まり、青紫の粘つく炎を纏まといながら、五、六メートル級の人型の巨体を晒さらしている。その姿は主あるじを守るゴーレムというよりも、悪魔に召喚された下僕のようだった。

　全身を覆う薄い青紫炎のせいか、それともその禍まが々まがしさ故か、実際の大きさよりもふた回りは大きく見える。

「じゃあ、予定通りこいつは俺一人で叩き潰すから。ミナリス、シュリア、下がって次の準備に掛かっててもらえるか？」

「分かりました、ご主人様。やりすぎないようにお気を付けてくださいね」

「カイト様、勢い余って殺しちゃ、めっ、です。壊す時はシュリアもやるです」

「……お前ら、もうちょっと俺のこと信用してくれてもよくね？」

「「復讐心が疼うずいてるのが伝わってるから無理です」」

　…………確かにそう言われてしまうと何一つ抗弁できないが。

　復讐心の共有や互いに敵意を持てないなど、裏切りの心配などがないという点で【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】の制約はいろいろ優秀だが、こういう時に困る。隠し事が一切できない。強がっても意味がない。

「あー、もう行け行け。ちゃんと加減するだけの理性は残ってる。せっかくの食材を下ごしらえの段階で食べちまうような、そんなもったいないことしねぇよ」

　冗談っぽく肩をすくめて軽くシッシッと手を振ると、ミナリスとシュリアは足早に去っていった。

「さぁて、いっちょ始めるとしますか」

「いいのですか？　せっかく三対一という状況に持ち込んだのに、行かせてしまって。その弱体化している状態で私に勝てるつもりですか？」

「当たり前だろ？　第一、お前だって弱体化してるだろう。別に記憶を手に入れたからってレベルが上がるわけでもステータスが増強されるわけでもないんだから」

（まぁ、技巧は大幅に上がったみたいだけどな）

　覗のぞいたステータスでは技巧はＢ＋。

　元々の素養にシュリアから奪った才能を上乗せしているせいで、レベルの割に魔法系のスキルも軒並み『術魔法』の上位、『魔導』になっている。

　まだまだスキルレベルは低いが、十分脅威だ。

　だが、所しょ詮せんはその程度でしかない。

「だから、お前もあの二人を追わなかったんだろ？　少しでも有利になるように」

「……傲ごう慢まんですね、そうして一人になって最後は私たちに殺されたくせに」

「だったら一度目の時、俺がお前と一緒に仕掛けてきたあの殺人鬼の暗殺野郎、ゴルドをぶち殺した後、どうしてお前らは常に四人以上で仕掛けてくるようになった？　わざわざ事前に雑魚を仕掛けて消耗を誘った上で、三人以下の人数じゃあ決して俺に仕掛けてこなくなったんだ？」

　俺があのクソ王女、アレシアに真実を突きつけられ逃げ出した後、それまでステータスと技術、自己暗示にも似た思い込みで誤魔化してきた、殺人への、この世界の生き物を殺すということに対する迷いが本当に一切消えた。

　魔術師と暗殺者。

　ステータスの差で正面からの力比べでは分が悪いと思ったのか、こいつは暗殺者のゴルドと手を組んで俺を襲ってきた。ゴルドが手数の速さで俺を抑え込んでいる間に、ユーミスが呪文詠唱で威力を高めた魔法を準備して俺を制そうとしたのだろう。きっと、それは、殺人に対する忌避感を俺が無意識に抱え続けていたままなら成功したのかもしれない。

　なにせ、脱出する時、アレシアに喰くらった炎弾には強力なステータス低下の呪いの効果が残っていたし、傷も完治はしていなかったのだから。

　だが、結果は、前提から瓦が解かいした。

　その状態でも俺はゴルドを圧倒し、ゴルドは時間を稼ぐ盾としての役割を果たせなかったからだ。

　それまで単純な速さでは俺に分があったにもかかわらず、老ろう獪かいさの滲にじむフェイント、惑わし殺すことに特化した暗殺技術に翻ほん弄ろうされ、実力的には拮きっ抗こうしていると言っていい状態だった。

　けれど、全くと言っていいほど相手にならなかった。

　剣速は遅く、バレバレのフェイントはただの隙になった。相手の目線や呼吸だけでなく、筋肉の動き、力の流れが手に取るように分かり、虚実の入り混じる剣は隙だらけの剣術と成り果てた。

　傷を負わないわけではなかったが、それは猫に追い詰められた鼠ねずみに嚙かみつかれたようなもの。猫にとっては痛くとも、死に繫つながるような痛手にはならない。もしあの時、俺の身体の状態が万全だったならユーミスもその場で殺せていただろう。

　だが、ユーミスは形勢不利と見ると高めていた魔力を強引に転移の術式へと改変してその場を逃れていた。あそこでユーミスを逃していなければ、一度目の世界でももう少し奴らを殺せたかもしれない。

　もちろん、こんなふうに復讐をする余裕まではなかっただろうが。

「『別名保存』だからっていうなら、もう一度今のお前にも刻み込んでやるよ。徒党を組まないと相対することすらできなかったカスどもが」

　両手に持つのは【逆ぎゃっ境きょう者しゃの拐かい刃じん】。

「っ、減らず口を。やれるものならやってみろっ!!」

「ハッ!!　さっそく化けの皮が剝はがれてきてやがるなユーミスゥゥウウウウウッ!!」

『テネブリズイグニス・ジャイアント』に指示を出し、自らも魔術を練り始めるユーミス。

　まずは小手調べと、素の状態で軽く駆け出し、体同様、青紫の炎に包まれた人骨の剣を振り下ろすゴーレムと刃やいばを合わせる。

「『ウゴカァアアアア』」

「ちっ!!　さすがに硬いな」

　ランク付けをするなら文句なくＣ級上位はあるだろう『テネブリズイグニス・ジャイアント』。

　ブラックオークの黒皮膚と遜色のないほどの手応え。純粋な力の方も、【逆境者の拐刃】を使ってなおこちらの分が悪い。なにより、体を薄く覆う炎は直接触れるだけでＭＰを奪う性質がある。

　それを考えると普通の心剣の方がいいのだろうが、それだと今度は火力が不足するようになる。

「『三雷閃トライ・ライトニング』!!」

「おっと」

　異なる軌道をたどる雷光がこちらに向かってくる。

　もう一体のゴーレムも後ろから迫ってきていた。こちらは剣ではなく木き槌づちのような鈍器を武器に選んだようだ。鍔つば迫ぜり合いから力を抜き、相手の力を利用して宙で体を捻ひねり、『天駆』で作った細い棒状の足場を手で摑つかむ。

　勢いを殺さずに鉄棒の要領で体を揺らして追撃してくる雷撃を避よけ、速度が乗る前のもう一体のゴーレムのハンマーに、数秒だけもつ固定されていない『天駆』の足場を挟んで曲芸師のように足をつく。

「『ギュウウラァアアァァ』」

　あとは、吹っ飛ばされるに任せて空中で一回転して勢いを殺しながら距離を取る。

「ハッ、無様ですねぇ。以前の貴方ならこの程度一撃で叩き伏せていたでしょうに」

「そういうお前も、わざわざ『地獄炎炉デモンズファイア』なんて使わずに高威力の魔法を直接叩き込めばよかったのに。まぁ今のお前じゃステータスが足らなくて、まともに扱えないだろうけどな」

「減らず口を……、不愉快です。ゴーレムっ!!」

　今の接敵で勝てると踏んだか、護衛用に剣持ちのゴーレムをその場に残し、ハンマー持ちの方を突撃させてきた。そしてユーミス自身は再び魔力を練って次の魔法の準備をする。

　巨体にふさわしい鈍重な動きでゆっくりと近づいてくるゴーレムから視線は外さずに距離を取る。

「…………」

「分岐する気まぐれなる風の精霊よ、惑乱する軌跡を描く閃せん光こうの主よ……」

　この詠唱は『多重雷閃マルチプルライトニング』だな。全く予想通りの行動、対応。

　あまりの単純さ加減に思わず笑いがこぼれる。

　俺は魔物の群れを殲せん滅めつした時に試した全力の一歩先、文字通り限界を突破する奥の手を使うために【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】に魔力を込め始めた。

「それじゃあ、こっちも本番といこうか」

「刹せつ那なの時の意識を抱え、永えい劫ごう不可避の雷道と為なせ、『多重雷閃マルチプルライトニング』っ!!」

「…………『オーバーリミット』」

　使うぞという自己暗示を込めて呟つぶやくと、淡く緑に色づいた光が全身を包む。

　色を失い、鈍化する視界の中で雷の出だしを確認する。

　魔法の雷撃は実際の雷とは別物だ。確かにほかの魔法に比べ速度は速いが、物理的な要因で生み出された雷ほどの速度はない。そんなファンタジーな力であるからこそ、雷撃に不規則な曲線を描かせるなんてことが可能になるのだが。

　地面を蹴り飛ばし、こちらに向かってくる雷撃を躱かわしながら反転して一体だけ突出したゴーレムへと向かう。

　それはステータスの全てを技巧で引き出したもう一歩先、体への負担を完全に無視した身体能力の行使。

　壊れないギリギリではない、壊れることを前提とした体の運用は、怪我を代償にステータスを大きく上回る力を一瞬だけ引き出す。

　そして限界を超えたことで断裂する体中の筋肉を【翠緑の晶剣】で常に回復することによって短い間だけ本当の意味でポテンシャルの限界を飛び越える。

「なっ!?」

「『ヌヴァアァアアア!?』」

「遅いんだよ木で偶くのぼうがっ!!」

　一いっ閃せん、二閃、三閃、四閃、五閃。

　邪魔の入らない一対一の状況、俺に向かって振り下ろされたハンマーが一ひと薙なぎされる間に、ゴーレムの体を削り取る一撃を五回放った。

　斬撃というよりも打撃に近い威力を誇るその攻撃が左肩口、右の二の腕、左の腰、右の太もも、左のふくらはぎに、抉えぐりとったような跡を残した。

「おらぁああああっっ!!」

「くっ!!　ゴー、いえ、はぁっ!!」

　ユーミスは一瞬、もう一体の剣持ちのゴーレムをフォローに寄越し掛けてやめ、無詠唱のファイアーボールを放ってきた。

　一対一ではゴーレムの分が悪いのはハッキリしていたが、もう一体を向かわせて自分が無防備になるのを避けたのだろう。

　その判断は正解だ。なぜなら、どうせ間に合わないのだから。

　このゴーレムは核となるコアを破壊すれば機能を停止し、最後には全て砂へと変わる。

　たとえ今からゴーレムをこちらに向かわせても、たどり着く前に俺がコアを破壊してしまうだろう。

「雑魚が、とっとと沈め!!」

　ユーミスの魔法を避け、バランスの悪くなったゴーレムに追い打ちを掛けるように足を削り取る。

　完全にバランスを崩したゴーレムは、最後の悪足搔きとばかりに薄くしか纏っていなかった青紫の炎を豪快に噴き出した。

　ゴーレムにとってそれは自爆にも等しい行為。

　青紫の炎はゴーレムの命そのものであり、それを激しく使えば稼働時間は極端に短くなる。

「ゴーレムのくせに往生際の悪い」

　俺は青紫色の炎にＭＰを奪われるのを感じながら、分厚い装甲に守られているゴーレムのコアを破壊するのだった。

「私の記憶を戻したことが不利に働きましたね。知っていますよ、『オーバーリミット』の弱点は」

「…………」

　ユーミスの言う通り、『オーバーリミット』には欠点がある。

　常に癒しの力を使う関係上、どうしてもＭＰの消費が激しくなる。そして、【翠緑の晶剣】は治癒力を大幅に高めているに過ぎないので魔力とは別にエネルギーを消耗する。それが、この奥の手を使った後に異常に腹が減る理由だった。

　レベルが上がれば体のエネルギーの許容量が増えて、『食い溜だめ』というスキルも手に入れられるのだが、今それをやろうとしても太るだけだ。なので、この奥の手はそう長い時間は使えない。

　魔物の大群を相手に使った時は抑え気味に使ったにもかかわらず、七分程度で相当消耗していた。

　全力で使っている今はよくて三分が限界だろう。

　その上、『テネブリズイグニス・ジャイアント』の炎にもＭＰを奪われている。

　残りのＭＰは約三割、ＭＰ酔いの兆候も見え始めている。オーバーリミットは、もう使えない。

「はっ、それはお前も同じだろう？　ユーミス」

　だが、それはユーミスにも同じことが言える。

　『地獄炎炉デモンズファイア』を発動するのに必要なＭＰはその効果と威力に比べとても少ない。だが、ゴーレムのコアを破壊された時、呪い返しのように激しい苦痛と共にごっそりと術者のＭＰを削っていく。

　ひそかに魔力を奪う効果も付与されていた呪毒、高威力の『三雷閃トライ・ライトニング』に『多重雷閃マルチプルライトニング』。

　そして、『テネブリズイグニス・ジャイアント』のコアの破壊。

　今のレベルのユーミスが扱うには魔力の消費が大きい。見た目ほどの余裕はないのは向こうも一緒だ。

「それでも、まだ魔力も四割は残っています。『オーバーリミット』も限界のようですし、もう一体の『テネブリズイグニス・ジャイアント』も残っています」

「…………」

「相も変わらず貴方は愚かなまま。もし私が記憶を取り戻していなければ、その力を警戒して貴方に回復の余裕を与えてしまったかもしれませんが」

　オーバーリミットを使っている間、治癒の力を発現しているために纏うことになる淡い緑の光。それが消えたのを確認して勝利を確信したような余裕の笑みをユーミスが浮かべる。

「最大出力でいきなさい、ゴーレムよ」

「『るぼぉおおおぉ』」

　ユーミスの言葉に、剣を持ったゴーレムが、先程コアを砕いたゴーレムと同じように纏う炎の出力を上げる。

　あれでは普通の心剣で打ち合っても数合ともたずに残りの魔力を吸い尽くされるだろう。

　そして、動きを止めた俺への一撃のために魔力を練り始めている。呪文は詠唱していないが、ユーミスの周囲に集まっていくのは水と風の魔力。

　あいつがこの状況で使いそうな魔法は予想がつく。

「本当に、お前は何も変わってないな、ユーミス」

　小さく呟いた言葉が、ドシドシと地面を揺らしながらこちらに向かってくるゴーレムの足音にかき消される。

「確かに俺は愚かだったけどな、お前も十分愚かな人間だろ」

　そう、これはまったくもって予想通りの展開。

　だから、当然ユーミスの選んだ札を潰す札をこちらも伏せてある。

「こい、【吸きゅう着ちゃく剣けん】」

　手にするのはユーミスが記憶を取り戻したらと考えた時に獲得し直した心剣。

　形は通常のロングソードであり、真ん中で赤と青に綺き麗れいに色分けされている。

　その能力は指定したものを周囲に寄せ集めるというもの。

　それを見て、ユーミスが不思議そうな顔をする。あいつもまた【吸着剣】の能力を知っているが故に、『この状況で何を』と考えているのだろう。

　だが、ここでこちらの意図に気が付けない時点で、既にチェックメイトだ。

　近くに迫ってきたゴーレムに目を向け、タイミングを図り、俺は心剣を地面に突き立てた。

「っ、なっ!?」

「『ぶばぁああぁああっ』」

　俺が剣を突き立て罠わなを作動させるのに合わせ、ちょうどゴーレムがいた場所が崩落した。

　地面の支えがなくなったゴーレムがどこか間抜けな声を上げながら深さ七メートルの落とし穴へ落ちていき、その穴に溜ためられていた水を盛大に噴き上がらせる。

「落とし穴っ!?　それに水……？」

　俺は、【吸着剣】を引き抜いて、ゴーレムに最後のとどめをさすために駆け出す。

「っ!?　やはり愚かですっ、ただの水でゴーレムの纏う呪炎が弱まるとでも思ったのですかっ!?」

「バカはお前だユーミス。言っただろ？」

　水しぶきが落ちきり、姿を露あらわにしたゴーレムはほとんどその炎を纏っていなかった。

「お前が『地獄炎炉デモンズファイア』を使うのは分かってたって」

「そんなっ、まさかっ聖水!?」

　呪いの力を持つ火に水をかけたところでなんの意味もない。しかし、教会の祝福を受けた聖水ならば話は別だった。あの炎自体はゴーレムよりもアンデッドの性質が強い。ゆえに、聖水を浴びればその呪いの火は力を弱める。

　落とし穴へと飛び込んだ俺は、動きを鈍らせ、青紫の炎を弱めたゴーレムのコアを貫く。

「ぐああっ、ぐっ、あっ、まだです!!」

　コアの破壊によってＭＰを奪われながら、それでもユーミスは練り上げた魔力を維持し続けた。そしてユーミスの指示で、砂へと変わるゴーレムが一瞬だけ俺の動きを阻害する。

「死ねっ、勇者っ!!」

　最後の力を振り絞るとばかりにユーミスが魔術を放とうとする。

「だから言っただろユーミス」

　そして、ここまでが俺が予想した一連の流れ。

　【吸着剣】に魔力を込め、俺がいる位置とは反対側の落とし穴の壁へと投げる。

　ほぼ同時に蓋ふたをするようにユーミスが作り出した風の膜が落とし穴の出口を覆った。

「最初から分かってたって、お前が『地獄炎炉デモンズファイア』を使おうとすることも」

　小さく笑った俺は大きく息を吸って、呼吸を止めた。

　【吸着剣】が突き刺さるのと同時に、落とし穴の中の水分が分解され、大量の酸素と水素が生まれる。この量が爆発すれば確かにタダでは済まない。

「記憶を思い出せば魔力消費の少ない『水すい風ふう炎えん爆ばく』を使おうとすることもな、────『水素よ、剣に集え』」

「『水風炎爆!!』」

　チリィ、と小さく放電したと同時に、火炎が上がる。しかし、それは爆発ではなく、ただ燃えただけだ。

　その炎すら一瞬で消えて、後には何も残らない。

「不発っ!?　いえ、でも炎は確かに、どうして……!?」

「アハハハハハハッ!!　ざまぁないなぁユーミスぅうう。借り物の知識、人から奪った力。だからお前はそこまでなんだよクソ豚女がっ」

　水を分解して酸素と水素の混合気体に火をつければ爆発が起きる。だが、ユーミスが知っているのはそれだけであり、どうして爆発が起きるのかまでは知らない。

　ただ、水を分解してできた水素と酸素と名付けられた二つに火がつくと爆発するとしか知らない。

　爆発が、急激な燃焼反応による衝撃波なのだと分からない。だから、【吸着剣】で『水素と酸素の混合気体』を『水素気体』と『酸素気体』に分離した意味が分からない。

　その状態で火をつけても、燃えるのは酸素と水素が接している表面部分だけ。混合気体ほど一気に反応が広がらないから『爆発せずに一瞬で燃え上がる』という結果が生まれる。

　落とし穴から飛び出した俺は【始まりの心剣】を手にユーミスのもとまで駆け寄る。

「くっ、まだっ」

「まだじゃねぇよっ、チェックメイトだっ!!」

　取り出したのは奴隷などにも使われる魔封じの手て枷かせ。

　できた隙を利用して、その枷をユーミスに嵌はめてローキックでその足を払い、手にした心剣を倒れたユーミスの手の甲に突き立てた。

「ぐあっ!!　ぐっ、あぁああっ!!」

　グリグリと痛覚を刺激するように、突き立つ心剣を揺らす。

「クハッ!!　ほらほら、どうだ、痛いか？　上う手まくなったもんだろ、俺も。全部お前たちのおかげだよ。お前がそんな風に苦しそうな顔をしてくれて本当に嬉うれしい。全部全部お前たちのために磨いた痛めつけるためだけの技術だ。なぁ、分かるか？　今の俺の気持ち」

「ぐっ、うぅ、ぁああっ!!」

　手の甲と足の甲、肘、膝ひざとあまり出血しないように気を付けながらユーミスの体を傷つける。

「本当、楽しい戦いだった。完全に予想通りに動いてくれて、笑いをこらえるのが大変だったんだぞ？　私兵をゴミに変えれば、絶対にあれを作ると思ったんだ。苦しいか？　お前、ＭＰ酔いで理性が飛ぶんじゃなくて、気分が悪くなるタイプだったもんなぁ。コアの破壊も辛つらかったろ？　隠したって見れば分かったよ」

「ぐっ、うぅううっ、はぁ、はぁ」

「っといけない。つまみ食いはするなって言われてたんだった。さぁ、しっかりと気を保ってくれ？」

「うぐぁ!!　ぐ、う、ああ」

　体の節々の関節を剣で貫かれ、地面に這はいつくばるユーミスの手を踏み潰す。骨ぐらいは折れただろうが、これぐらいいいよな？　ちょびっとだけ、ちょびっとだけだから。グリグリしてるのもわざとじゃないから。

　だから、お願いだから、まだ壊れないでくれよ？

「さて、俺の下準備はこれで終わりだ。ここからが本番だぞ？　ユーミス。頼むから、早々に壊れないでくれよ？」

「うぐっ」

　顎あごの下から頰を潰すようにユーミスの顔を摑む。

「さぁ、お前のプライドはめちゃくちゃに踏み潰してやった。今度はひとつひとつ、念入りに、塵も残さず、お前の全ての夢を、壊してやる」

　堪え切れない感情に、口の端は自然と嗤わらうように吊つり上がっていた。

　地に伏せるユーミスがこちらを見上げて睨にらみつけてくる。だが、足首はへし折ったままなので逃げられる心配はない。

「ぐっ、あっ、動けない女を苛いじめて楽しむなんて、相も変わらずいい趣味をしていますね、勇者。さすがは魔王に欲情するような、づっ!!」

「おう、そうだろ？　レティシアはいい女だった。だからお前みたいな女があいつを語るな、穢けがれるだろ」

　ポーションを使い、ＭＰを回復しながら、ユーミスの傷口を剣で抉る。そして傷を回復させてから再び剣で抉る。ＭＰが減ってくればまたポーションを飲む。

　国防の関係もあって、高位貴族らしく高い苦痛耐性スキルを持っているユーミスには一定以上の効果は見込めないが、それでもこれだけやっても全く問題ないというのは嬉しい。

　苦痛耐性を持っていない普通の奴らならここまでされると心がへし折られて壊れるか、殺してくれと言い出す。

　どちらにせよ、おかげでこうして楽しむ余裕もある。

　手慰みと言うには楽しい時間を何度か繰り返す。しかし、つまみ食いのしすぎももったいない。

　作業量的にミナリスはまだ準備をしてるだろうが、シュリアの方は十分遊びの時間を楽しめたかな？　と思いミナリスとシュリアに連絡を取った。

「『ミナリス、シュリア、こっちの準備は終わったぞ。そっちは終わったか？』」

　使うのは、スキル『心しん話わ』。以前にネズミ一号から受け取った情報をミナリスに流した時のように、【復讐の聖剣】で繫がったパスを利用した通信手段だ。

　あまり離れると使えなくなるようだが、普通の通信用の魔道具などとは違い、まず盗聴される心配がないのが素晴らしい。

「『はい、こちらミナリス。残っているのは半分の半分ぐらいです、申し訳ありませんご主人様』」

「いや、かまわない。というか、ミナリスの方は終わってたらビックリだよ。手を抜くなんてのがありえないのが分かってるだけに、いったいどんな無茶やったのか心配になるから」

　というか、半分の半分って。

　いや、地頭がいいから時々忘れそうになるけど、ミナリスは元々は普通の村娘だったんだから、ちゃんとした計算はできなくても仕方ないか。後でそういう勉強をする時間を取ろう。

「『シュリアの方はどうだ？』」

「『こっちは大丈夫なのです。暇だったのでちょっと遊んでたくらいです』」

「『そうか、それならそろそろこっちに来てくれ。そっちのオモチャよりこっちのオモチャの方がいいだろ？』」

「『っ!!　はいですっ!!』」

　そう嬉しそうに返事を返すや否や、俺とユーミスが戦って大荒れになった戦場に青白い光の魔法陣がフォン、と広がった。

「転移、あの魔法陣は我が家の転移石ですか」

「あぁ、こういうものは有効活用しないといけないだろ？」

　転移石はその名の通り転移の力を持った石である。

　俺の心剣とは違い、魔力は消費しないが少人数・短距離・発動に時間が掛かるなどデメリットも多い。更に言うと希少なので値段もお高い。それでも万が一の時の脱出手段として貴族などは大体所有している。

　そして、転移の魔法陣がひときわ強く光を放った次の瞬間、そこには満面の笑みのシュリアと、夜着を着た二十名弱の老若男女が入り混じった人間の集団が現れた。

　シュリア以外の全員が、ユーミスの個人邸宅で雇われていた人間、つまり、ユーミスが信を置けると踏んだ、少しは情を持っているらしい人間たちであり、その全てが苦痛に歪んだ顔をしている。

「おいおい、ちょっとって言ってたのに遊びすぎだろう」

「えー、これぐらいいいと思うです。ただちょっと、指をいくつかなくしたり、耳とか瞼とかを齧かじり取ったり、髪を無理やり引きちぎったりしただけなのです。死ぬようなことはしてないからイケると思うのです」

　と、力説するシュリア。いや、何がイケるのかは分からないが。

　まぁよく見れば確かに放っておいても死にそうにない程度の怪我で抑えられてるし、壊れてないならそれで問題ないか。

「それに、カイト様だってユーミス姉様のことつまみ食いしてるです」

「いやほら、思い通りにそこそこ早く決着ついちゃったし？　ただ待ってるのも暇だったから」

　これが日本人の得意技、自分のことは棚に上げて、である。

「それにしても、いい格好してるです。さすがはユーミス姉様なのです。よくお似合いなのですよ」

「シュリア……ッ、我が家の使用人にまで……」

　ユーミスがシュリアを睨みつけるが、シュリアはその顔に蠱こ惑わく的な笑みを浮かべるだけだ。

「さてと、それじゃあ始めようかユーミス。まず一つ目の出し物は『第一回、ユーミスふるぼっこ大会!!　二度目はないよ？』だ。パチパチパチー!!」

「パチパチなのですぅっ！」

　まるで幼稚園のお遊戯会でも始めるように、わざとらしい拍手がその場に響く。

「ほら、ゴミ虫たち、演目は始まりましたですよ？」

「「「ひっ!!」」」

　シュリアの言葉にクマが笑い、ネコがナイフとフォークをキンキンッと鳴らす。

「いやっ、いやあっ、お願いだから耳を食べないでェ!!」

「ごめんなさいごめんなさいっ、坊主にでもなんでもしますから皮膚ごと髪を引き千切らないでくださいっ!!」

　恐怖にはちきれんばかりに歪む声が響く。

「ほら、あなたは執事長なのです。だったら、他の使用人のお手本にならないといけないはずです」

　シュリアが氷のような視線を向けた先には、頭の髪の毛の右半分を雑に力に任せて引き千切られた男がいた。髪ごと頭皮が剝がされたようで、流れ出て固まり始めた血が真っ青な顔と合わせて軽くホラーだ。

　どうやら一番激しくされたようで、右手で押さえている左手は、人差し指と薬指、小指の三本が齧り取られたようになくなって傷口が焼けている。

「ひっ、申し訳ありませんっ、愚図で下げ種すなゴミ虫で申し訳ありません申し訳ありません申し訳ありませんっ!!」

　ガタガタと震える男は、まるで命乞いでもするようにひきつらせた顔で泣きながら立ち上がった。

「ほら、他のゴミ虫たちもちゃんと働かないとどうなるか分かってるです？」

「「「っ!!」」」

　笑わない緋ひ色いろの瞳に射い竦すくめられたその他の使用人たちも立ち上がる。

「ほらユーミス、お前の立ち位置はこうだっ」

「ぐっ、あぁっ!!」

　ユーミスの腕を摑んで引き摺ずりながら使用人たちの目の前に這いつくばらせる。

「申し訳、ありません、ユーミス様」

「何を……、がっ!?」

　完全に恐怖と混乱に支配された表情を浮かべた執事長だった男は、ユーミスの背にその足を踏み落とした。

　最初の一人に続いて、連鎖して他の奴らもそれに倣い始める。

「ごめんなさいごめんなさいっ!!　死にたくないんですっ!!　病弱な妹がいるんですっ!!」

「私はっ、私は家内を守らないといけないんですっ、ぁあ、お許しくださいユーミス様っ、お許しくださいっ!!」

「がっ、うっ、ぐっ!!」

　謝罪の声と次々に踏み落とされる足に、ユーミスの体が地に沈む。

「くくっ、アハハハハハッ!!　信頼を置いてた使用人に踏みつけにされる気分はどうだユーミス？　無様だなぁっ、アハハハハッ!!」

「まるでゴミ虫に集たかられる生ごみです。あぁ、これじゃあそのままなのです。失敗なのですよ」

　レベル的にも元々の素質でも圧倒的な差が使用人とユーミスの間にはある。苦痛耐性を考えれば痛みなんてものは全くないと言ってもいい。それでもあのユーミスがソーリィを囲っていた屋敷で働かせるほど信を置いている使用人たちにこうして足蹴にされるのは屈辱だろう。

「くっ、卑ひ怯きょうなっ……!!」

　ユーミスの屈辱にまみれた視線が心地いい。

　どれだけその光景を見ていただろうか。しばらくしてミナリスから『心話』で連絡が入ってきた。

「『ご主人様、準備が完了しました』」

「『そうか、ならこっちも第一演目は切り上げるよ』。さぁ、そろそろやめてもいいぞ」

　そう声を掛けてやると、使用人たちは動きを止めてこちらを見た。

　ユーミスは怒りに満ちた瞳でこちらを見ている。

「あ、あのっ、私たちは──……」

「それじゃあ、お前らはもう用済みだから死ね」

「えっ」

　そして、俺は【始まりの心剣】で男の首を落とした。

　ゴトンッと地面に落ちた頭が転がる。

「な、なんでっ、ちゃんと言うこと聞い、がふ!!」

　その次は抗議の声を上げようとした一人のメイドがネコのフォークで首を貫かれた。

「何言ってるです？　出番の終わった配役は退場するのです。常識なのです」

　シュリアは軽く首をかしげて言葉を口にした。

「た、助けッ!?　ごっ」

「やめてッ、何でもしますから死にたくな、ぎゃあっ痛い痛い痛いぃいいいっ!!」

　威圧を掛けて逃げ惑うことすら許さずに第一演目の仕上げに掛かる。

　俺とシュリアで、要らなくなった出演者を綺麗に掃除した。

「このっ、外道がっ……!!」

「あら、さすがお優しいユーミス姉様です。自分を足蹴にしたあんなゴミ虫が殺されるのに怒るなんて」

「貴方たちが悪趣味な戯れに無理に付き合わせたのでしょうっ!!」

　歯を食いしばってユーミスがこちらを見る。

「くくくっ、そう怒るなって。まだ第一演目だ。さぁ、まずはお前が信頼していた奴らを叩き潰した。次は第二演目、お前が積み上げてきた過去を壊してやる」

　そして、俺は街で手に入れた魔道具を起動した。望遠鏡のような魔道具を【魔ま繕ぜんの鈎かぎ刃ば】で改造したもの。

　王女への仕掛けを確認する時にジュフェインに依頼した魔法生物のように、中継カメラのような力を持つ魔道具だ。

　一度目の時にも使っているのでユーミスもそれが何なのか分かっている。

「これは、街の映像？」

　警戒心を露わにするユーミスの前に浮かび上がるのはエルミアの街の映像。

　未いまだ夜の明けない街は寝静まっている。

「さぁ、第二演目を始めよう。『ミナリス、始めろ』」

「『はい、ご主人様』」

　届くミナリスの声。

　そして、夜闇を引き裂く轟ごう音おんがエルミアの街から響いた。

「なっ!?　これはっ!?」

　映し出されるのは高温を示す青白い爆炎。

　暗い夜空を照らす炎がエルミアの街を照らし出す。

　相当な距離があるにもかかわらず、その爆発音がここまで響いてくる。

「な、なんてことを……」

「あぁ、綺麗な花火だ。お前の積み上げてきた過去が燃える炎だ」

　ミナリスに命じていたのはエルミアの魔道具研究を行っている施設の爆破。

　ユーミスが望みをかなえるために、必死に積み上げてきた魔道具の研究情報が、時間が、露つゆと消えていく。

　エルミアに点在する研究所から上がった爆発に家を飛び出してきた野次馬が見守る中、建物は瓦が礫れきに変わり、書物は塵と消え、素材は炭となる。

　本当に、綺麗な色の炎だ。

　街の人間が炎を消そうと水を掛けているが、そんなもので火は消えない。ミナリスが『幻炎毒鬼』で生み出した高温で燃える発火性の毒薬に大量の油も撒まいてある。

　普通の火災ならありえない、冷たくも見える青白い炎は地獄の底で燃える篝かがり火びのようにも見える。やがて、エルミアの街の魔法使いたちが現れて魔法を使ってその炎を鎮火する頃には、高温による完全燃焼でそのほとんどを白い灰へと変えた見る影もない跡地が残るだけ。

　勢いを弱めてチリチリと燃える赤い火と、静せい謐ひつさを保つ青い月だけが焼けた地面を照らしている。

「あ、あぁ、私の、この街の研究の礎いしずえが……」

「これで第二演目は終了だ。次は第三演目、今度はお前の未来を奪う」

　そして映し出されるのは、エルミアの街の中央にある石碑。

「まさかっ……!?　や、やめなさっ……!!」

「『バーンッ』」

　俺は愉悦の笑顔を浮かべながら、くしゃりと、見えない何かを押し潰すように両手を合わせて軽く叩いた。

　それとほぼ同時に、映し出されていた石碑がガラガラと音を立てて崩れ落ちていった。

「そん、な……、エルミアの石碑が……」

　ワナワナと震えるユーミスの声。

「あぁ、いい、とってもいい表情だユーミス。でも、まだ第三演目だ。『忠実な使用人』『積み上げてきた過去』『目標としてきた未来』を壊した。次は、『今お前が持っているモノ』を壊す」

「っ!?　ま、待ちなさいっ、待ってくださいっ、これ以上何をするつもりなのですか!?」

　引きつった表情を浮かべるユーミスの頰を、シュリアの手が触る。

　その顔に浮かべる表情は、シュリアが最後にユーミスから向けられた笑顔ととても似た笑顔。

「ユーミス姉様、何も怖がることはないです。ただ、ユーミス姉様は自分の行動の結果を受け取るだけ。これから、ユーミス姉様にできることは何もない。だから、これがシュリアたちからの贈り物です♪」

　移り変わった映像は、エルミア家が直轄で抱えていた研究施設の跡。

　崩れ落ちたそこから這い出してきたのはゴブリンやレッドキャップなどがゾンビ化したアンデッドだった。

「『ギャルォォ』」「『ォオボォァア』」

　それも一体や二体ではない。各箇所から現れたアンデッドの数は既に三十を超えている。

「『ッ、キャアアアッ、アンデッドッ、街の中に魔物がっ!!』」

　シンッと静まり返るその場に響く一人が上げた声に、どこか傍観者気取りでいた野次馬たちが蜂の巣を突つついたように騒ぎ出す。

「ど、どういうことですか!?　あんな数のアンデッドをいったいどうやって!?」

「何を言ってる、あれはお前が虐殺したシュリアの村から引っ張ってきたアンデッドたちだよ。覚えてるだろう？」

　この日のために、シュリアの生まれた村に行ってきた。

　そこにいたのは夥おびただしく数を増やしつつあるアンデッドの群れ。理不尽に、唐突に命を奪われた大量の負の情念と、悪魔が呼び出されたことによる残留魔力がその数を増やしていた。

「みんな、姉様が生んだ苦しみから生まれたアンデッドたちなのです。シュリアは言ったはずなのですよ、『姉様は自分の行動の結果を受け取るだけ』って」

　その無念を晴らす手助けも兼ねて、寄り集まったアンデッドたちを研究所に呼び寄せるために数日掛けて転移陣を設置してきた。

　魔法を使えなくとも、魔法陣に魔力を込めることはできる。

　ＭＰポーションを飲みながら魔力を注ぎまくった転移陣から、ミナリスに設置させた目印の座標にどんどんアンデッドが研究所の跡地から現れ、周囲の人間に襲い掛かろうとする。

「こんなっ、こんなことをしてっ、エルミアの民たちにまで被害がッ!!」

　ユーミスの顔から更に血の気が引いていく。

「あぁ、確かに怪我人も死人も出るだろうなぁ」

　心底楽しげにユーミスに笑い掛けてやる。

　実際は、最初の爆発で叩き起こされたおかげでアンデッドの存在はすぐに発見されている。教会の人間もいるし、ある程度の数までは間引いているから無駄に多くの人間が巻き込まれることはないだろうが、そんなことはユーミスに告げる必要はない。

　それでも、百や二百ではきかない人数は死ぬだろうが、今回は必要な犠牲だから仕方がない。

「けどな、たくさんたくさん、死んでもらわないと困るんだ。凄せい惨さんな事件として記憶に残ってもらいたいんだよ。悪いとは思うぞ？　でも、俺の夢に必要な犠牲だから。お前なら分かってくれるだろう？　なぁ、ユーミス」

「くっ、この……っ」

　くっくっくっ、と小馬鹿にした嗤い声を漏らすと、俺は言葉を続ける。

「それに、エルミアの民が？　白々しいなぁ、そんなものを気にしてるわけじゃないくせに。それとも認めたくないのか？　この光景がお前から何を奪い取るのか、本当は分かってるんだろう？」

「な、なにを……」

「ねぇねぇ、お優しいユーミス姉様？　無知なシュリアに教えてほしいのです。突然爆発した、姉様が直轄して管理してきた研究所、そしてそこから湧き出すアンデッド。そこから考えられるのはどんなシナリオです？　最後に行き着く、責任の所在はどこになるです？」

　クスクスと笑いながら、シュリアがわざとらしい言葉を掛ける。

「ま、さかっ、私にこの騒動の罪を擦なすりつけるつもりですかっ!?」

「正解正解大正解ッ!!　アハハハハッ!!　そうだよ、お前らが一度目の世界で俺にしたことだよ。俺が世界を救う勇者から全ての悪徳を背負った魔王になり替わったようにっ、お前はエルミアの街の優秀でお優しい領主様から、魔道具の研究施設で非合法な魔物の実験を行っていた犯罪者に成り下がる。俺の時と違うのはそれが冤えん罪ざいじゃないってことくらいか？　あはははっ!!」

　しかし、皮肉なものだ、一度目は協力して殲滅したアンデッドたちを、今度はこうして街に呼び出しているのだから。

「けどな、罪を贖あがなうのはお前じゃない。当たり前だろ？　俺は今、ここでお前を殺すんだ。もちろん、お前を表に出すつもりはない。ひっそりとここでお前は最期を遂げる。なら、お前が清算するはずのものはいったい誰がかぶるんだろうなぁ？」

「それ、は……」

　もし、これだけの事態が起きたエルミアの街でユーミスの所在が摑めなかったら？

　ユーミスの失態はそのまま家の失態である。

　それでも、ユーミスだけが首を括くくれば、問題はそれで終わるだろう。元凶であるとされていても、被害が軽微で領主の一人娘となればそれで片がつく。けれど、そのユーミスが雲隠れした時、その罪を贖うことになるのは、ユーミスの親類だ。

　まず間違いなく、家に関わるものが処刑される。その範囲がどこまで及ぶかは分からない。けれど、ユーミスが排除ではなく認めてもらうことを望んだ両親は、確実に処刑されることになるだろう。

「このっ、外道がっ!!」

「クハハッハッ!!　全部お前らが俺にしたことだ。一度目の記憶があるなら俺が家族と友人を虐殺して召喚されたことも思い出してるよなぁ？　あのクソ王女に聞いたんだろうが、俺が真実を知った後は散々そのことで馬鹿にして挑発しようと必死だったもんなぁ？　それでどうだ、俺と同じことをされた気分は。過去も未来も大切にしてきた人たちも丸ごと奪われた気分はよぉ!!　アハッ♪　アハハハハッ!!」

　止まらない、止まらない、止まらない。

　楽しくて仕方がなくて、嗤い声が止まらない。

　一度目の世界での、あの惨めな逃亡生活のことを思い出す。

　屈辱と怒りに震えながら、それでも膨らむ憎悪を吐き出さずに我慢してきたのはこの日のためだ。

「この、悪魔め……っ、絶対に許しませんっ、地獄に落ちなさいッ」

　屈辱と怒りに震えるユーミスが憎悪の目をこちらに向けてくる。

「死ねっ、死ね!!　シュリアっ、貴方もですっ!!　なぜ貴方たちが生きているのですっ!!　とっとと二人とも地獄の底に帰れっ、この亡者共がああああっ!!」

　それは、憎悪にまみれた瞳。

　ユーミスが苦しんでいると裏打つ証。

「きゃはっ、きゃははっハハハハッ!!　何を馬鹿なことを言ってるです。帰るも何も、シュリアたちは今だってずっと地獄の底にいるです。でないと、ユーミス姉様を地獄の底に引きずり下ろせないです」

「あぁ、いいこと言うなぁシュリア、アハハハッ!!」

　そうだ、俺たちは、地獄の底に落とされて、地獄の底で生きることを選んだのだ。

　傷を負ったままそこから抜け出す道を探すよりも、その場所にお前たちを引きずり込む道を選んだのだ。

　ユーミスの言う通り、俺たちは復讐しない道を削そぎ落した時に、紛れもない、亡者になることを誓ったのだ。

「な、なんですか貴方たちは……正気じゃない……っ!!」

　重なり合って共鳴する哄こう笑しょう。

　虚勢の陰に恐怖を滲ませるユーミスの顔がたまらない。

「さぁさぁ、さぁさぁさぁさぁあっ!!　盛り上がってきたなぁおいっ、次が俺たちの最終演目だっ、晩ばん餐さんに上げるのはお前の『夢』だユーミス！　シュリア、用意はできてるか？」

「もちろんです♪　姉様、シュリアたちが用意した最後の役者を紹介するです。『メタルさん』、連れてくるです」

　シュリアは三体目の使い魔にそれを命じる。

　そして、メタルさんに体を動かされて、最初の時と同じように森の奥から現れたのは、今度こそ正真正銘のソーリィだった。

　服装は屋敷で働いていた時と同様の長袖のメイド服。一人で現れたように見えるソーリィだが、ソーリィの体の骨の中には、俺が【火ひ蜘ぐ蛛もの脚きゃく剣けん】の火毒で溶かして液体化させた純度の高いミスリルの合金に、シュリアの『傀かい儡らい憑つく代よ』で命を吹き込んだ三体目の使い魔『メタルさん』がその身を潜めている。

「また偽も、いえ、これは、ソーリィ!!」

「ユーミス、さま……」

　恐怖に青ざめたソーリィの顔を見たユーミスは、今度こそ完全に血の気が引いて、青どころではなく真っ白な顔になる。

　剝がれ始める虚勢はユーミスの心に纏う鎧の欠片だ。

　分かってはいたが、やはり、この女が、ユーミスの夢の形。

「や、やめて、やめてくださいっ、それだけはっ、ソーリィだけは……っ!!」

　ガタガタとユーミスが震え始める。

「最後の演目は『夢風船』だ。ソーリィの体にはシュリアの使い魔を仕込んである。今日まで毎晩毎晩、お前に見せてきた通りに」

「っ、やはりあの夢は……っ!!」

「クマさんに頼んで夢として見てもらったです。どうです？　面白かったですか？」

　嘲あざけ笑うシュリアを、ユーミスが蒼そう白はくな顔で見上げている。

「あぁ、その顔を見られるなら、このゴミ虫を苛めたかいもあったのです♪」

「きゃっ、ぎゅぐっ」

「ソーリィ!!」

　メタルさんに命じてソーリィの体を無理やり操って這いつくばらせたシュリアが、その背を踏み潰して笑う。

「それじゃあルールは簡単だ。そのお前のお気に入りの中にいるメタルさんは、シュリアが合図するのに合わせて膨らみ始める。そうすると当然、最後には……」

　そこでわざと言葉を切って静かに笑ってやる。

「いやぁっ、死にたくないっ……、ひっぐっ、うぅ」

「…………」

　死への恐怖に涙を流すソーリィに、言葉の先を想像したユーミスも泣きそうに顔を歪める。

「でも、俺は優しいからな、一つだけ助けられる方法を教えてやろう。そのメイドに魔力を注ぎ込むんだ。シュリアの使い魔も魔法生物だ、許容量を超えて魔力を注ぎ込めれば活動を停止させられるぞ？」

　助ける方法と言われ、一瞬だけ顔に希望の光を灯ともしたユーミスの顔が絶望に染まる。

　なぜなら、それを成すためのＭＰは、俺との戦いで奪われているのだから。

　俺は魔封じの枷を外してやる。シュリアも蹴り転がすようにその足をソーリィから退どけた。

「それじゃあ、スタートだ。お前の夢の風船が、膨れすぎて弾はじけないように頑張ってくれ？」

「だっ、ま、待ってくださ……!?」

「いやなのです♪　えいっ」

　シュリアはユーミスの言葉を途中で遮って、最後の演目のテープを切った。

「あっ、ああああぁああっ、やめ、やめて!!　いたいいだいいだいぃいいっ!!」

「ソーリィ!!」

　さっそくメタルさんが膨らみ始めたようで、骨が内側から圧迫される痛みにソーリィが泣き叫ぶ。

　その声にユーミスが足をもつれさせながらソーリィへ近づき、残り少ない魔力を注ぎ始める。

「くっ、うぅうううっ!!」

「ぐぅぅううっ、助けて、ユーミス様っ、いだい、いだいですっ」

「耐えて、くださいっ、すぐに助けますからっ!!」

　懸命に魔力を注ぐユーミスだが、全快時ならともかく今の状況ではシュリアが丹精込めて生み出したメタルさんを活動停止に追い込めるほどの魔力はない。

「がぁ、ぁあっ、あっあああぁっ!!」

　すぐに底を突いた魔力を、それでも無理やり絞り出しているせいで、いつかの俺のようにユーミスの体に裂傷が走っていく。

　────だが、それでもまだ遠く届かない。

「ぎっ、がぁ、あ、あっ」

　ビクビクとソーリィの体が跳ね、ボロボロと流す涙にユーミスからしたたり落ちた血が混じる。限界を超え、無理に注ぎ込む魔力もその勢いを減じ始める。

「だめっ、ダメダメだめぇえええええええっ!!　お願いしますっ、あぁ、勇者様っ、シュリアっ、私が愚かでしたっ、何でもしますっ、だからっ、だから許してくださいっ!!　ソーリィを殺さないでくださいっ!!」

　涙ながらに懇願するユーミス。

　蔑さげすみ、利用し、俺を嘲笑いながら裏切っていたユーミスが今、ここまで無様な姿を晒している。

「ハハハッ、許すわけねぇだろ!!　お前が俺たちを亡者だって言ったんだろうがっ、亡者が人の言葉を聞くか」

「馬鹿にしてるです？　ユーミス姉様、シュリアはあなたに復讐するために外道の道に落ちることを選んだです。だから、……──存分に苦しんでくださいです、きゃはははッ!!」

「っ、このっ、悪魔ぁあああああああああ!!」

　ギシギシと、ユーミスの望んだ夢が軋きしむ音が近づいてくる。

「あ、がっ、うぁ……」

「ソーリィっ、ソーリィソーリィソーリィ!!」

「ユー、ミス、様……、あっ……」

　それは膨らみすぎた水風船を地面に落としたように。

　びゃしゃんと、人間の体のほとんどが水分だと改めて認識させられるような、そんな音を残してソーリィの体は肉塊、いや、肉片へと変わった。

「……え、あ、え？」

　自分に降り掛かる大量の血に、ユーミスはただ呆ぼう然ぜんと言葉を落とす。












　現実を認めたくないのか、認められないのか。

　ユーミスの中のそれは、既に触れれば崩れるような脆い砂の残骸だ。

　だから、俺がずっとずっとユーミスに言ってやりたかった言葉を、座り込んだまま動かないユーミスの耳元に囁ささやく。

「なぁ、ユーミス。たった今、俺と同じようにお前の大切な夢も『壊れた』ぞ？　最後にもう一度だけ聞かせてくれよ、今、どんな気持ちだ？」

「あ、ぁあ、あああぁああああああっ、いやああああああああぁあぁぁぁぁっ!!　こんなの、やだやだやだっ、やだぁああっ!!」

「あはははははッ!!　そうだ、そうだよユーミスッ!!　それなんだよっ!!」

「きゃはッ♪　もっと泣けっ、もっと喚けっ、もっと叫べっ!!　天国にいる母様とシェルミーに聞こえるくらいに、その悲鳴を上げるですっ!!　きゃははははは!!」

　一人の悲鳴と、二人の歓喜。

　あぁ、これだ。これなのだ。

　ずっと求めてきたのはこれなのだっ!!

　俺は、これを見るために今、二度目の世界を生きているッ!!

「さぁ、これで俺たちが用意した演目は終わりだ。存分に楽しんでくれたみたいで何よりだよ、ユーミス」

「姉様が幕を上げた劇です。これが最後の幕引きです」

　愚か者しかいなかったこの劇の幕を下ろそう。

　俺とシュリアは互いに飾り気のないシンプルな二振りの剣を一振りずつ、丸袋から取り出した。

「やだぁ、やなのぉっ、いやなのぉっ!!　こんなの噓うそなのぉっ!!　そうだって、言ってよぉ!!」

　ユーミスはガリガリと頭を搔かき毟むしり、まるで子供のように泣きながら首を振る。

　全てを拒絶するように泣き叫ぶユーミス。

「アハハッ、じゃあな、ユーミス」

「ユーミス姉様、さよならなのです」

　そうして俺たちはその復讐の剣を高々と掲げた。

「いやああぁああああ、がっ、ぶっ」

　あらかじめ決めていた通りに、俺とシュリア、二人の剣がユーミスの心臓を貫く。

「アハハハハハハハハハッ!!　アハッ、アハハハハッ!!」

「きゃはッ！　きゃはははははッ!!」

　何度も、何度も、何度も、なんども、なんども、なんどもナンドモナンドモナンドモ─────。

　氷のように冷たい夜の空気の中、そこだけが異様な熱気を渦巻かせていた。

　自分の口から上がる悲鳴のような嗤い声と、シュリアの上げる嗤い声は、どこか元の世界で聞いたピアノの演奏に似ていた。

　どれほどその体を貫き続けただろうか。

　気が付けば目の前にはただ剣で貫き続けて出来上がったひき肉だけが残っている。

　手にした剣には、血だけでは物足りないとばかりに水気を含んだ肉片が纏わりついていた。







　どうしようもなく異様な様をさらけ出すその場には、全身を返り血に染めた一見して黒髪黒目以外に目立った特徴のない少年と褐色肌のエルフに似た少女が互いを背にして座り込んでいた。

　周囲に散らばるのは肉と血と骨の欠片。

　遺体としても、『壊れ物ジャンク』にまで辱められたその遺体が地面に投げ出されている。生前の面影はもうそこにはない。

「シュリア、お前の復讐は一応終わったわけだが、今後どうする？　この場所に残るか？」

「質たちの悪い冗談なのです。シュリアの復讐はまだ終わってないのです」

　少女は拗すねたようにむくれながら言う。

「シュリアがミナリスさんとカイト様から受け取ったこの憎悪は、もうシュリアのものでもあるのです。シュリアが初めに抱いた憎悪だけが晴らされたって、憎い相手が増えてるのですからまだまだ復讐は始まったばかりなのです。のけものなんて許さないのです」

「そうか、そうだよな。バカなこと聞いたな」

　少年の中には、初めは少女の中にはなかったはずの少年が抱いた憎悪が伝わってくる。

　原初が少年のものであっても、伝わってくるそれは既に少女のものだ。

　一人目を殺したせいでちょっとセンチメンタルになったかな、と小声で呟いた少年は空を見上げる。

「あぁ、楽しかったなぁ。早く、次の奴をヤリたいなぁ」

　そう言った少年に返事はなく、ただ少しだけ少年の背に掛かる重さが増しただけだった。

　少年たちは夢を見る。

　いつの日か、この地獄の底に全ての憎悪の対象を引きずり込んで、そして安らかに消えていける日を願って。

　それらを照らしていた月の光は何一つ語ることもなく、その全てを受け入れるかのようにただ白じみ始める空から姿を消していくだけだった。

　──……復讐は、まだ終わらない。

　身を焼く炎は太陽さえ飲み込まんと黒い熱を持って嗤っているのだから。





　　　　☆






　その日、エルミアの街は日が昇る前から上を下への大騒ぎだった。

　それも仕方がない話だった。街の要ともいうべき研究施設が根こそぎ吹き飛び、必死に火を消し止めてみれば跡地からはアンデッドの群れがが這い出してくる。

　魔物の中でも、完全に生態系の外にいるアンデッドを見たことのあるものは案外少ない。そのため、街は一気にパニックに陥った。

　それでも、直前の爆発で街のほとんどの人間が起きていたこともあり、アンデッドに極めて有効な神聖魔法や光属性の魔法を扱える教会の術者や、冒険者や領兵がすぐさま事態の鎮静化に当たったため、起こった災害に対し、人的被害は驚くほど少なく済んだ。

　魔道具の研究施設が吹き飛んだことによる街全体の損失はその比ではなかったが、この上死者まで大量に出ていたら本当に取り返しのつかない損害を街はかぶることになっていただろう。

　事態が終息した後、この騒動に何一つ動かなかった領主一家の屋敷にはエルミアの街の行政を担当している人間が押し掛けたが、当主とその妻は王都から長いこと街に帰ってはいない。

　代理として街を治めていたエルミア家の一人娘・ユーミスの個人邸宅にも人が群がったが、本人どころか使用人も含めてもぬけの殻。

　エルミアの街は、王都へ事態の説明と対応を求める使者を立て、怪我人の治療や、研究所跡地の浄化など忙しく動き回ることとなった。

　それから数日。

　爆発したのがユーミスが直轄している研究所であること。そこから大量のアンデッドが湧き出したこと。領主代理であるユーミスが失踪したまま姿を見せないこと。

　それらの三つの事実から、街にはこんな噂うわさが流れていた。

　いわく、『エルミアの領主代理のユーミスは、魔道具開発に夢中になるあまり、違法な人体実験を秘密裏に行わせていた。そのことに怒った神が研究所を焼き尽くし、犠牲となったアンデッドを解き放って戒めとした。ユーミスが使用人もろとも失踪したのは、使用人も実験の材料とし、自身は爆発に巻き込まれて吹き飛んでしまったからだ』というものだった。

　そのほか、ユーミス洗脳説、ユーミス魔族説、魔道具の暴走説などなど、尾ひれを大量につけながら熱の醒さめない噂は街をめぐっていく。







　あちこちでいろんな噂を流してやったら、しばらくして、更にいろんな尾ひれがついた噂が手元に戻ってきた。人間の想像力とは本当にたくましいものである。

　ちなみに俺としては『ユーミス、魔族のそっくりさんと入れ替わられて本人は殺されていた説』が面白かった。そして、混乱する街を一通り眺めて満足した俺たちは、そのまま街を後にした。

　それから四日、俺たちはシュリアの暮らしていた村へとやってきていた。

　そこに仕掛けた転移陣は時間が経つと魔力切れと共に自壊するようになっていたため、全てのアンデッドが街へと転移したわけではない。

　放っておいてエルミアの街が襲われることになっても勝手にやってくれという感じだが、シュリアの村がそれでアンデッドの巣窟と化すのはしのびない。

　俺たちは村の周囲のアンデッドを掃討し、今は村の跡地に三人で佇たたずんでいた。

「不思議な気分なのです。全然知らない場所みたいなのです。たった三年で、こんな風になってしまうなんて……」

　シュリアの村は最初はユーミスの兵士たちに、その後は人ならざる者たちに荒らされ、数年前まで普通の村だったとは思えないような有様と化していた。

　その有様は、一度目の世界で数年後に訪れた時に見たものと何も変わらなかった。

　いや、時間経過で薄まっていくはずの負の魔力が鮮明な分、今の方が悪いかもしれない。

「アンデッドの負の魔力は物の劣化を早めるからな」

「それじゃあ、せっかく置いたこの墓標もすぐにボロボロになっちゃうです？」

　村の跡地とも呼べるような場所の中心、そこには俺たちが用意した石の墓標が置かれている。墓標といってもその下に誰かが埋まっているわけでもないが、その周囲にはまばらながら紫色の花が咲いている。

　シュリアがここで育てていたという、あの花だ。

　そのシュリアはその墓標の前でしゃがみ込んでこちらを見上げている。

「いや、周囲のアンデッドは全部駆逐したし、ここらに漂っている魔力も少しずつ拡散していくから安心しろ」

「そうですか、よかったなのです」

　返事をするシュリアは丈の短い着物のような服を着ていた。派手すぎない程度の花柄と、濃紫から紅くれないに徐々に色合いが変わるそれは妖よう艶えんな雰囲気を身につけたシュリアによく似合っていた。元の世界の服装で言い表すならミニスカ振ふり袖そでという言葉が似合いそうだった。

　下ろしていた髪は花の髪飾りでサイドポニーにまとめられている。

　どさくさ紛れにユーミスの家から拝借してきたもので、魔力を注ぐことで防護膜を生み出す魔法が付与されている。他にも、『自動着脱』『自動サイズ調整』『体温保持』『認識ズラシ（タイプ・人間）』が付与されていた。最後の一つはその名の通り、その姿を典型的な人族の姿に見せかけるというものだった。ミナリスが昔使っていた幻術魔法と似たような効果の魔道具だ。

　おそらく獣人や亜人などの愛あい妾しょうを堂々と囲うためにエルミア家が開発していたのだろう。

　和服も十分目立つが、褐色肌のエルフよりはずっとマシなので見つけた時にこれ一択となった。能力の関係上、シュリアには直接接近して戦闘させることはほぼないだろうし、幸い、素材がいいのでそこらの金属鎧よりも防御力にも長たけている。

　俺とミナリスも装備を一新した。さすがは領主一家だけあっていいものが倉庫の中でホコリをかぶっていた。

　武器屋のオヤジの装備も悪くはないが、さすがに素材の格が違いすぎる。

　なのだが……、領主の家に保管されていた数あるよろしい装備の中で、ミナリスが選んだのはなぜかフリフリなメイド服だった。

　ヘッドドレスから立ち上がるウサ耳と、下ろしていた髪を頭の高い位置で一つにくくったポニーテール。全身にフリルをあしらいつつ、大きさを強調するかのように胸の谷間を強調するデザイン。

　ある種、メイドらしい清せい楚そさと、男の情欲を誘う色気をギリギリで両立させる製作者の腕は見事だった。

　もちろんただのメイド服ではない。鑑定を掛けてみれば『防御力上昇』『敏びん捷しょう力上昇』『魔力増強』『気配隠いん蔽ぺい補助』『感知系能力補助』『伸縮自在』『着衣形態変更』『体温保持』と、目立つからやめろとは言いづらい性能を持っていた。なぜメイド服なのか本当に意味が分からない。

　素の防御力だけでもそこらの金属鎧どころではないものがあるし、なかなかお目にかかれるレベルの装備ではないため、最後には認めざるを得なかった。

　シュリアの装備もミナリスの装備も、ファンタジーの七不思議であるビキニアーマーと並ぶ謎仕様だが、存在しているのだからしょうがない。一度目の世界でもいくつかこの手のものがあったのでもう慣れたが、やはりあれが金属鎧以上に防御力に秀でているとか、解せん。

　俺の方はというと、そこそこ質の良い普通の皮鎧に装備を更新した。

　良い装備はまだあったが、俺は自分の装備に当てがある。装備はそこまでのつなぎで構わない。

　それに、他に残されていた男物の装備が装飾の多い貴族感丸出しな金属鎧ばかりだった。重量はともかく、動きを阻害されるような鎧など邪魔なだけだ。見た目的にもとても遠慮したい。

「それで、もういいんですか？」

「はい、大丈夫なのです。いつまでもこうしていても仕方がないのです」

　静かに立ち上がったシュリアはミナリスの言葉にコクリと頷うなずく。

「…………」

「どうかしたのか？　ミナリス」

「いえ、その、シュリアには申し訳ありませんが、この村を見ていたら私の村のことを思い出しまして……。あのゴミクズ共の村はこれよりもっともっと悲惨な場所へ。誰もが目を逸らさずにはいられなくなる地獄に。そう思ったら、こう、なんというかいろいろ湧き上がってきちゃいまして」

　少しだけバツが悪いような、それでいて思い浮かべる想像に愉悦を湛たたえた表情。

　小さく口角を上げたその顔は色気にも似た暗さが宿っている。

「ふふっ、別に気にしないのです。シュリアが大切なのはこの場所だけ。この場所に生きてきた人たちだけなのです。シュリアの大切な人たちをあんなゴミ虫と重ねてみることなんて絶対にないのです」

　だから、とシュリアは続ける。

「ミナリスさんの復讐も、ずっとずぅっと凄すごいものにするです。当然、シュリアも協力するのです」

　そう言って笑うシュリアはミナリスともまた少し違った、淫らな愛人が誘うような蠱惑的な笑みを浮かべている。

　あぁ、何とも美しく、頼もしい共犯者たちだろうか。

「…………俺も、釣り合えるくらいの人間にならないとな」

　まずはユーミスを殺した。恋い焦がれるほど望んだ復讐の蜜はただただ甘かった。

　でも、まだまだ始まったばかりなのだ。

　まだまだ復讐する相手は残されている。

　もっともっと陰惨に。

　もっともっと残忍に。

　もっともっと兇きょう悪あくに。

「ご主人様？　どうされたのですか？」

「カイト様、笑ってるです」

「ん、何でもないよ。さて、そろそろ行くか」

　自然と吊り上がる口の端。

　さぁ、次はどんな復讐にしようか。

　まだまだ腹を空かせた復讐の火の手は、衰えることなく燃え盛っている。

　そう、まだ何人もこの世界に野放しにされている屑くず共がいるのだ。

　そいつらはまだ、俺たちがいる地獄のことすら知らず、きっとのうのうと笑って生きている。

「んーっ、今日もいい天気だ。あ、いいこと思いついた。乾燥した熱い部屋で生きながら干物みたいにしてやるのとかどうだ？　そんでさ、限界になった時に空の水差しを差し出してやるんだ」

「ご主人様、でしたら毒だと分からせた上で忍耐力を試すのはどうでしょう」

「あ、シュリアはそれよりしばらくは家畜の糞ふん便べんを先に用意して、慣れさせておくのはどうかと思うです。それをありがたがるくらいまで……」

　太陽は燦さん燦さんと降り注いでいる。

　今日もまた、絶好の復讐日和だ。

『ギャルルォオオオオオオオッ!!』

　と、その時だ。

　遠く、上空から大きな影が飛んでくる。

「「「っ!!」」」

　不意に感じる強大な魔力とその鳴き声に、バッと空を見上げた先にあるのは、赤い鱗うろこと翼の巨きょ軀くを持つ正真正銘の怪物の姿。

　異世界においてその威容を持って君臨する種族。

　────ドラゴンだ。

「あれ、は……」

「ご主人様？」「カイト様？」

　警戒するミナリスとシュリアの怪け訝げんな声に、俺は反応することができなかった。

「グレン……」

　近づくほど、その姿はより明確になる。

　それは、レティシアがいつも連れていた子供の火か炎えん竜りゅうの名前。普段はドラゴンパピーの姿でいつも楽しげにレティシアの頭や肩に乗っていた。

「っ!!」

　居てもたってもいられず、俺は『天駆』で空を駆けた。

『ギャルォオ？』

「あっ……」

　そうしてドラゴンの、グレンの前まで来て、やっと我に返る。

　俺は何をしようとしているのか。

　唐突に現れた俺を、グレンは胡乱うろんげに見る。

　グレンがレティシアに出会うことになるのはまだもうすこし先のことのはずだ。

　それ以前に、レティシアを救えず、ただ助けられただけの俺を、グレンは決して許したりはしないだろう。

『ギャルッ!!』

「っ!!」

　グレンは俺をただの邪魔ものと判断したのか、その口に火の粉を散らす。

　それはドラゴン特有のスキル、ブレスの前動作。

　グレンを傷つけることもできない俺はとっさに防御の構えを取ろうとした、その時だ。

『ギャルゥ!?』

「なっ!?」

　パァアアアアッ、と強烈な光が俺の胸元から輝きだす。

　目が眩くらむほどの光が視界を覆い尽くし、俺の体から何かが抜ける感覚がよぎる。

「あっ、何……」

　それは、何か途方もない喪失感。

　抜けたナニカはその光を放ちながら、グレンの体へと吸い込まれていった。

『ギャッ!?　ギャルゥ!?』

「な、何が……？」

　何が起きたのか分からず、混乱する俺よりもグレンの方がずっと混乱しているようだった。

　そうして、『グルルルルゥゥ……』と唸うなり声を上げたグレンは一度俺を睨みつけると、そのミスリルの剣さえも弾くという硬い鱗で覆われた尻尾を叩きつけてきた。

「くっ!?」

　とっさに作り出した【始まりの心剣】でガードしたが、重量差と勢いに押され、『天駆』の足場から吹っ飛ばされる。

　地面に激突する前に体勢を立て直すが、内心では大焦りしていた。

　今の一撃で両手が痺しびれて回復までに数秒掛かる。

　だが、俺のその隙をつくことはなく、グレンは不満げに一つ息を吹いて飛び去っていった。

「…………」

「ご主人様っ!!」「カイト様っ!!」

　ミナリスとシュリアが駆け寄ってくる。

　けれど、俺はただ、飛び去るグレンを眺めていることしかできなかった。






閑話　ミナリスの囲い込み大計画






　それは、ご主人様がシュリアを連れて帰ったきた日。

　私はやれることもなかったので、すっかり慣れた宿の調理場で夕食の用意をしながら二人を待っていました。

「お帰りなさいませ、ご主人様。それから初めましてですね、シュリア」

「はじめましてなのです。ミナリスさんですよね？」

　そんな言葉で、私とシュリアは最初の挨拶を笑顔で交わしました。こちらの意図が全く伝わっていないわけではなさそうな様子ですが、それでも目を逸そらしたりなんてことはしません。

　話に聞いていたよりもずっと強したたかな印象ですね、裏切られた経験が彼女を変えたのでしょうか。

　ただ、エルフの先祖返りと聞いていたのですが、この肌の色はどういうことなんでしょう。確かに耳はエルフと同じものなのですが、エルフは誰もが透き通るような肌の白さを誇ると聞きます。それともその先祖返りというのが関係しているのでしょうか？

　……いえ、違いますね。ご主人様経由で伝わってきた記憶の中では確かに白い肌をしていたようですから、あの後に更に何かあったということなのでしょう。

　そんな思考を巡らせる私とシュリアの間をチリチリと走る火花に、ご主人様は気付かないようで、『上う手まくやれそうでよかったよ』などと微妙に的外れなことを言っています。

　少し毒気を抜かれそうになりながら、最近はそういう鈍感なところまで可愛かわいく見え始めて困ります。

「それでは、まずは夕食にしましょうか。用意はできていますから」

　私はそうご主人様とシュリアに提案した。

　初戦は引き分けというところでしょうか。







　その後、全員お腹を空かせていたのでまずはご飯にして、今日は早めに休んで細かい話は翌日にするということになりました。

　ご主人様は快適な睡眠にかなりの執着があるようで、最初に奮発して泊まっていた宿に居続けることになりました。

　シュリアも増えるので、ちょうど空きがあった広い四人部屋に移りました。どうせ明日には街を離れる計画でしたので、最後の贅ぜい沢たくだそうです。

　私は同じベッドで寝ますと進言しましたが、『それだとベッドが狭いだろうがッ!!』と激しい顔で一喝されてしまいました。

　微妙に顔を赤らめていたので、私と寝ることが嫌というわけでもなさそうでしたが、それ以上に広いベッドでのびのびと寝たいという心情が伝わってきました。

　たしかに、一人用のベッドで二人で寝れば、満足に寝返りを打つ幅もなさそうです。

　うぅ、本気で怒っているわけではないのは分かりましたが、初めてご主人様に叱しかられました。

　最後に『やっぱり睡眠に関することだけは絶対に譲らん、贅沢と言われても譲らん』とまで言っていました。ご主人様のお心を測りそこねた私の失敗です。猛省しないといけません。

　しっかりとした女アピールは、これだと踏み込みすぎているみたいです。甘やかすだけだと男が逃げると教えてくれた冒険者のお姉さん、どうか加減を教えてください。

　そんなことはないと分かっていても、ご主人様に嫌われるのだけは絶対に嫌です。

　そういうわけで、ご主人様は今、安らかで無防備な顔をして寝ています。でも、だからといってちょっと邪よこしまなだけの純粋な思いを持って触れようとしたり、悪意や敵意を持って近づこうとすると目を覚ましてしまうのです。

　いろいろとチャンスそうに見えて全く隙すきがなくて、いろいろと悶える日々です。

　いつもなら明日に疲れが出ない程度に、気配を殺して触れずにたっぷりとその顔を焼き付けてから眠るのですが、残念ながら今日は他に用事があります。

「……行きましょうか」

「……はいです」

　夜が深くなり、街の全てが寝静まった頃、ゆっくりと起き上がった私たちは互いに静かに頷うなずいて部屋を出ました。

　シュリアの話についてはご主人様にあらかじめ聞いていました。そして、ご主人様を通じて、私の中にもシュリアの記憶と感情が流れ込んできて。

　胸の中を搔かき裂く暗い憎悪。

　それは確かに今、私の中にあるものと比べて遜色のないほど強いもの。

　だから、共犯者として彼女を迎えることに異論はありません。異論はありませんが、初めて直接会ってみればいろいろと、お話をする必要があるのはすぐに分かりました。

　向こうも同じことを思っていたようです。

　あれだけのことがあった日の夜にやるのは酷じゃないかという意識もありましたが、その目を見た瞬間にそれが杞き憂ゆうだというのも分かりました。

　だって、そこにあるのは疲労感なんてものではなく、ただこれからのことを考えている光でしたから。

　肉体的な疲労はまた別なので、眠ってしまうようならまた今度にと思いましたが、幸いそういった様子は見受けられませんでした。

　外に出ると、半分に欠けた月が昇っています。冷えた夜の空気は少し肌寒く感じました。

「さて、私はこういう場の経験がないので何を話せばいいのかよく分からないのですが……」

「そんなの、シュリアも同じなのです。修羅場の経験が何度もあるのなんて自慢にならないのです」

「私は一応、それっぽい原因で、ご主人様のもとにたどり着くことになりましたけれどね」

　ご主人様のことを考えると、クスッと思わず笑いが漏れる。

「まぁ、だからといって許す気なんて欠片かけらも起きませんが」

「当たり前なのですよ、それとこれとは別の話なのです。それに、あれは修羅場とは言わないのですよ、どうしようもない下衆共に優しさを踏みにじられただけなのです。修羅場はもっと純粋な思い同士のぶつかり合いなのです。『愛の舞踊場』でも『男爵一家と花の園』でも……」

「ち、近いです近いです」

　ふんすっ、と何か微妙に違った方向の怒りを見せながら寄ってくるシュリア。ご主人様に聞いていたよりもずっと、感情だけでなく表情も豊かに動いている。これもご主人様から聞いた悪魔の魔力の影響なのでしょうか。

「それに、今回のコレも、修羅場とはちょっと違うと思うです。こんな感情で向かい合う修羅場とかありえないのですよ」

「それはまぁ、確かにそうですね」

　これは、修羅場というよりもちょっとしたルール確認の場なのですから。

　だって、どちらも離れられず、どちらも害を与えられなくて、どちらも気持ちを消せない。

　なにより、自分の世界に裏切られて復ふく讐しゅうを誓った私たちが、唯一本当に互いの傷に寄り添える大切な共犯者を傷つけることなんてできるわけがない。

　だったらもう、あとは一緒に手を組むしかないでしょう。直接会うまでは『誰も彼もがご主人様に惚ほれるわけじゃない』という希望を持ってましたが、まぁ、無理ですよね。

　渇望を満たす力を与えてくれた相手で、世界で初めて救ってくれた相手で、復讐を共有してくれる相手。

　そんなの、惹ひかれないわけがないのですから。

（まぁ、もしはっきりと惹かれていなくても、仲間外れなんて絶対に嫌ですし、戦力を増強する意味でもこちらでも無理やりにでも共犯者にしてしまうつもりでしたけどね）

　なぜなら、シュリアを相手にするよりもずっと意識しなければいけない相手が私たちにはいるのだから。

「とりあえず、当面相手にするべきライバルは……」

「あの、魔王さんなのです。ズルいのです、一度目からの積み重ねなんて」

　シュリアは小さく口を突き出して分かりやすく拗すねる。

「大丈夫です、以前村に来た冒険者のお姉さんが言っていました。『所しょ詮せんは遠くにいる女より身近にいる女を男は選ぶ』って」

「なのですなのです！　色仕掛けで落とすのです。メロメロにしてしまえばいいのです。男なんて結局体が目当てだって書いてあったのです！」

「それとなくしないと駄目ですよ。露骨すぎるとご主人様は絶対に拒絶してきます。そして、一度拒絶されるとそこから抜け出すのが大変になるそうです。あくまでさりげなく、少しずつハードルを引き下げていきましょう」

「さりげなく……、そういえば、本の中でも露骨に男を誘っている女の人は相手にされないことが多かったのです」

「とりあえず目標は、いきなり意味もなく抱きついても振り払われないレベルを目指しましょう。なんだかんだ言いつつも、やっぱりご主人様も男ですから、体のアピールも有効です。あとはＭＰ酔いを上手く利用するんです。本気で嫌がっているわけではないので、ご主人様が『仕方ない』と思える理由があればイケます」

　そう、これは確認済みです。ＭＰ酔いのフリをして迫れば邪険に扱われても本気で拒絶はされません。

　本当に不快なだけならともかく、嫌がるそぶりを見せながらもちょっと顔が赤くなったりして、初う心ぶなところも本当に可愛いのです。あれは本当に卑ひ怯きょうだと思います。

「ぐ、具体的にはなにをするです……？」

「それはその、こう、ハプニングに見せかけて胸を押し付けたり、ＭＰ酔いのフリをしてキスをねだったり、……」

「わっ、わわっ、む、胸、それに、き、キス……。うぅ～、ううう～!!」

　ボンッ、と褐色の肌を真っ赤に染めてシュリアが照れる。なんでしょう、この子、可愛いですね。

　ですが、これではこちらの共犯者としては少し頼りないですね。ちゃんと調ちょうきょ……いえ、教育しましょう。

「そのくらいで顔を赤くしてはいけませんよ。ご主人様がレティシアさんとのことに踏ん切りをつけて、それを癒す時にはもっともっと大胆なことをするんですから」

　それに、こうして仕込む側に回れば、それとなく精神的に有利に立て……。

「そ、そうなのです。その時には××××に××××してもらったり、××××を××××で××××したりするのですっ」

「!?」

　耳から聞こえてきた言葉に息が詰まった。

「ああ、縄とか鞭むちとかろうそくとかで責められるのも……」

「!? !?」

「じ、実はシュリア、今日ご主人様に試された時に足で踏みつけられたのですけど、その、目覚めちゃったみたいなのです。思い出すだけでドキドキしてくるのです」

「!? !? !?」

　テレテレと恥じらいながら告げるシュリアに、お仕事ですよー、と『鉄面皮』のスキルを呼ぶ。

　ど、どうしましょう、この子、私よりずっと闇が深いです。い、いえ、愛では負けていないのでそれをご主人様が望まれるのなら受け入れる勇気はあります。

「ご主人様はきっとＳの才能があるです。ああいうタイプはベッドの上では本性をむき出しにした野獣になるのです」

「そ、そうなのですか？」

　確かに、たまに感じる性的な視線はゾクッ、とするような鋭さと野生を感じるような気が……。

「間違いないと思うです！　最初から予定してた演技でもあそこまで板につくわけないのです!!　絶対、ぜぇーったいそっちの素質があるのですよっ!!」

「そ、そう言われると確かにそんな気も……」

　そう言われて思い返す。

　普段は紳士的なご主人様なのですが、たまに私の失敗をからかう時には本当に楽しそうに笑っています。

　復讐をしている時とはまた質の違う、悪戯いたずらを楽しむような笑みもまたゾクゾクとしたりしてましたけど、まさか……。

（って、い、いけません。主導権を握るつもりが……）

「と、とりあえず、今日はここまでにしましょう。明日からはいろいろ動き出しますから、この話はそれが終わってからにしましょう」

「え？　は、はいなのです!!」

　私は再び宿の中へと戻ります。

　これは、逃げたのではありません、戦略的撤退です。







　以後、海かい人との目を盗んでは、シュリアがユーミスの屋敷からひそかに持ち出していた『教材』による勉強会が開かれることとなった。ミナリスとシュリアのレベルは着々と上がっている。






閑章　遠く勇者に欲する者






　どうして、どうして、どうして。

　最後の最後の瞬間まで、海かい人と様はあの悪魔に心を囚とらわれたまま。

　この世界で私が一番あなたを愛しているのに。

　この世界で私が一番あなたに尽くせるはずなのに。

　この世界で私が一番あなたにふさわしいはずなのに。

　けれど、あなたの隣に、私はいない。

　私の隣に、あなたはいない。

　なぜ、あんな悪魔のために涙を流すのですか。

　なぜ、あんな悪魔のために心を砕くのですか。

　なぜ、あんな悪魔をあなたは望むのですか。

　あなたがそれを望むなら、私は私の全てを捧ささげてあなたのモノになるというのに。

　そう、きっと、あの悪魔さえいなくなれば、海人様も目を覚ましてくれるはず。

　あの方はあの悪魔を滅ぼす宿命にある存在。そして私はあの方に寄り添い尽くすための存在。

　それを知った時の感動を今でも覚えている。それが歪ゆがんでいると知った時の絶望を今でも覚えている。

　だから、歪みの原因たるあの悪魔を殺してしまえば全て元の通りになると思っていた。

　そしてそれは最高の形で成し遂げられたはずだった。

　海人様が自らの剣を持って、その呪縛の鎖を断ち切ったのだから。

　……なのに、そのはずなのに。

　その時にはもう、手遅れだった。呪縛の鎖の破片は、あの方の心に深く深くめり込んで、どうしようもないほどにその魂は汚されてしまっていた。

　そのことを思い知らされてしまった。

　だからせめて、その魂だけでも解放したかった。囚われ、汚されて悪に落ちた魂も、大いなる神の御許で浄化されれば再び来世で巡り合えることだろう。

　だって私は聖女で、海人様は勇者なのだから。

　そして、私の願いが正しかったことを知った。

　間違った結末を迎えた世界はなかったことになった。気付いた時、私は呆ぼう然ぜんとすると共に、歓喜に涙した。

　今度こそやり直せる。今度こそ失敗しない。

　今度こそ、私はあなたにとって唯一無二の存在としてその魂に寄り添える。

　ああ、だから、待っていてください。

　私の愛いとしい、勇者様。




　ガタゴトと上下する馬車に久しぶりに揺られながら、私、メテリア＝ローレリアは少し旅の疲れを感じていた。

（海人様が考案されたあの揺れない馬車に慣れすぎてしまったせいですね）

　前の世界ではただただ凄すごいと思うばかりで、その仕組みについては商人のグロンドと話しているのは知っていたけれど、その内容をきちんと聞いていなかったのがとても悔やまれる。

　長時間硬い椅子に座り、地面から伝わる振動に晒さらされ続けたお尻が痛くなる。

　休憩のたびにこっそりとヒールで痛みを和らげてはいますが、そもそも経験を覚えていても体はまだ海人様と出会うずっと前、聖女として籠かごの中の鳥として閉じ込められていた頃の旅慣れない体のまま。

　海人様と試練を潜くぐり抜け、鍛え上げたレベルも、『聖魔導』『水魔導』などのスキルレベルも全てなかったことになってしまった。

　海人様との特訓の成果も、そのほとんどが無に帰してしまっているのがとても悲しい。

　けれど、そんなものはまた二人で積み重ねていけばいい。私が知る情報をもってすれば、私と彼だけでも十分に悪魔の化身を倒すことができる。そう、仲間なんて邪魔者を連れて旅をしたのがそもそもの間違いだったのだ。

　あの人には私だけでいい。私にもあの人だけでいい。

「……ふぅ、この国に来るのも久しぶりですね」

「は？　久しぶり、ですか？」

　そんなことを考えていると馬車の窓からオロルレア王国の王都オロルの外壁が見えてきて、私は懐かしさから思わず言葉を漏らしてしまった。

　その言葉を聞いた側そば従つきの侍女が不思議そうに首をかしげる。

　いけない。私はこの国に来るのは初めてということになっているのだから、こんな発言が出るのはおかしい。

「何でもありません。少し言い間違えてしまっただけです」

　少しそっけなく答えて、それ以上は聞くなと態度で示す。しかし、何も知らないこの侍女は機嫌を損ねてしまったのかと少し怯おびえ気味になってしまった。

「それより、王都に着いて挨拶を終えて落ち着いたらお茶にしましょう。あなたもご一緒してくださいね、話し相手がいないのは寂しいですから」

　悪いことをしてしまったと、その緊張をほぐしてあげようとニコリと笑みを浮かべる。

　侍女は少し顔を赤らめて「は、はいっ」と少し上ずった声で返事をした。

　私は窓の外に視線を戻すと、再び王都へと目を向ける。

　あの方から聞いた話を思い出せば、きっと今頃はまだ王都の近くにある新興ダンジョン、『ゴブリンの巣穴』で戦いの手て管くだを増やしている頃なのでしょう。

　早く、早く、早く──……。

　焦っても仕方がないと頭で理解しながらも心は逸はやり、それをこらえるために握り締めた手が服の裾に少しだけシワを寄せた。

（海人様、今度こそ、今度こそ私があなたのお側そばに……）

　会いたい、会いたい、会いたい。

　会ってその瞳に私を映してほしい、その声で私の名を呼んでほしい、私に笑いかけてほしい。

　今度はもう、勇者様を誘惑し、堕落させたあの下劣な女を勇者様のそばに近づけたりはしない。

「レティシア＝ルウ＝ハールストン……」

　名前を思い返すだけでも忌いま々いましいあの悪魔。

　海人様の優しいお心に付け込んで、その魂を絡め取った女。

　本来私がいるべき場所に割り込んできた女。

　今度は絶対に好きにはさせません。前の世界ではあの方に出会ったのはあの女に囚われてしまった後でしたが、この世界では違います。

　あの方の心をお救いし、寄り添うのは私であるべきなのです。そうでなくてはならないのです。

「め、メテリア様、やはりご加減がよろしくないのでしょうか？」

　どうやら考え込みすぎて、感情が表情に出てしまっていたようです。

「そうですね、長旅の終着点が見えてきて緊張が解けてしまったのかもしれません。少し馬車に酔ってしまったみたいです」

「そ、それはいけません、一度休憩を……」

「くすくす、慌てすぎですよ。休憩するなら街に入ってからで大丈夫です」

　侍女の焦りも分からなくはない。法国で聖女と言えば他国でいう王族と近しい扱いになる。建前だけでなく、法国の中の影響力も確固としたモノになった今の私の不興を買うようなことになっては一大事と侍女が慌てても仕方がない。

　とはいえ、本当のことを告げることもできないので、私は自分の心を静めるために、自分の道具袋の中からお気に入りのぬいぐるみを取り出した。

　両手のひらに乗るくらいの大きさのそのぬいぐるみは黒一色の髪に闇色のローブを羽織っている。

　愛しい愛しいお方を象かたどったそのぬいぐるみを、まるで本人であるかのように優しくそっと撫なでる。

（待っていてください、海人様、今すぐお側へと参ります）

　私の心はそれだけでとても穏やかになる。

　小さく微笑ほほえんで、馬車が街へと着くまでの間、ただひたすらにそのぬいぐるみに触れるのだった。

　それから更に少し馬車に揺られ、王都の門にたどり着いた。

　王都にはそれなりに人が集まっている。ルナリア法国の聖都よりも少し雑然とした雰囲気の街は活気に満ち溢あふれている。

　あと数ヶ月もして海人様がダンジョンを攻略すれば、独占していたダンジョンも一般に解放されて更に人が集まってくるだろう。

（いえ、今回は私もいるんです。数ヶ月も掛からないで攻略できます）

　王都の城下を馬車で走りながら、窓からそびえ立つ王城を見る。

（まずはアレシア王女との面会。協力を得られないようなら、秘密裏に勇者を召喚したことやその代償をネタに交渉をしないといけませんね。王城の中でもいろいろ立ち回らないと）

　海人様をかたどった人形の頰ほおをぷにぷにと触りながら深く思考にひたる。

（召喚の秘密を知っているのはギードット団長率いる王家直轄の騎士部隊と王族だけのはず。あの腐った王家がどうなろうと知ったことではありませんが、根回しをしておかなければ海人様と私の二人の旅に横よこ槍やりを入れられてしまう可能性もあります）

　そう、今度こそ万難を排して、勇者である海人様と聖女である私は結ばれるのです。

　優位は私にあります。あの王女を筆頭に、海人様を排したい相手がいても前の世界の知識がある私ならどうとでもなるでしょう。

　いえ、むしろ、そうして共に障害を乗り越えていけば、より海人様と私の絆も深まって……。

「ふふふっ」

「メテリア様、すっかりお加減が良くなったようですね。安心しました」

「ええ、もう大丈夫です。心配をお掛けしましたね」

「とはいえ、油断していると旅の疲れは一気に襲ってくるそうですから、王家の方々へのご挨拶が済みましたら今日はゆっくりと休みましょう。メテリア様の身に何かあっては一大事ですから」

　侍女の気遣いに礼を言いつつ、私は胸を高鳴らせる。

　この街に、すぐ近くに海人様がいる。

　魂をお救いするためでもそのお命を狙う日々は本当に辛つらかった。魂に住み着いた穢けがれを浄化するためとはいえ、あの方の体に刃やいばが突き立つ瞬間の、あの張り裂けそうな胸の痛みは一生忘れることはできないだろう。

　向けられる敵意が心に突き刺さり、そうして海人様の心を変質させてしまった亡き魔王への怒りが募る日々。

　けれど、そんな日々ともお別れだった。

　これからは本当にたどるべきだった世界が紡がれてゆくのだから。

「ふふっ」

　私はそれを想像し、再び笑みをこぼすのだった。





　　　　☆






「アレシア様、お加減はいかかですか」

　自室で声を掛けてきたのは顔にいくつもの傷跡を持つ壮年の男性。我が王家が抱える騎士団で最強と言われる団長であるギードットでした。

　いくつもの修羅場を潜くぐってきたのでしょうとひと目で分かる風格とその体たい軀く、そして少しシワガれたような低い声は、王女が使う部屋として飾り付けられた部屋には場違いに過ぎていますが。

　もちろん、それがどうしたという話でもありますけれど。

「ええ、問題ありませんわ、ギードット。傷も完治しましたし、あのネックレスにも外したことで掛けられるタイプの呪いはなかったようです」

　結局、ネックレスに込められた脱着不可の付与のせいで、強烈な魔力を流すことでネックレスを破壊しなければならなくなりました。

「それよりも、ネックレスの修復は進んでいますの？」

「城下で一番と呼び声の高い細工師に依頼しております。おそらくは数日中には修復されるかと。ですが、術式の方は……」

「それは、仕方ありませんね。あれは建国の頃、古代の進んだ魔術技術によって付与されたものですから。再現しようとしてもできるものではないでしょう」

　そう。そうとは分かっていても、座った足の上に置いて握っていた手に力が入る。

　あのネックレスは、ワタクシにとって第一位の王位継承権を持つことを証明するための装飾品というだけではありません。

　あれは、ワタクシが亡きお姉様から譲り受けた、大切な品なのです。

　ほかに手段がなかったとはいえ、多量の魔力を流したせいでネックレス自体も破損してしまった。

　見た目だけなら細工師に頼んで修復することもできますが、ネックレスが元の状態から壊れてしまったままなのには変わりがありません。

「……無理に急せかしたりはしませんわ。ですから、せめて見た目だけでも完璧に元に戻すように伝えなさい」

　感情を表に出さないよう、できるだけ冷静な口調でそう告げる。少しでも声を荒らげては、理不尽な八つ当たりをしてしまいそうでしたから。

　いくらギードットが長年王国に仕えてきた忠臣で子供の頃から親しくしてきたからといって、甘えすぎるわけにもいきません。

　ワタクシはオロルレア王国の第一王位継承者、アレシア＝オロルレアなのですから。

　それに、元々お姉さまの騎士であったギードットにとってもあの首飾りは大切なモノだった。それを汚されて怒りを覚えているのは、ギードットもまた同じでしょう。

「ハッ、かしこまりました」

　ギードットはそう言って一つ頷うなずきました。

「それで、用件はなんなのですか？　ワタクシの様子を伺いに来ただけということはないのでしょう？」

　親しくしているとはいえ、仮にも王女の部屋にただ様子を見に来たということはないでしょう。

　彼自身忙しくそんな暇はないでしょうし、用もなく王女の部屋を独り身の男性が訪れることへの外聞の悪さもある。

　その程度のことに頭が回らないような人間でもありません。

「はい、ひとつはご報告を。例の黒髪黒目の少年ですが、やはり残念ながらこの街には残っていないようです。表はもちろん、裏についても徹底的に網を伸ばしましたが、尻尾すら出しません」

「それで？」

「黒髪黒目、それに特徴的な黒い服となれば目撃情報もそれなりにあります。服は途中で変えたようですが、数日分の足取りは摑つかめました。裏、スラムにも出入りしていたようですが、結局、数日泊まった宿から姿を消して以降の足取りが摑めません」

「ですが、街から出たという記録はないのですよね？」

「はい、おそらくは門以外から何らかの方法で外に出たのでしょう。あの時に城にいた使えない騎士は役立たずではありますがレベルは普通にあった。それをあそこまで容易たやすく相手取ったところを見れば、それなりに強さがあるのは確かですな」

「……城壁が崩れて魔物が襲ってくる事件。たしかウォールイーターという魔物のせいでしたね。あの混乱に紛れて街を出たのかしら」

「騎士が駆けつけた時にはそれらしき人間は見当たらなかったそうです。壁が崩れた場所の前に元々廃材が積まれていたことや、情報が途絶えてからしばらくして壁が崩れたことを考えると……」

「もしかしたら壁を崩したその新種の魔物すら、あの化物の手の内だったのかもしれないということ？　発見が遅れるような場所で壁を崩して街から出たと」

　街を囲う城壁が、それも一国の王都を覆う壁がここまで前兆もなく崩れるなど前代未聞の事態です。

　壁の崩れた場所に運よく居合わせて外に出たなど、信しん憑ぴょう性せいに著しく欠けています。むしろ、自らその事態を引き起こしたと思った方がいいでしょう。

（しかし……、いえ、そちらの方がずっと荒唐無稽だわ。やはり、勇者の力に耐えきれずに暴走したのでしょう。所しょ詮せんは異なる世界の劣等種、人間の皮をかぶっただけの化物ですし）

　ふと浮かび上がった考えを首を振って否定する。

「はぁ、本当に忌々しいわ。伝承によれば来たる勇者は最初は強力な固有スキルを持っているだけの存在で、隔絶した強さは持っていないはずなのに……」

「所詮、伝説は伝聞です。自分の目で見たもの以上に信用できる証拠などありませんよ」

「……そうですわね」

（次に大聖霊様のお言葉を聞けるのはまだしばらく先ですし、口惜しいですわね。ワタクシにお姉様ぐらいの精霊魔法の才能があればもっと頻繁にお声を聞くことができたのかしら）

　神に愛されたといっても過言でないほど才能を持っていた姉のことを思う。

「……いろいろ不明な点が多すぎますが、引き続き情報を探るように。理由を探られるのは避けたいので、あくまで秘密裏にですが」

「承知しました。もうひとつの用件ですが、ルナリア法国の使者が到着したとのことです。ですからご準備のほどをお願いいたします」

　そう言われ、そういえばそろそろだったと思い出す。

「ルナリア法国の聖女様ね。まさか、彼女が直接王国に乗り込んでくるとは思っていなかったけれど……」

　ルナリア法国はルナリア教を国教とする宗教国家です。

　ルーナリスを主神とする宗教で、教義は魔の存在に鉄てっ槌ついを、地上に楽園を、弱者には救済を。

　細々な戒律を除けば基本的にその三つを標ひょう榜ぼうする宗教で、大陸では最大規模の宗教として広まっています。

　この大陸ではそこかしこに土着の信仰が根付いていますが、それが国家レベルでまとまり力を持っているのはルナリア教だけでした。

　そして、国家である以上は政治との関係を切り離すことはできないもの。いくら宗教が綺き麗れいなものでも、そこにある人間の間にはドロドロとした汚泥が溜たまる。

「対立派閥との関係の整理が上う手まくいった、という話ですが、少し信じられませんわ。聖女としての評判は何度か耳にしましたが政治的な能力に長たけているという話は聞いたことがないですし」

　ルナリア法国の聖女、メテリア＝ローレリアはルナリア教の象徴とも言うべき存在。

　聖女自身は清廉潔白、純じゅん真しん無む垢くな人物で法国では民から大変人気のある人物であるという話でしたが、全ての人間がそんな美徳を兼ね備えているわけではなく、当然そこには権力闘争が蔓延はびこる。

　法国は少し前に法王が倒れ、政情が不安定になっているため、いくら聖女といえど足場を固めるまでは法国を離れるようなことはできないはずでした。

「ですが、事前の連絡通りに聖女自らこの国まで来ておられます。内容も告げずに会談を、とやや一方的ではありますが正規の手順を踏んで会談を申し込んできている以上、完全に有力者たちを掌握したと見てよろしいかと」

「そうね。まぁ、まずは見てから判断するとしましょう。どのような人物なのか、この目で直接見てからまた考えることにするわ。例の男の捜索にあわせ余裕があるようでしたら聖女の情報も洗っておいて」

「仰せのままに、アレシア様。では、そろそろ時間ですので謁えっ見けんの間に出るようにお支度を」

「相手は法国の聖女、メテリア様ですもの。言われずとも、きちんとした格好で臨みましょう。着付け係のメイドを呼んでちょうだい」

「ハッ、それでは失礼します」

　一度きっちりとした礼をした後、ギードットは部屋から出ていきました。

　それからしばらくして、コンコンッとドアがなり、少し年を取った女性の声で「王女様、部屋の中にお入りしてもよろしいですか？」と聞こえてくる。

「入りなさい」

　ワタクシはそう声を掛け、メイドに着替えを手伝ってもらいながら、かの聖女様がどのような用件でわざわざ我が国までやってきたのかに頭を悩ませていました。







「初めまして、ユードラス＝オロルレア王。そして王妃並びに王女様方」

　オロルレア王国、王城の謁見の間。

　現れたのは、青銀というべき青みのかかる長い髪を一房に三つ編みにし、右肩から体の前に垂らして、清廉さを体現したような女性でした。

　聞きしに勝る美女で、あまり体の線がでない宗教の法ほう衣えを着ながらまるでその魅力を損なっているようには見えません。そして、異様に乳房が大きかった。

　法衣の上からでも分かるほどに、抗あらがうように存在を主張しています。

　しかしながら、柔らかな目元と優しげに見える顔だちと、その全てを包み込んでしまうような包容力を感じさせる雰囲気が性の対象としてではなく、それを母性の象徴として見せていました。

　事実、その場に臨席している騎士たちは視線を奪われながらも、そこに劣情の色はほとんどありません。

　まさに「高たか嶺ねの花」というのがふさわしい、聖女然とした清せい楚そさと母性の塊のような雰囲気を纏まとう女性でした。

「私の名はメテリア＝ローレリア。不肖の身ながらルナリア法国で聖女の称号を戴いただいております。まずはルーナリス様のお導きに感謝の意と、今回の出会いに祝福を」

　両手を組んだ祈りのポーズを取る聖女は、魔法を使っているわけでもないのに穏やかな光を纏っているように感じました。

　年齢はワタクシよりも二つ上という話でしたが、受ける印象はそれよりもずっと成熟しているように見えます。

「んんっ、メテリア嬢。今回は『親しん睦ぼくを深めたい』ということでしたが、どういったご用件でしょう。交易に関する条約なら昨年交わしたばかりだと思いますが、条文に手直しが必要な部分でも見つかりましたかな？」

　王の隣に立っていた宰相が一歩前に出て聖女に問います。

　どうやらお父様や宰相たちは今回の訪問が一年前に締結した穀物の貿易についての条文に訂正を求めに来たと思ったらしい。

「いいえ、私が今回訪れたのはそのような些さ末まつな件についてではありません」

　そう言った聖女がゆるゆると首を振ります。

　宰相たちは自分たちが予想していたものと違って肩透かしを喰くらわされた後、国家間の条約を些末と言われたことに関して鼻白みました。

　もちろん表情を取り繕ってはいましたが、幼い頃から接しているワタクシには、国の立ち位置すら左右する貿易関係の条約を些末な話と言われ、『聖女といってもこの程度か』といった感情を持ったのが簡単に見て取れます。

　ですが、そんな侮りにつけ込むようなタイミングでその言葉は差し込まれました。

「私はここに『ルナリア国の重要人物』としてきたわけではありません。『ルナリア教の聖女』としてここにいるのです」

　その言葉に謁見の間が凍りつく。

　この場にいるのは王家の人間と護衛の騎士、宰相、それから外交を担当する文官と侍女です。

　事情を知って意味を理解しているものは『まさか』という感情を抱き、それ以外の者も聖女の言葉の意味を考えています。

「それは、どういう意味かな？」

　宰相ではなく、お父様が自ら問いかける。その顔色は悪く、冷や汗もにじんでいる。

「あら、ここで話してしまってもよろしいのですか？」

　ニコリと微笑みながら言う聖女に、事情を知るものは全員悟った。

　────……この聖女は『勇者を召喚したことを摑んでいる』。

　魔を祓はらうという絶対教義を持つルナリア教の聖女としてこの国を訪れたという宣言から、政治的な理由ではなく宗教的な理由で訪れたということでしょう、少なくとも建前上は。

　そこから思いつくことなど、布教に関する援助を願うか、もしくは『勇者召喚の儀』が行われたことを知られていることくらいしか思い浮かばない。そして、布教に関する援助を求めているのならば、『この場で話してもいいのか？』という言葉が出るはずはありません。

　この場で話されて困る内容は、秘密裏に『勇者召喚の儀』を行い、その事実を隠いん蔽ぺいしていたこと。

　不穏な動きを見せる魔族を倒すために『勇者召喚の儀』は行ったが、ルナリア教の教義では勇者もまた特別な地位につけられる。秘密裏に勇者を囲い、独占しようとしたとそしられてもおかしくはないのです。

　実際のところはその通りで、最初の力のない頃に勇者に恩を売りつけて上手く操ろうと画策していたために『勇者召喚の儀』については極秘裏に行いました。

　後で何か言われようと『力のない時期に魔族に狙われては困るため、存在そのものが知れ渡ることのないように保護していた』とでも言えばそれ以上は何か言われることもありませんから。

　だが、今の状況はそれ以上に悪い。呼び出した勇者は完全に王家を敵として見ていました。あれだけのことをされて敵意を持たれていないなど冗談にもなりません。

　何の仕込みもない状態でこの事実が公になれば、王家にとって無視できない傷になってしまう。それは勇者を独占しようとしていたどころではない弱みとして周辺の国につけ入る隙すきを与えることになってしまいます。

「……宰相と騎士団長を残し、王族以外は退出せよ」

「へ、陛下？」「なぜ我々を……」

「いいから下がれ、二度は言わん」

　事情が分からないものたちは目を白黒させながら去っていく。

「あなたも下がっていてください」

「で、ですがメテリア様」

「心配しなくても大丈夫です、何か起こることはありませんよ」

「……そうですか、メテリア様がそうおっしゃられるのであれば」

　聖女の言葉にやけにあっさりと頷いた聖女のお付きは一つ礼をして去っていきました。

　そうして最後の一人が去り、謁見の間の扉が閉まります。

　これでこの場に残るのはお父様とお母様、ワタクシ、宰相のバラスに騎士団長のギードットと、目の前の聖女のみ。

　けれど、お父様も聖女にどこまで知られているのかが分からないせいでしょうか、難しい顔をして言葉を出しあぐねているようです。

　知られているのが勇者召喚を行ったことなのか、それとも、あの勇者の行動についても関知しているのか。

　だが、先に言葉を紡いだのは聖女の方でした。

「さぁ、お話をしましょう。あなた方の行動については把握しています。まずは、『黒髪黒目』のあの方の、勇者様のことについて」

「「「っ!!」」」

　その場にいた聖女以外の人間が息をのむ。

　ワタクシの脳裏に、考えるだけでも怒りの湧く化物の姿が思い起こされます。

　だが、お父様は逆に体の力が抜けたようだった。いや、諦めたといった方が正しいでしょう。

　勇者が『黒髪黒目』をしているということを知っているということは、勇者の行動を、最低でもこの国に敵対的な行動をとって出ていったことくらいは把握しているのでしょうから、誤魔化す意味もなくなったということです。

「……それで、メテリア殿。要求はなんだ」

　ワタクシはすぐさま白旗を上げたお父様に内心で舌打ちします。

　諦めるのが早すぎる。お父様にそういった方面の才能がないことは知っていましたが、負けが決まっている交渉こそ強気で臨まねば、どれだけの大敗となるか分かったものではありません。

「あの方と邪魔をされない逢おう瀬せを。私は聖女です、勇者に寄り添うべき存在ですから」

　だが、お父様の言葉にそう言った聖女は、まるで花が咲くような笑みを浮かべました。

　無茶な要求をされずにホッとすると同時に、聖女に対し気味の悪さを覚えます。

　勇者のあの行動を知っていて、なおそのような笑みを浮かべることができる目の前の少女がワタクシには理解できませんでした。

　ルナリア教では聖女とは勇者に寄り添い、支えとなって世界に慈悲の心を与える存在であるそうです。ですが、いくら勇者という存在の支えとなれることを光栄に思うべきという教えが含まれているとはいえ、心の底からそう言い切れる聖女のその盲信的な考えは欠片かけらも共感することはできませんでした。

　ただ、セリフからしてどうやら聖女も勇者の居所を摑んではいないようです。

「すまないが、王国でもその足取りは追い切れてはいない。王都内での数日分の足取りは摑めたが、それ以降はぷっつりと情報が途切れてしまっている」

（っ、口が軽すぎますわ、お父様……）

　あっさりと情報を渡してしまったことに小さく下唇を嚙かみます。けれど、この場で一番予想外の反応を示したのは聖女の方でした。

「……え？」

　あまりにも想定外の言葉を言われたように、聖女は表情を取り繕うこともせず驚きの声を漏らしました。

　だが、お父様はそのことにも気付かなかったようで話を続けています。

　最近は反王家の勢力も蠢しゅん動どうしていて、ここで法国を敵に回すのは断じて避けたいのでしょう。勇者を手中にすることで反王家の勢力を抑え込むつもりでしたが、結局それは失敗に終わってしまいましたし。

　どうやら勇者のことについて洗いざらい話すことで、これ以上は法国の不興を買うのを避けるつもりのようでした。

「召喚直後に我が娘を含め、多くの騎士に負わせた深手を見て力だけで頭の働かない相手だと思っていたが、これだけ完全に身を潜められるとなるとそうではないらしい。奴の残した言葉からいずれどこかで行動を起こすだろうから、それを待つのが一番早いかもしれん。もちろん、王国としても秘密裏に捜索は続けるが、黒髪黒目以外にこれといった特徴が見受けられない以上はやはり難しい」

「残した言葉とは？」

「『俺はお前らには従わない。お前らに渡すその屑くず共は見せしめだ。必ずそれ以上の目にあわせてやる。全てを奪い尽くしてやるから、覚悟しておけ。二度目の復ふく讐しゅう者より』だそうだ」

　お父様の言葉に、今は綺麗に消えたはずの背中の傷がズクリと疼うずく。

　それと共に憤怒の感情も湧き上がってきました。もちろん、それをこの場で露あらわにするような愚は犯しませんが。

「貴殿がどこまで詳細に事を知っているかは知らぬが、少なくともあれで終わりではないというのは確からしい。いずれ行動を起こせばその時にでも捕縛できるだろう」

　お父様はそう言ってため息をつきました。

「……度目？　……んな、……か、……で…………けど」

「メテリア殿？　いかがされた？」

　ですが、その言葉になぜかワタクシ以上に聖女の方が強い反応を示しました。お父様が声を掛けたのにも気が付かない様子で、一気に悪くなった顔色で少しうつむき加減にブツブツと小さな声で呟つぶやいています。

　勇者の足取りが摑めなかったのがそこまでショックだったのでしょうか。

「…………ても、…………か、…………レティシア＝ルウ＝ハールストンっ」

「っ」

　ワタクシの立ち位置から聖女がギリッ、と歯を食いしばったのが見えました。

　少しだけ垣間見えたその憤怒の表情にゾッ、と背筋を何かが駆け上ります。

「メテリア殿、メテリア殿っ、お加減でも悪いのか？」

「…………いえ、申し訳ありません。どうやら自分で思っている以上に旅の疲れが溜まっていたようです。お話の続きはまた後日ということでよろしいでしょうか？」

　完全に顔を下に向けた聖女はすぐに再び顔を上げると、それでも笑顔を作ってそう言いました。

　ですが、顔色の悪さは誰の目から見ても明らかであり、同じく微笑んでいるのに、そこに先程の花が咲くような笑顔はありません。

「そ、そうか。メテリア殿に万一のことがあっては我が国も困る。話の続きはまた後日とすることにしよう」

　聖女は最後にもう一度祈りの姿勢をとり、綺麗に礼をした後に謁見の間から出ていきました。

（レティシア＝ルウ＝ハールストン？）

　ほとんどなにを言っていたのかは分かりませんでしたが、一番最後に聖女の呟いた名前だけはハッキリと聞き取ることができました。

　聞き覚えのないその名に、ワタクシはどこか不吉なものを感じていました。





　　　　☆






「ぁぁあああああっ!!　ああっ、うぐぅうううっ、ああああああっ!!」

　そこは王城の一室。

　国賓として居留を許された部屋の中で、聖女様は正気を失ったように用意されていた寝具に向けてその感情を吐き出していた。

「なんでっ、なんでっ、なんでっ!!　どこまでっ、海人様とっ、私のっ、邪魔をっ、すればっ、気が済むのですかっ!!　悪魔めっ、悪魔めっ、悪魔めっ!!」

　暴れ回る感情を叩たたきつけるように手にした枕をベッドの上に叩きつける。

　私が聖女様のお付きになったのはこの国に来る直前で、聖女様のことをよく知っていると言えるほどの時間を一緒に過ごしたわけではない。

　けれど、こんなに感情を露わにし、そして明らかに『怒り』、いえ、『憤怒』と言えるような表情と行動を取ったところを見たことがない。

「どうしてなのですかっ、どうしてこの世界でもあの方の魂は囚われているのですかっ!!　まだのはずなのにっ、今度こそ私がお救いするはずだったのにっ!!」

「め、メテリア様？　いかがなされたのですか？」

　見たこともない聖女様の態度に内心ビクビクとしながらも、その行動の理由を聞く。

　そもそも、聖女様が何に怒りを覚えているのかが私には分からない。やはり、無理を言ってでもあの場で聖女様を一人にするべきではなかったのだ。

「あの女っ、魔女っ、汚さないでっ、あの方は私の、私の……っ!!　うぅ、うううううううっ!!」

　しかし、聖女様には私の声も聞こえていないようだった。

「メテリア様……」

　心を乱す聖女様を、私は何もすることもできずに眺めているしかなかった。






第四章　大迷宮へようこそ!!






「…………」

　エルミアを離れ、シュリアの故郷からも離れた俺たちは次の目的地へ向けて旅を続けていた。今はちょうど日も暮れてきたので野営の準備をしているところだ。

　エルミアの街ではユーミスの屋敷から装備品以外にもいろいろと道具を拝借してきている。

　魔物避よけや生物感知の結界具も拝借してきたので、今はもう夜の見張りをするために罰ゲームのようなあのファジー草を飲む必要もない。

「あの……、ご主人様」

「ん？　なんだ？」

「あっ、いえ、何でもないです」

「そうか」

　何かを言いかけたミナリスが口を閉じる。

　このところ、こんな会話が増えている。理由は分かっている。俺がグレンとのことを、いや、正確にはレティシアのことを何も話していないからだ。

　俺の記憶を全てではなくとも持っているミナリスたちも、グレンの、というよりレティシアについての断片的なことは知っているだろうが、共有した記憶はあくまで復ふく讐しゅうに関係する怒りの記憶。

　一応、あいつのこともあるから、ある程度の情報は伝わっているだろうが、レティシアとの記憶の大部分はこの世界で心から笑っていた記憶だ。

　つまり、そういった記憶についてはほとんど伝わっていないだろう。

　二人も、特に隠してもいないのでレティシアのことを俺が大切に思っていることも知っているだろうし、二人とも復讐の共犯者とはいえ、年頃の女の子だ。いわゆる人の恋バナのようなものに興味があるのはうちの妹様がそうだったので知っている。

　ミナリスもシュリアも基本的に純粋でいい子なので、この二度目の世界でまず結ばれることがないレティシアとの記憶について聞きだすのはためらっているのだろう。それでも、今後の復讐のために知っておいた方がいい情報もあることも確かなので、結果、ミナリスとこのような会話が増えているのだ。

　ただ、それを分かっていながら話をしていないのは、どうにも恥ずかしさが先立って自分からは切り出せずにいたからだ。ヘタレと言うなかれ、だって面と向かって好きだった、いや、好きな人との出会いの話とか恥ずかしいでしょうよ。しかも、恋人だとか夫婦だとか、そういう関係にしっかりとなったわけでもなかったし。

　更に言えば、直接聞かれたわけでもないのに、自分からいきなり語り出すとかどうよ？　しかも、好き合っていたとは思うけど、せいぜいキスどまりだったし……。

　あとやっぱり恥ずかしいし。

「今日はあったかいシチューとか食べたいのです。お肉たっぷりだと嬉うれしいのです」

　俺が胸中で誰とも知れない相手に熱い自己弁護を重ねていると、シュリアはその空気を変えるように言った。……でもまぁ、そろそろ潮時だろう。

「そうだな。せっかくだから、さっき狩った『グレイトフル・ボア』の肉を使ったシチューにするか。今日の晩飯は俺が作るよ」

「え？　ご、ご主人様がですか？　おっしゃっていただければ私がお作りします。そ、それとも、その」

「いや、別にミナリスから料理番の役目を奪ったりしないから涙目になるなって。ただ、この料理は俺が作りたいんだよ」

　少し涙目になるミナリスの頭をポンポンと撫なでる。

　どうにもミナリスは、自分の作る料理にアイデンティティを感じてるみたいだ。ミナリスの料理は美味おいしいし、別にいいけど。

　俺は鍋と携帯かまどを取り出すと、いくつかの野菜と水を用意する。

　それから解体して丸袋にしまっていた『グレイトフル・ボア』の肉を心剣で骨ごと裁断し入れる。

　こいつは不ま味ずい肉ばかりのボア種の肉の中、他を寄せ付けないほど更に圧倒的にマズイ肉だった。それも火を通すとどんどん筋張って硬くなり、旨うまみが消える。

　それを知っているのか、ミナリスは少しオロオロとしている。だが、実はこの肉には秘密があり、骨ごとぶつ切りにし、早はや摘づみのリコルの果実酒と一緒に煮込むと全く別物と言っていい肉に化ける。

　そのネタばらしは、微妙に困ってるミナリスの姿が面白いので後にすることにしよう。

　そして最後にいくつかの調味料と件くだんの果実酒を入れた。

「あとは煮込むだけだ。まぁミナリスの料理と比べられるようなもんじゃなくて悪いが……。さて、出来上がるまでちょっとの間、俺の話聞いてくれるか？　レティシアの話だ」

「そ、それは、……はい」「シュリアも聞きたいのです」

　二人とも少しためらいながらも確かに頷うなずいた。

　いつまでもウジウジとしているわけにもいかない。届かず失ってしまった日々を思えば今もまだ少し胸が疼うずくが、こんな調子ではまたあいつに『情けない奴じゃの』とからかうように笑われるだろう。

「といっても、まぁ、そんなに話すようなこともないんだけどな、あの火か炎えん竜りゅうの子供、グレンはそうだな、レティシアのペットみたいなもんだ。俺に会うより少し早くレティシアが拾ったとか言っていたけど、あの様子だとまだレティシアと出会ってはいないみたいだったな」

　正直、グレンについて話せることはこんなものでしかない。具体的な能力については記憶の中で見ているだろう。

　だから、二人が知りたがっているのは俺の中で、この世界で数少ない優しい記憶。

　新しい記憶になればなるほど、レティシアとの記憶には余計なものが混じり始める。だから、レティシアのことを話すなら、初めて会った時のことを話すことにしよう。

　それなら、話し出すのはきっとこんな日がいい。

「俺がレティシアと出会ったのも、こんなよく晴れた一日の終わりのことだったよ。この世界に来てだいたい一年が経とうとしていた頃、帝国北部、獣国との国境の境目付近の僻へき地ちを旅しててな。あの頃はまだ、この世界で言う平均的なＡランク冒険者の端に掛かるかってぐらいの力しか持ってなかった。そりゃ、奥の手の一つや二つはあったが、正直大手を振っていられるほどの力もなかったから、表に出ないようにして力を溜ためてた」

　王都近くのダンジョンをクリアし、エルミアの街で大量のアンデッドを撃退した後。

　帝王の協力を得て、帝国に設置された伝説級のアーティファクト『転移門』を利用して旅路を大幅に省略しながら、いろいろなダンジョンを回っていた。

　そしてその頃の俺は、溜め込んでいた望郷の念やいろいろな不安を発散できず、かといってそんな感情を見ないフリをして過ごすのにも限界が来ていた。そんな想いをかき消したくて、どうしようもなく焦りまくって無茶なレベリングを繰り返していた。

　俺はその頃のことを思い出しながら、グルグルと鍋をかき混ぜて語り出す。

「あの頃の俺はどうしようもなく、この世界にいることが苦痛だった。なんで俺がと何度も思った。勇者っていう役割に興奮したことも、まだ大切な仲間で友人だと思っていた仲間や、この世界で知り合った人を守りたいと思っていた気持ちも噓うそじゃない」

　けど、と俺はあの頃に感じていた感覚を思い出しながら言葉を続ける。

「確かにそれも噓じゃなかった。ただ、それだけでは自分の気持ちを誤魔化すのは限界に近かったんだ。召喚されてから一年、ゲーム感覚の、理由のない希望じゃ不安を押し殺せなくなってきてた」

　ゲームや漫画や小説で、異世界に行き冒険をする主人公を何人も見てきた。

　だから、そういうものに親しんできたからこそ、ここはゲームの世界だと、そんな風にしか感じられなかった。いや、正確にはゲームの世界だと思おうとしていたのだろう。

　だって、ゲームの世界にはきちんとクリアの方法が作られているから。

　勇者だのなんだのと煽おだてられたところで、いつ元の世界に帰れるのかなんて分からない。普通に考えれば分かることだ。魔族だの魔王だのといっても、国の対応を見ればその実態は一つの国であることぐらいは分かる。

　たった数人で一つの国を、その王様を倒す。

　元の世界じゃ絶対にできるわけがない、そんなの子供でも分かる。

　俺にはまるで、一匹だけで虫かごに押し込められたセミのような気持ちだった。

　時間が経てば経つほど、俺の人生を丸ごと、閉じ込められて吸い殺されているような気がして、だから、あの頃はただその虫かごから逃げ出せるだけの力を求めて焦っていた。

　何も考えないように、何も気付かないように、絶望しないで済むように。

　いつか帰れる日まで、心が折れずに済むように。

　無意識の底で、俺はこの世界がゲームであることを望んでいた。それが俺にできる精一杯の抵抗だった。けど、一年も過ごせばここがゲームの世界じゃないことぐらい、嫌でも思い知らされる。

　殺し殺されが当たり前にある空気の中で、俺は技術を磨いていたのだから、いつまでもゲーム感覚でなんていられるはずもない。

「とにかく、強くなりたかった。少しでも早く強くなって、魔王を倒して、元の世界に帰りたかった。だからあの日も、俺は夜に一人パーティーを抜け出して魔物を狩っていたんだ」

　街に着けば鍛錬、旅をしている間は魔物が出ることを願い、ダンジョンにたどり着けばただひたすらに戦闘を行い、パーティーが寝静まれば一人で狩りを行う。

　休みの時間を削って。

　食事の時間を削って。

　睡眠の時間を削って。

　頑強になった体をいいことに、人間らしいことを極限までそぎ落としながら、そんなことをただ繰り返す毎日。困っている人を見れば黙って見過ごすことができないくせに、助けるために掛けた時間に後になってから焦りを覚える。

　自分の中があちこち矛盾だらけになっていく日々。

　勇者としての人助けと、強くなるということのために自分を削り落としていく日々。

「そんな時にさ、何の脈絡もないほど突然に地面に穴が開いて地の底まで真っ逆さま。場所は未発見のダンジョン、まぁ人を小馬鹿にした性格の悪いダンジョンだったよ、俺がレティシアと出会ったのはその時だ」

　きっと、それが俺にとって、この世界が本当に始まった日だった。

　この世界に殺されているんじゃなくて、この世界で生きているんだと考えられるようになれた、その分岐点。

「今、シュリアが着ている服は『着物』っていうんだが、それ、俺が元いた世界の、俺が生まれた国の民族衣装なんだよ」

「この服がなのです？」

　シュリアが服の腕の袖をぴらぴらと揺らす。

「そうだ。初めて会った時のレティシアも細部はだいぶ違うが似たような格好をしててな。俺はそれを見て驚いて目を丸くしてたよ、あの頃はこの世界にも着物が広まってるなんてことすら知らなかったからな」

　俺は、あいつと、レティシアと初めて出会った日のことを思って、心に暖かさと羨せん望ぼうの痛みがよぎるの感じながら、努めて冷静に話し始めるのだった。





　　　　☆






　倒す倒す倒す。

『ギャルォア!?』『ボグッ!?』『グゥェエエ!?』

「っ、宿れ翠すい緑りょく『癒しの緑』」

　突っ込んだ魔物の群れを心剣で切り払いながら、放置するには多い傷は腰に吊つるした【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】で治す。

（これじゃあ遅い、まだ、もっと速く……）

「はぁ、はぁ、はぁ」

　何度も魔物の体を裂き、貫き、切り飛ばす。

　こんなのはただのゲームと同じだ、敵を倒して経験値を稼ぐだけの単純作業。放課後に友達とやったゲームと何も違いはない。

　この勇者の体は、レベルさえ上げれば馬鹿のような化物に作り替わっていくのだから。

　だから、一体でも多く経験値を手に入れたい。

　剣の振りが遅いから、腕の力が弱いから、身のこなしの速度が足りないから、俺はまだ、元の世界に……──。

「ガルウウゥ!!」

「づぁっ!?　ぐっ、らぁあっ!!」

　……余計な思考を混ぜすぎた。

　左の肩口を嚙かまれた痛みで自身に喝を入れ、再び戦闘への集中力を引き上げる。

　後ろ手を回すように体に喰くらいついているベイオガルムを切り裂いて、緩んだ口を肩から離すと足でガルムの体を蹴けり飛ばした。

『ガルゥウウウッ!!』『ギャウラッ！』『ガルガッ!!』

「ふぅー、まだ足りない。もっと強くならなきゃ、帰れない。宿れ森を守護せし翠緑の光膜『癒しの緑』」

　取り囲むようにこちらを睨にらむ魔物の群れ。

　長い詠唱で消費魔力を抑えながら、【翠緑の晶剣】で嚙まれた傷をある程度まで癒す。

「父さん、母さん、舞まい。絶対帰るから待ってろよ」

　丸袋から取り出したＭＰポーションを飲み乾し、細かい傷にＨＰポーションを振りかけて体力と一緒に回復させる。

　空き瓶を放り捨て、俺は目の前の魔物の群れに再び突っ込んでいった。







　ベイオガルムの群れを殲せん滅めつした俺は、ローブに付与された『クリーン』の魔法で返り血を綺き麗れいにし、自分のステータスを確認していた。

「まだ、レベル１２５か」

　レベルが上がってきてからある程度の攻撃では怪我をしなくなった。

　それに加え、最大ＨＰも、休憩することで回復する速度も上がってきているので、こうして夜な夜な魔物を狩るようなことをしても体力がもつ。

　このＨＰ、思ったよりも複雑な数値のようで、怪我や毒などで削られるほか、体力を消耗しすぎたり病気になったりしても減っていく。

　おそらく、『これだけ喰らっても大丈夫』という数値ではなく、生命力のような総合的な生きる力を示したものなのだろう。

「休憩時間当たりの回復量がまた伸びてる、もう少し狩りのペースを上げるか」

　ファジー草の煎じ茶を飲みながら、ステータスを確認していると、その回復量が若干増えてきているのが分かる。

　ポーションでの回復は緩やかなものだし、大量に飲んだからといって効果が増すものでもない。だから、時折普通に休憩して自然に回復するのを待つ必要があるのだが、これなら休憩を減らしてもっと回転率を上げてもよさそうだ。戦闘中でも、ポーションの効果で回復は続くのだから。

（少し、疲れたな）

　俺のレベルはこの世界でも一流と呼べる。だが、それでも俺ぐらいの強さの人間はほかにもいて、そのレベルでは魔王を倒せないから俺が呼ばれたのだ。

　立ち上がった俺は一つため息をついて、いつまでこんなと、続きそうになる考えを振り払った。

　考えてもどうにもならないことを考える時間なんて俺にはない。ただ、強くなることだけが、今の俺が優先して時間を費やすべき事柄なのだから。

「早く次の魔物を探しに……っ、なっ!?」

　と、その瞬間、唐突に地面が口を開く。

　まさにそんな表現がピッタリとあてはまるように、地面に突然大きな穴が開いた。

　バッ、と手を伸ばすが穴は大きすぎてその縁に指の先さえ掛からない。

「うっ、おっ、ぁああぁあああああぁああっ!!」

　一瞬だけ時間が止まったような、そんな時間が引き伸ばされるような感覚を味わった後、胃がせり上がるような浮遊感に抗あらがう術すべもなく暗い地の底に吸い込まれた。

（マズイマズイマズイッ!!）

　耳元を空気が切る音がする。

　混乱する頭でとにかく足から落ちないと、と宙で体勢を整える。

　落ちていく先に遠く地面が見える。だが、ぐるぐると回る思考はそれ以上に益のある考えを生み出すことはできず、俺はとんでもない勢いのまま、地面に足をつくことになった。

「づぅぁあああぁああっ」

　ドッシーン!!　と文字でも浮かんできそうな衝撃に全身が痺しびれる。

　反射的に落ちてきた穴を見上げると、はるか遠くに穴の入り口が見えた。

　その高さは、俺の世界での高層ビルを思い起こさせるほどの距離があった。

　しかも、その穴はまるで生きているかのようにゆっくりと小さくなっていく。

　そしてついには、最初からそこに何もなかったかのように跡一つ残さずに消えてしまった。

「うぉおおおい、どうすんだこれ」

　予想外の出来事に呆ぼう然ぜんとしたまま動くことができなかった。

　少しして落ち着いて周りを見回すと、そこは明らかに自然物ではない四方形の白い部屋。出口は正面と左右の三ヶ所だけ。

　光源は見当たらないのに暗くはなく、肌で感じる雰囲気が違和感を訴える。

「ここ、ダンジョンか？」

　ぽつりと呟つぶやく。

　じっとりと肌に纏まとわりつくような魔力の感じは間違いなくダンジョン特有のものだった。しかも、この辺りにダンジョンはないはずだから、未発見のダンジョンか。ついてない。

「しっかし、本格的に化物じみてきたなこの体」

　手首を回したりして体に異常がないか確認しながら周囲を警戒して歩いていく。

　一応、紐ひもなしバンジーをリアルで実行したのだ。元の世界の常識なら一瞬でグロ画像に早変わりしてしまうのは確実な落下距離。しかし、骨折どころか捻ねん挫ざもしていないようだった。

「元の世界に帰る頃にはこれ以上の化物になってるんだよな……、気を付けないと」

　もし、この力を持ったまま帰ることになるなら、何かの拍子にその欠片かけらでも力を露見させてしまえば確実に大騒ぎになる。そんなのは御免だった。

「ってうおっ!?」

　ガコンッ、と音がして観音開きのように床に端から端まで穴が開いた。だが、先程とは違いダンジョンだと警戒していたおかげで寸前に背後に飛びのいて避けることができた。

「こっちじゃなかったか」

　飛びのくとすぐに閉じた落とし穴を見て、俺は元来た道を引き返して元の部屋から他の道を進む。

「ち、こっちも外れか」

　だが、再び選んだ道も落とし穴が設置されていた。こちらも直前に背後に飛びのいたので実害はなかったが、俺が離れると再び落とし穴は閉じてしまった。仕方がないので再び道を戻り、最後に残された方の通路を行く。嫌な予感を抱え、道を歩いていくのだが……、

「なんだこれ、クソ野郎かよ」

　嫌な予感は的中した。

　警戒しながら踏み出した足元に、ガコンと大きな穴がまたしても開く。

　いきなりご招待の上、どこの通路を行っても巨大落とし穴とは。クソゲー決定である。

「まぁ今の俺なら助走をつければ飛び越えられるか」

　落とし穴が開いた距離は十メートル近くあった。

　跳べれば世界新記録どころの話ではないが、今の俺なら特に問題はない。

「誰が落とし穴になんて落ちてやるかよ。せーのっ!!」

　ダッ!!　と勢いよく落とし穴の手前でジャンプしたのだが、そろそろ落とし穴を飛び越えられるかといったところで何かに宙で激突した。

「がっ!?」

（壁ッ!?　コレッまさか絵か!?）

　予想外の事態にまたしても余裕が奪われる。

（とにかく壁を蹴って離脱を……っ!!）

「んなっ!?」

　だが、それよりも早くまるでこちらの行動を読んでいるかのように俺の頭上にハエタタキのような物が現れ、振り下ろされる。

「こっ」

　どう考えても避けられるタイミングではなく、俺は負け惜しみとばかりにやり場のない怒りを叫ぶしかなかった。

「リアル孔明ぃぃいいっ!?」

　有名なゲームに仕掛けられるという伝説のトラップ『孔こう明めいの罠わな』に嵌はめられ、ちょっとした奇妙な感動を覚えながら俺は再び穴の底に落ちていく。

「ちっ、くしょっ!!　こんの!!」

　ものの見事に回収してしまったフラグに悪態をつきながら、心剣を作り出して壁に突き立てることで減速を図る。

「止まれっ、このっ!!」

　ガガガガガッと石の壁の表面を削りながら、なんとか少しずつだが落下速度が落ちていく。

　止まるために更に気合を入れて剣を突き出す。

　ある程度まで減衰できたら、この体は傷どころか痛み一つ負わないだろうことは一度目の落とし穴で確認済みだ。

　そういう意味では制止状態にまでする必要はなかったが、なんかもう意地だった。負けたくない。

「っ、ギリギリ止まったか」

　そして、最初よりは短い落とし穴が終わる寸前で速度をゼロにすることに成功した。

　切っ先の十数センチを喰い込ませた剣に片手でぶら下がり、ちょうど下を見た時だ。

「ん、なんじゃ？　誰じゃお主」

「……」

　聞こえてきた声に返事を返すことはできなかった。

　そこにいたのは、赤よりも深い紅くれないを湛たたえた髪と、黒真珠よりも強い輝きを放つ黒の瞳、小柄な体たい軀くと白絹の肌を持つ一人の少女。

　美しさとあどけなさの両方を感じさせる少女からは、子供以上大人未満という印象を受けた。

　はっきりと言って、とても可愛かわいい美少女だった。これが平和な世界でなら一発で一目ぼれしていたかもしれない。

　アレシアやユーミスも美少女で美人だったが、好みで言えば一番この子がタイプだ。

　そんな少女が地面に座り込み、何やらスープのようなものを作っている鍋をグルグルとかき混ぜている。だが、今の俺にはそんな容姿の美醜なんてどうでもよかった。

　少女がその身に纏っていたのは、この世界で俺が一度も目にしていなかったもの。

　俺の世界の、俺の国の、伝統的な民族衣装である、『着物』。

　赤い髪に映える黒を基調としたその和装には、数羽の白い鳥の柄が入っていた。

　純粋な着物というわけではないようで、足を隠す丈は短く、膝ひざの上までしかその足を覆ってはいない。着物というよりも、着物ドレスといった方が正しいような形状だった。

　それでも、この世界で初めて見た『和』のテイスト。

　焦がれて止やまない元の世界の面影に、ガツンと頭を殴られたような気がした。

「？　誰だかは知らぬがっ、まさか、この鍋が狙いかっ!?　そうだとしたら許さぬぞっ!!　この鍋は妾わらわの鍋じゃっ、とっとと立ち去れ」












「っ!?　うおわっ!?」

　一度怪け訝げんな顔をしたその少女は、かき回していた鍋の棒を置き一瞬で魔力を練り上げて、こちらに向けた手のひらから火球を放ってきた。

　あまりに滑らかで早すぎる魔法の発動に俺は中途半端にしか対応ができなかった。

　チリッと耳元をかすめるように凄すごい速度で通り過ぎた火球が、背後の穴壁にぶつかって爆発する。

　ただの威嚇のつもりだったようで大きく怪我をするほどの威力はなかったが、背後から爆風に煽あおられて突き刺さっていた【始まりの心しん剣けん】が壁から抜けてしまった。

「落ちっ……」

「あっ、バカこっちに落ちてくるでないっ!!」

　再びその少女がこちらに手を向けるのが見えた。

「くそっ、そう何度もやられるかっ!!」

　また火球か、それとも今度は水か、風か、土か。

　どれでも構わない、ただ全力で叩たたき切るっ!!

「はえ!?」

　だが、使われた魔法はそういった性質ではない予想外のもの。

　多分性質は風なんだろう、俺が落ちていく先の少女のもとを覆うように、ドーム型の防護壁のようなものが現れている。

　そこに攻撃の意思は感じられず、おそらくはただ本当にこっちに落ちてこさせないための魔法。

　しかも、何もせずに身を任せていれば綺麗にストンと地面に下ろされただろう。

　とっさとは思えないほど緻密な魔法の制御に瞠どう目もくしながら、残念ながら俺が振り下ろそうとしている腕がもう止められないことも自分で理解していた。

「なっ、斬られ……!?」

（あぁ、その、マジすいません）

　少女にとってもその風の膜が斬られたのは驚きだったようで、驚きと共に顔を引きつらせているのが分かる。

　その顔を見ながら俺は重力が命じるままに地面に落ちた。グツグツと煮え立つその鍋の上に。

「あっぢゃあああぁあああっ!!」

　ガリャンッ!!　と音を立てて鍋が転がり、俺の右腕に何かドロッとしたものが掛かる。

　俺は慌てて道具袋から水の入った革袋を取り出してかけると、続けてＨＰポーションをふりかけて火傷やけどを癒した。

「あ、あああっ!!　せっかく、せっかくようやくマトモな感じになったというのに……」

　転がった鍋の前で少女は両手と膝をついて、『orz』な姿でうなだれている。

「あ、いや、その……」

　その少女が発する悲壮感に、俺は声が掛けられなかった。

　見回せば、先程落ちてくる前の部屋と同じような作りの部屋。違うのは部屋の片隅に掛け流しの水飲み場のようなものがあることと、微妙な異臭を放っている料理らしき物体Ｘたちの残骸が廃棄された謎のコーナーがあること。

　何かもう、それだけでいろいろと状況が理解できてしまった。少女の名誉のため、マトモらしい料理の様子については黙秘させていただく。

　とりあえずこの場は謝罪を優先するべきだ。

「悪か……」

「なにしてくれるのじゃっ、このたわけぇっ!!」

「がふっ!!」

　頭を下げようとした俺に、上から振り下し気味の右フックが突き刺さる。

　そこに手加減の三文字は明らかに存在していなかった。

　まぁ、とりあえずこれでこの女の子の気も済んだだろう。と、思ったのだが、

「いってぇ、ためらいの欠片もないとか。まぁ、とりあえずこれで手打ちってことに、っでぇ!?」

「するわけないじゃろっ!!　このノッペリ顔がっ!!」

　油断していたところに今度は反対側から平手が入る。

「こ、こいつ、人が下手に出てれば調子に乗りやがって……、だから」

「うっさいのじゃハゲッ!!」

　ガンッ、と今度は下から振り上げるアッパーと共に、事実無根な罵ば倒とうを浴びせられた。

　何か、頭の片隅でブチッ、と膨れ上がる荷物を縛っていた紐のようなものが切れる音が聞こえた。

　今のこの状況とか、いろんな疲労感とか、着物で元の世界のこと思い出したりとか、そもそも異世界に呼ばれた理由とか、急いでいるのにテンプレのように襲ってくる厄介事、帰れない自分、弱い自分。

　殴られたことはただのきっかけに過ぎなかったのだろうが、今まで澱おりのように積み重なってきたものがまるで火をつけられたかのように弾はじけ飛んで、限界を超えた。

「ハゲてねぇよっ、このバカ女がっ!!」

　最後に残った欠片のような理性がした仕事は「女を直接は殴れない」ということだけで、バッと構成した【ハリセンの重じゅう羽ば剣けん】で思いっきり目の前の女の頭を張り飛ばした。

「い、痛いっ、なんじゃ!?」

　パァアアンッ!!　派手な音を立てたハリセンだが、こいつは魔力を通さなければタダの紙ハリセンな心剣なので、特に怪我をさせることもない。

　【ハリセンの重羽剣】は魔力を流すと、魔力でできた非生物を直接弾き返したり、霧散させたりできる心剣だが、直接的な攻撃力はほぼ皆無だ。

　つまり、良心の呵か責しゃくもなく思いっきりハリセンを振り抜ける。

「たかが飯だろうがっ!!　っていうかどう見たってマトモな料理になってねぇよっ!!　どうせあっちの生ゴミと同レベルだこの赤頭っ!!」

「いたっ、イタッ!?　こ、このぉ～っ!!　言うに事欠いて生ゴミじゃと!?　しかも母上から譲り受けたこの髪を侮辱したなっ!!」

「事実しか言ってねぇだろうがこのチビッ!!　なんの料理かしらねぇが何をどうやったらあんな料理が出来上がるんだ!!　なんかドロっとしてゴポゴポして色もよく分からんマーブル模様だし人の食いもんじゃねぇだろう!!　それにお前の頭の色もちゃんと赤いだろうがっ!!」

「さっきの言い方に悪意があったんじゃ!!　それに妾はチビではないっ、収まりのいいキュートな身長をしておるだけじゃ！　お前の目は節穴かっ、妾の美はこれで完成されておるんじゃアホッ!!」

「ハッ、自分で自分のことを『妾の美』とかマジウケるんですけどぉ。自意識過剰にも程があるわプププッ」

「な、ん、じゃ、とぉ～!?　もう許さんっ、絶対許さんっ、泣いても絶対に許さんからなっ!!」

「っ!?」

　魔力を練り上げるのを感じて、一歩後ろに跳んで身構える。先程のことを考えれば一瞬で魔法が飛んでくるはずだ。だが、先程よりも魔法の発動に時間が掛かっている。といってもコンマ数秒で発動していたものが、二秒程度に引き伸ばされたぐらいだ。

　しかし、そうして発動したのは、想像していた攻撃魔法とは違うものだった。

　シュンッ、目の前から姿を消した少女、いや、赤頭が少し離れた位置に移動する。

「短距離転移っ!?」

　驚く俺を置き去りに、手のひらを頭上に向けて五個のボール系の魔法を待機させている。凄い魔法の制御能力だ。

（水に土、ほかにあれは闇、ヤシの実みたいなのは植物か!!　最後のあの赤と灰のマーブル色のやつはなんだっ!?）

「ちょっ、まっ!!」

「待たんわ、許さんといったじゃろうっ!!」

　そう叫んで少女が手を振り下ろす。

　五個の球体が四方に散り、ボール系ではありえないような速度で、しかも複雑な曲線を描きながら迫ってくる。

　さっきのように一瞬で発動し、それも複数の属性で、しかも基本六種に含まれない特殊な属性も織り交ぜて。俺の知っている中で最高の技術を持つユーミスにだってこんなことはできない。

「チッ!!」

　残念ながら全て避けきるのは厳しいと判断した俺は、だったらせめてと、一つは喰らうのを覚悟してやり返すことを考える。

　視界には制御された魔法と、こちらを見てニヤリと笑っている赤頭の顔が見える。

（一番被害が少なそうなのはあのヤシの実みたいなやつ。水と土と闇は躱かわして、残りのわけの分からん属性は）

「打ち返すっ!!　だらっしゃあああっ!!」

　魔力を流したハリセンが金属質な鈍にび色いろへと代わり、それを左から右に横よこ薙なぎにするようにして最後の正体不明の魔法を打ち返した。

「ふぁあっ!?　打ち返……っ、で、でたらめじゃ……っ!!　むわっ!?」

「がっ!?　ベェッ、なんじゃこりゃ!?」

　俺が三つの魔法を躱して、謎の属性魔法を打ち返すとほぼ同時に別方向から迫ってきたヤシの実のような魔法が俺に直撃した。

　バカリッと割れたヤシの実の中に込められていた謎の液体が俺の体に降り掛かる。

　俺が打ち返した剛速ライナーもきちんと赤頭に直撃しているのが見えた。どうやらあの魔法の正体は煙の魔法だったようで、当たるとその場で拡散して赤頭を薄く赤に色づいた煙が覆っている。

　だが、その様子を確認する俺の余裕はすぐに奪われた。

「か、かゆいぃいいいいいいっ!!　全身痒かゆいいいっ!!」

「し、シミるのじゃああぁあっ!!　目が、めがぁあああっ!!　鼻が、粘膜がヒリヒリするぅ!!」

　痒い痒い痒い痒い!!

　全身を蚊にでも刺されたかのような痒みが走っている。

　一方、煙から這はい出してきた赤頭は目からボロボロと涙をこぼしている。

「おぉおおおおっ、おま、お前っ、なにしたこれっ!!」

「ふ、ふんっ、まいったかぁあ、それはウシルの樹液で皮膚に触れれば一時間は痒みがぁああっ、シミるぅううう、肌がヒリヒリするのじゃああっ!!」

　不敵な顔で笑いながら、勝利宣言じみたことをしようとしたようだったが、ボロボロと涙を流しながら鼻の頭を真っ赤にしていては迫力など欠片もなく、終しまいには再びうずくまってしまう始末。

「い、一時間、一時間もこのままっ!?」

　絶望的な話に軽く卒倒しかけ、そのまま気を失ってしまえればよかったのだが、痒みでそれもできなかった。

「かゆいぃぃいいいッ!!」

「シミるぅぅうううッ!!」

　俺たちはその場で床の上をゴロゴロと転げ回りながら、地獄のような時間を過ごすことになるのだった。







「ぜぇ、ぜぇ、ああぁぁ、まだ体のいろんなところが痒い気がする」

「はぁ、はぁ、ううぅぅ、目が、鼻が、シュリシュリするのじゃあ。まだ涙が止まらんのじゃ……」

　あれから少しして、赤頭が部屋の片隅にあった掛け流しの泉の中に飛び込んだのを見て、俺も後を追ってその中に飛び込んだ。

　しばらくバシャバシャと必死に全身を洗って、這いずるように出た先で俺は肘までビッタリと地面につけたまま四つん這ばいになっている。

　俺の隣で赤頭も同じような格好になっていた。

「て、てめぇ、この赤頭、なんてもの使いやがる」

「ふ、ふんっ、ざまぁ見るのじゃぁぁああ」

「涙目で何言ってやがんだっ、まだ鼻声じゃねぇか。ううっ、くそっ、ムズムズするぅ」

　肌を見てもカブれていたりする様子はないが、ピリピリするような微妙な違和感が抜けずにいる。

　魔法の威力や効果は魔耐の分だけ減衰率が上がる。つまり、こいつも最低限、俺並みには化物級という話だ。

　基本以外の属性魔法を持ってるだけでも死ぬほどレアなのに、それを複数、現時点で判明しているだけでも火・風・水・土・闇・植物・煙と、七属性も操っている。

　属性魔法とは別の括くくりをされている転移魔法を合わせれば八属性。

　赤頭の方を見るとあっちもまだ効果が残っているようで、座り込んだまま微妙に赤らんだ目をシュパシュパとさせている。水滴が滴り落ちていた服は魔法で既に乾かしていた。

　俺の方はというと、あぐらをかきながら胸元のシャツをパタパタとさせて少しでも早く乾くようにする。装備自体に『速乾』の魔法が付与されているので、放っておいても少しすれば乾くだろう。それまでちょっと気持ち悪いが、まぁ、我慢できないほどでもない。

（それにしても、こんな小学生みたいに馬鹿な罵ののしり合いしたのとか、どれくらいぶりだろうな）

　腹の底に溜め込んできたものを吐き出すというのは、正しい表現だと思い知った。いろいろぶちまけて、今は少しスッキリとしている自分がいる。

　考えてみれば今まで、一人の時はただがむしゃらに力を求める日々だった。

　不安などの感情は澱のように溜まっていくのに、愚痴としてすら吐き出す時間も余裕もなかった。

　なにか、久しぶりに息を吸った気がする。

「なんじゃ、こっちをジロジロ見るな変態め!!」

「誰が変態だっ、陰険赤頭っ!!」

「い、陰険じゃと!?」

「陰険に決まってるじゃねぇかっ!!　一つはお前に打ち返したからマシだったが俺が抵抗できなきゃ痒みに追加でその催涙ガス弾まで喰らってたってことだろ!!　悪魔だろお前!!」

「うっさいのじゃハゲッ!!　ハーゲハーゲハーゲッ!!」

「だからハゲじゃねぇつってんだろフサフサだろうがその目玉はゴミか!?」

「ならハゲろッ!!」

「それはひどくねっ!?　やっぱり陰険じゃねぇかっ!!」

　まぁムカつくのに変わりはないので欠片も感謝してやる義理はないが。

　だが、今はそれよりも先に聞きたいことがある。

「……おい、ひとつだけ聞かせろ」

「いやじゃ」

　プイッ、とそっぽを向く赤頭。

「ガキかっ!!」

「誰がガキじゃ!!」

「うおっ!?　ポンポン魔法使うんじゃねぇよあぶねぇだろうが!!」

　慌てて上体を反らして飛んできた火球を避ける。相変わらずの速攻魔法に驚きながらも、俺を通り過ぎていった火球は本気で当てる気もなかったようで速度も威力もなく、反対側の壁にぶつかってボシュンと音を立てて消えた。

「ふぅ、仕方ねぇな」

　ガキに言うことを聞かせる手段はいくらでもある。

　言葉で言うことを聞かないのなら、体で言うことを聞かせるまでだ。物理的に胃袋に。

　どうせ俺も腹が減ってたし、少なくともこいつよりはましなものが作れるはずだ。

「む、なんじゃ？」

　俺はその場で片膝立ちになると、丸袋の中から帝都の市場で見つけた携帯かまどと燃料岩石を取り出し、火を入れてその上に鍋を置く。

　取り出したいくつかの野菜をナイフで処理し、水を入れて先に煮込み始める。

「肉は、あぁ、あれにするか」

　ちょうど『グレイトフル・ボア』の肉がある。あれは普通に調理するとクソ不味い肉にしかならないが、煮込む時に骨ごとぶつ切りにして、一緒に早摘みリコルの果実酒を投入すると柔らかく旨みのある肉に仕上がる。

　王都にいた時、ドワーフの血を引いているという武器屋のオヤジから聞いた秘密の話だ。

　肉は皮を剝はいで大きな塊にして放り込んである。骨からは大量の旨みが出るのでそれが出やすいように、魔力を少し流して強化したナイフで骨ごと裁断する。

　一通りの材料を鍋にぶち込むとさっさと火にかけ始める。

　赤頭は料理を始めた俺が気になるようで食材やら鍋の中やら肉を切ってすぐに消した心剣やら、興味はあるのだろうが自分から声を掛けるのには、気後れしているのか意地を張っているのかチラチラとこっちを見るだけで実際に話しかけてくることはなかった。

　その姿が警戒している小動物っぽくて笑えたので、鍋をかき回している間にそれとなく観察しておく。そのまま二十分ぐらい煮込み続け、辺りにいい匂いが立ち込めてくる頃になると赤頭のチラリ頻度が高くなり、ジリジリと距離を詰めてくる。

　その顔が物欲しげな感情を丸出しにしているくせに、意地かプライドか、それでも体育座りでそっぽを向いた姿勢を崩さない。

　と、くぅ～、とやけに可愛らしい音がその場に響いた。

「ぬにゃっ!?　ち、違うっ、違うぞっ!!　違うのじゃっ!!」

「ぶッ!!　くくくっ」

　腹を空かせた体の方は、本人のプライドなどそっちのけで白旗を振ったようだった。

　涙目で顔を真っ赤にしながら、自分の腹を押さえて泡を喰う姿が面白すぎる。

「何を笑っておるのじゃっ、違うと言っておるじゃろう!!　別に腹が空いてたりするわけじゃないのじゃっ!!」

「はいはい」

　俺は木製の食器を取り出してスープを注ぎ、赤頭の前へと突き出した。

「な、なんじゃ、妾がそんなモノに釣られると思っておるのか？」

「いや、俺は別に何も言っていないんだが」

「じゃ、じゃが、お主がその、どうしても食べてほしいというのなら食べてやるのもやぶさかでは……」

「おーい、目が節穴で耳は飾りか？　人にモノを頼む時には『お願いします』だろうが」

　ゴクリと喉を鳴らしながら手を伸ばしてきたので、食器をひょいと高く持ち上げる。

「なっ!?　ぬ、ぐぐぐ、お主の方がよほど陰険ではないかっ!!」

「なら交換条件だ、ひとつだけでいいから俺の質問に答えろ」

　俺はそう言ってニヤリと笑う。

「む、むぅ」

　どうやら自分の中でプライドと食欲が激しく戦っているようだが、敗北宣言のように腹がクウウウウとなったことで観念したようだった。

　分かりやすくていい。生意気盛りの親戚の子供相手にアイスをチラつかせてる気分だった。

「分かった分かった、なんでも聞くがよい。その代わり、このダンジョンの中にいる間はお主は妾の飯炊き係じゃ。異論は受け付けぬ」

「……まぁいいか、さすがにあれは哀れだし」

　チラリと見た先には積み上げてきた歴史とも呼べる料理らしきものの残骸が残っている。

　普段からアレを食って生活していたとは思えないし、俺と同じように何らかのトラブルで一人でここに来てまともに飯を作れずにいたのだろうが、アレ以外に食の選択肢がないのではあまりにも哀れだ。

「ど、同情するでないっ!!　わ、妾だって必死に頑張ったのじゃっ！　頑張ったのじゃっ!!」

「どうどう、ガナるなガナるな。ほら食え、俺も食う」

　食事を用意させるということはダンジョンの中にいる間は一緒に行動するつもりのようだが、さっきの戦闘モドキで実力も証明されている。

　それに、こいつ自身は助けてとは言わないし、力も十分すぎるほどあるようだが、日本人的価値観で自分よりも年下っぽい少女を置き去りというのも精神衛生上に悪い。

　初対面がアレで、しかも勇者と明かす気はないのでいつものように気を使わなくてもいいというのもある。どうせいつもの厄介事と変わりがない。問題といえば、見知らぬ相手に手の内を晒さらすつもりはないので、戦闘で使えるのは既に見せてしまっている【ハリセンの重羽剣】だけということぐらいだろう。

　まぁ、武器っぽくなくて目立つのであんまり使ったことはないのは心配だったが、普段はただのハリセンだが能力的には汎はん用よう性の高い心剣なので戦闘に関してはそう心配する必要もない。

「ぬぐぐ、なぜじゃ、なぜ妾のような超絶美少女が丹精込めて作った料理が不味くて、こんなウダツの上がらなそうな顔をした黒頭が作った料理がこんなに美う味まいのじゃっ、理不尽なのじゃ……」

「さりげなく俺のことをディスるんじゃねぇよこの赤頭。誰がウダツの上がらなそうな顔だ！」

　それから自分でも不味いって自覚してたんじゃねぇかっ、というツッコミはそこそこの料理で涙をポロポロと流す、赤頭が過ごしたであろう惨めな食生活に敬意を評して不問とした。

「おかわりじゃっ」

「はやっ!?」

　赤頭はあっという間に皿の中身を空にすると、俺の許可を取ることもなくさっさと鍋から二杯目をすくい取っていた。いかん、このままだと俺がおかわりする分が先になくなってしまう。

「おまっ、ちょっと遠慮とかするつもりはねぇのかよっ!!」

「馬鹿を、言うでないわっ!!　んぐんぐ、これは交換条件で妾のモノになったものじゃろうが!!」

「全部やるとは誰も言ってねぇだろうがッ!!」

「だから、んぐっ、一杯目は譲ってやったじゃろ？　うむ、やはりこの肉は美味いのぉ」

「なんて傲ごう慢まん理論っ!?　っていうか食べながら喋しゃべるなよっ」

　啞あ然ぜんとする俺を馬鹿にするように堂々と赤頭は笑う。

「何を寝ぼけたことを、んぐっ、言っておるのじゃ。食は全て基本じゃぞ？　ゴグッ、ぷはぁ。食を優先するのが生命の本能。そしてどこでも適応されるのは弱肉強食じゃ。気を抜いたものからドンドンと糧を奪われていく」

「どこの国の戦場の話だそれは」

「食卓の戦争の話じゃ。要するに早い話が早いもの勝ちという話で、お主が話に没頭しておる間にもう一回おかわりを喰えるという話じゃ」

「あっ、おいっ!!　待てこらっその肉は俺の分だっ!!」

「ぬぁっ!?　ずるいのじゃっ!!　食べきる前によそい取るのは反則じゃろ!!」

「食卓は戦場なんだろ？　戦場に反則もくそもあるかっ!!」

　飯を食いながら着物についての話を聞こうと思っていたが、そんな暇はなさそうなので、俺は急いで自分の分を確保するためにも釣られるようにして一気に飯を搔かき込むのだった。

「はぁ、久方ぶりに人心地つくことができた、なかなかやるではないか。特にこの肉じゃ、肉のくせに口の中で溶けおる。このような肉は食べたことがない。感じからいって魔物の肉じゃの」

　ぷふー、とでも言いそうな感じで赤頭は満足げに腹のあたりをさすっていた。

　多めに作ったスープはあっという間に空になり、鍋の中は綺麗に掬すくわれている。

「ああ、『グレイトフル・ボア』の肉だよ」

「む、お主、まだ妾のことを馬鹿にしておるな？　グレイトフル・ボアの肉など筋張って味も薄い最低ランクの肉ではないか。妾が肉の正体が分からぬからといって適当なことを言うでないわ」

「へいへい、わるぅーございましたね」

　適当にへらへらと肩をすくめてやれば、むぅ、と不満げに顔をしかめるが、わざわざこの肉の秘密を話してやるつもりはない。そもそも噓は言っていないのだし。

　グレイトフル・ボアの肉を早摘みのリコルの果実酒と一緒に煮込む料理は、王都のオヤジがドワーフに伝わるレシピを好意で教えてくれたものだ。

　別に隠しておく理由もないが、一度食べさせてもらって以来、何度も頼み込んでやっと教えてもらったこの秘密を簡単に教えるのはちょっと悔しいので黙っておくことにした。

「それよりそろそろ質問させてくれ」

「おお、そうじゃったな。何が聞きたいんじゃ？」

「俺が聞きたいのはお前が着てるその服のことだ」

　そう言って俺は赤頭を指さす。

　すると、赤頭はパタパタと手を振って袖を揺らした。

「なんじゃ、これのことか？　てっきり『超絶美少女な妾は何者じゃ？』とか、『このダンジョンについて』とか聞いてくると思っておったのじゃが」

「そっちはそっちで気になるが、今はいい。あと自分で超絶美少女とかワロス、痛いからやめとけ」

　いくら美少女でも自分で言ってる奴は、頭に『残念な』という言葉が付く美少女にしかならん。

「なんじゃ、これぐらいの戯言ざれごとにいちいち小さい男じゃのぉ。まぁよい、この服は『着物』といってな、可愛いじゃろ？　効果は『自動装着』と『自動サイズ調整』、『体温保持』に──……」

「いや、別に能力が聞きたいわけじゃない。そいつの出で処どころとか、誰が作ったのかを聞きたいんだ」

　この世界で着物を作った人間がいるとするのなら、もしかしたら俺と同じように元の世界からこちらに来た日本人かもしれない。

　小説なんかでお馴な染じみの召喚以外で呼び出された『転移者』や『転生者』なんて可能性もある。

　だが、俺の事情なんて知らない目の前の赤頭は思いっきり見当違いな想像をしたようだった。

「むあ、これは女物の服じゃっ！　あ、そういう趣味じゃったのか？　ハゲの上に特殊性癖とは、深い業を背負っておるのぉ」

「なんでそんなにハゲ押しなんだよお前、そして俺に女装癖はねぇよ!!」

　ドン引きというような目をする赤頭に慌てて否定に入った。

「俺はそいつを作った人間に興味があるだけだ、別に奪い取りもしねぇし欲しくもねぇからその危ない奴を見る目はやめろ！」

「べ、べつに、隠す必要はないと妾は思うぞ？　人間無理をしないのが一番じゃ、な？」

「おい、見当違いも甚はなはだしいフォローはなんの意味もないからやめろ。いい加減にしないともう飯作ってやらんからな」

　額に青筋を浮かべながら凄んでやると「遊びすぎたかの、とはいえ我慢のきかぬ男じゃ」とヤレヤレと頭を振る赤頭。うん、ぶん殴りたい。

　ハリセンを呼び出そうか迷っていると、赤頭は先程のことなど何もなかったように話し始めた。

「さて、この着物の出処だったの。残念じゃが誰が作ったのかは分からぬ。家の物置にあったのを勝手に引っ張ってきただけじゃからな」

「……そうか」

「じゃが、似た服は売っているのを見たことがあるぞ。たしか、獣国のどこだったかの集落で手先の器用な獣人たちが作っておった。あれは何の獣人だったかのう」

　獣人、ということは転移者ということはないだろう。

　あ、でも、俺よりも二百年近く前に呼び出されたという勇者が残していったという可能性もあるな。俺のように黒髪黒目の男性だったそうだし、いや、だったら獣国じゃなくて王国で広まってるんじゃないのか？

　そんなことを考えて、俺は全然この世界の常識を知らないことに思い至る。そういえば、この世界に来てからこっち、強くなることと勇者として誰かを救うことばかりでろくにこの世界を見回っていない。

　この世界に来て一年経つというのに、自分が持っている戦闘や魔物など以外の手持ちの情報の少なさに少し驚いた。

　とにかく、ここから出たらユーミスあたりに聞いてみよう。いや、世界各地を回っていたという騎士団長のギードットの方がこういうことは詳しいかもしれない。

「それだけ分かれば十分だ。そうか、獣国でか」

　獣国ギルムスでは王国とは逆に獣人族至上主義が大勢を占めているらしい。俺が召喚されたオロルレア王国とギルムス獣国はその主義の違いから険悪な関係にあるとアレシアから聞いている。二つの国の間に帝国が出来上がるまでは小競り合いが絶えることはなかったそうだ。

　それもあって、いくら俺が勇者であるといっても人族である以上はいろいろと問題が起こりそうなのは予想に難くない。アレシアも王女としてこの現状をなんとかしたいが、貴族たちなど国内の反発もあってなかなか難しいらしい。

　今回のダンジョン廻まわりについても、いくら帝国の領内とはいえ、ダンジョンが密集している獣国との国境付近に来るのはいろいろなところから反発があったようだ。

　結局、アレシアはお留守番ということになっている。そもそもアレシアが旅についてきているのも王都の中でも反王権派と呼ばれる人たちの運動が活発になってきているせいだ。

　歴戦の熟練者でありオロルレア軍のなかでもずば抜けた実力者である騎士団長や勇者である俺がそばにいるパーティーの旅に同行した方が安全だろうという判断なようで、王女というのも大変らしい。

　幸い、アレシア自身もヒーラーとしての能力に秀でているため、旅を通じて害されにくいように成長を望まれているという面もあると王様からは言われている。

　だが、人族を毛嫌いしている獣人が集まっているという獣国に王女を連れていくのはさすがに危険だろうという判断だった。

「まぁいい、とりあえずこのダンジョンからさっさと抜け出るか」

　穴から落ちてきたのだからとりあえず上を目指していけば外に出られるだろう。不安なのはこのダンジョンの情報が一切ないことで、国が把握していない以上は公式的にはこのダンジョンをクリアしたものはいないということになる。

「さっさと抜け出るとは、凄い自信じゃの」

「自信があるかどうかは関係ない。俺はこんなところで道草を食ってる暇はない」

　このままパーティーのもとに戻らなければ、それだけ修行に遅れが出るということだ。それはつまり、元の世界に帰るのが遅れることを意味している。

　俺は立ち上がると改めて部屋の中を見回した。

　部屋の広さは元の世界で例えると教室二つ分ぐらいあった。

　水場がある側の壁を正面とした時、右手側に通路、背後に階段がある。

　脱出を目指すのなら階段を上るべきだろう。このダンジョンを攻略するにしろ、一度外でパーティーと合流した方がいい。

「ふむ、まぁよい、そっちの通路の先を行くと食用になる魔物が現れる部屋がある。時間が経ったらまた飯を頼むぞ。妾は腹が膨れたら眠くなったのでしばらく寝る。この中にいると時間感覚がおかしくなるからのぉ。お主も適度に休憩を取るのを勧めておくのじゃ」

　くぁ～、とひとつ大きくあくびをした赤頭は道具袋の中から毛布のようなものと枕を取り出すと、ゴロンと床に横になった。

　その行動に面食らったのは俺だ。

「は？　おい、待て、寝るってなんだ、俺はすぐにでも一度このダンジョンから出たいんだ。悪いが、悠長にここでお前が起きるまで待っている時間はないし、見張りなんてするつもりは……」

　飯係などというからついてくるのだろうと勝手に思っていたが、予想に反して赤頭は動く気配がない。背負っていくのは論外だ。

「見張りなぞいらん、ここは安全地帯じゃ。仮に襲ってきても殺気や敵意が向けられればすぐに起きるからの」

　さっさと行けとばかりに、シッシッと追い払うように赤頭が毛布から出した手を振る。

　そう言われて周りをもう一度見回してみれば、『安全松明たいまつ』と呼ばれるダンジョン特有の設置物が部屋の中にはあった。原因や理屈は分からないものの、ダンジョン内でこの松明が設置されている部屋の中には魔物が現れず、ほかの部屋の魔物が追ってくることもない。

　水飲み場なんてものもあるし、この部屋はいわゆるセーフティエリアなのだろう。

「それに、どうせすぐにこの部屋に戻ってくることになる。通路の先は行き止まりじゃから、ここから抜け出るならそっちの階段から行くしかないようじゃ。あとは勝手にせい」

「っ、なんだそりゃ、魔物に追われて逃げ込んで来るとでも思ってるのか？」

　そこらの魔物には簡単にやられない自信はある。この世界に来て一年は伊だ達てじゃない。それこそ、最近はそこらの魔物を狩るだけでは経験値効率が悪くなってきているほどだ。だからこそ、こうして昼夜問わずに経験値を得るために腐心しているわけなのだから。

　まぁ、おかげでこんな事態に巻き込まれてしまったわけだが。

　この一年の努力を馬鹿にされたようで、少しムッとした俺のことを分かっているのか分かっていないのか、その言葉に返事はない。

「そう吠ほえるでない。すぐに分かるわ」

「ちっ、もう知らんっ、俺は先に行くからなっ。もうここには戻ってこねぇから飯炊き係は今回で終わりだ」

「おー、行くがよい行くがよい。戻ってきたら次の飯は先程よりも気合を入れて作るのじゃ」

「だから戻ってこねぇっつってんだろっ!!」

　レベルやステータスを聞いたわけではないが、この少女の強さならそうそう身の危険はないだろう。

　俺は馬鹿にされたことに腹を立てながら、階段に足をかけて上っていく。

　途中から螺ら旋せん状になっている階段はかなり長いようで、一段飛ばしなどで既に二百段近くは上ってきていると思うのだが、一向に出口が見えない。

　だが、おかげで段々と頭が冷えてきた。

「……失敗した。ガキかよ俺は」

　一人になって冷静になり、どこの時代のキレやすい若者かと反省の念が湧いてくる。

　いくら強いからといって、ダンジョンの中に明らかに年下の少女一人を置き去りにしてくる奴があるか。しかも理由が馬鹿にされてムカついたからとか、短絡的にもほどがある。

　若干後悔しながらもここで戻ってどうなると、そんなことを考えて階段を踏んだ時だ。

「っ!?　なっ!!」

　カチッ、という音と共に足場にしていた階段が次々と傾き、角度の急なスロープに変わった。

　慌てて踏ん張ろうとするも、元々表面がツルツルな素材でできた床な上に、にじみ出るようにしてヌメった油のような液体まで染み出してくる。

　当然、そんな極小な摩擦係数の足場に留とどまれるわけもなく、それはもう見事に転ぶ。

「っでっ、ぬぁああああああああっ!!」

　対処しようにも摑つかめるような場所もなく、ナイフを取り出して突き立てようとするも油で滑って刺さらず、凄いスピードで上ってきた階段を滑り降りていく。

　油のような謎粘液にまみれて、ほんの五分前に啖たん呵かを切って飛び出した部屋に戻されてしまった。

「いでっ!?」

　ズサァァア、と滑った先に出た時にはなかったはずの出っ張りが出来ていて、そこに思い切り背中を打ちつけることになった。

　グルグルと目を回していると、前方の上空でこれまた最初にはなかったはずのくす玉が割れた。

　ひらひらと色とりどりの花びらが舞う。

　バラァ、と垂れ下がった横断幕には『トワコクロイの大迷宮へようこそっ!!』とこちらを馬鹿にしたような文字が書かれている。

「あ、な、んっ」

「んぁ、一度目にしては存外長いこと上ったの。運がいいんじゃな」

　と、呆然とする俺に声が掛かる。

「ほれほれ、どうした？　もうここには戻ってこないんじゃなかったかの？　んん？」

「～～～～～～────っ!!」

　言葉にならない声を出す俺を、寝転がったまま肩ごしに見てニヤリと笑う赤頭。

「ぷぷっ、あれだけの啖呵を切って出ていったあげくに即帰還とは随分と大物じゃの、いやぁ、妾には到底真似できぬわ。ブプフッ」

　最後はこらえきれないとばかりにわざとらしく口元に手を当てる。

　なにこの性格の悪さ、悪魔なんです？

　いや初対面から十分すぎるぐらい悪魔だったけど!!

「おまっ、これっ、知ってたのかよ」

「だから言ったじゃろ。それよりも次に起きたら飯じゃ。約束通り、気合を入れて頼むぞ、飯炊き係」

　軽く肩をすくめた赤頭は、もう用はないとばかりに再び寝入る。

「なっ、お前っ、くっ、このっ、～～～～ーーっ!!」

　俺はただ、顔を真っ赤にしながら口をつぐむしかなかった。ここでわめき散らすほど格好の悪いこともない。

　そして行き場のない怒りを胸に、ただひとり心に誓う。

（こいつぅ、いつか絶対復讐してやる）

　ガキっぽいと思ったさっきの反省は撤回することにした。こんな性格の悪い奴に遠慮なぞいらん!!

　機会があれば徹底的に馬鹿にして笑ってやるっ!!






第五章　性格の悪いダンジョン攻略






　体を水場で洗い流してからしばらく。

　服が乾くと、赤頭に聞いた通りに階段ではない通路の方へ進んでいく。

「おー、いるいる」

　突き当たった部屋、体育館何個分だと言いたくなるような広さの部屋の中には食用になる魔物が多種多様に蠢うごめいていた。

　とはいっても本当に全部食べられる魔物なのかは知らない。有名どころはともかく、見たこともない虫のような魔物や、爬は虫ちゅう類るいっぽい魔物までそういう目で見ようとは思えない。

　それに部屋から魔物が出てくることもないようで、こちらの存在に気が付いている様子ながら魔物が襲ってくることはなかった。

　通路にも安全松明たいまつが設置されていたので、ここも一応は安全ということだろう。

　ダンジョンの中にはこういう現象も多々あるので驚くことはないが、襲ってくる様子がなくとも魔物に見られているのはいい気分ではない。

　警戒しつつ部屋の中に入ってみても、魔物たちが襲ってくることはなかった。おそらく、敵対行動を取るか、魔物に近づきすぎると襲ってくるのだろう。

「あれでいいか」

　ちょうど入り口の付近に『グレイトフル・ボア』もいたので、さくっ、と倒してその巨体を丸袋の中に収納してすぐさまセーフティエリアらしい通路に引っ込んだ。

　どれか一匹と戦闘になったら、その他の魔物も一斉に襲ってくることになるのではないかと警戒したのだが、そういうことはないようだ。

　とにかくこれで万が一何かあっても飢えることもない。

　遠目に見える先には『ギガント・ジャイアント』や『マルチ・ヒュドラ』、『パラライズ・モスキングラー』に『ダークブラッド・タランチュラ』など、他のダンジョンならボスを張っていてもおかしくないレベルの魔物が群れていた。一対一でやりあっても瀕ひん死しの重傷を覚悟してやっと倒せるかという相手を、一度にあれほど相手にするなど自殺行為だった。

　相当距離があるのに、グレイトフル・ボアを狩った一瞬の間に向けられた殺気、いや、おそらく魔物たちにとっては『ちょっとうるさいな』程度の敵意で冷や汗をかきそうになっている。

　悔しいが、レベル上げとか経験値とかそんなことを言っている間に瞬殺される。それぐらいにまだ力の差がある。

『魔物に追われて部屋に戻ってくるとでも言いたいのかっ』と啖呵を切ったが、もし本当にこんな部屋に飛び込むことになっていたらと思うと本気で笑えなかった。

　少なくとも、丸袋に解体済みの魔物の肉がある間はもうこの部屋を訪れることはないだろうと思いながら、俺は元来た道を戻っていく。

　いろいろ馬鹿にしているダンジョンだが、アレを見る限り超特Ｓ級のダンジョンだ。

　俺は状況の悪さに舌打ちしながら、元の部屋に戻った。

「たわけっ!!　どこに行っておったのじゃ!!」

「息するように魔法を使うなっ!!」

　赤頭が魔法を放ってきたので【ハリセンの重じゅう羽ば剣けん】で思いっきり打ち返してやった。

　どうやら土系統の魔法のサンドボールという砂の塊だったようで、天井に飛んでいった魔法はそこで激突し、バラバラと砂になって俺たちの上に降り注いだ。

「ベッ、っべっ!!　何するんじゃ黒頭ッ!!」

「お前のせいだろうが赤頭っ!!」

「いいから早くまた飯を作らんかっ!!」

「えっ!?　マジで!?　どんな腹してんのっ!?　燃費悪くねっ!?」

　……起きたら五割増しで気合を入れて飯を作れとは言われたけど、さっきからまだ三時間ぐらいしか経ってないんですけど。

　腹の中にブラックホールでも飼ってるんですかね？







「ぬ、ぬうぅ、まさか本当にあのデカ豚がこんなに、しかも更に美味おいしくなるとは……、なんじゃ、前に食ったアレはなんだったのじゃ」

「前より美味しいのは当たり前だろ、さっきよりも手間掛かってんだから」

　同じ料理を五割増しで気合を入れろと言われた俺は、仕方なく手間を掛けて肉を処理した。

　といっても肉の筋を丁寧に切り、先に野菜だけ軽く煮て灰あ汁くを取り除いただけだ。さすがに料理の勉強をしていたわけでもない俺に、それ以上どうこうできるような技量なんてない。

「そうではないのじゃ。ここの外で食べたグレイトフル・ボアの肉は不ま味ずくて仕方なかったのじゃ」

「そうか」

「なぜじゃ、茹ゆでたからか、火の入れ方か？　それとも切り方、香辛料かの？　そういえば酒精のものも入れていたし、いや、この野菜に秘密が隠されてたんじゃな？」

　微妙に的はずれではない。

　肉を柔らかく美う味まくするのは、骨と一緒に煮込み、そこに早はや摘づみリコルの果実酒を加えることだ。

　赤頭はとっとと二杯目に手をつけながら、口に運ぶスプーンの勢いを止めることはなく、チラチラとこっちを窺うかがってくる。

「の、のぉ、妾わらわ、この肉料理だいぶ気に入っておるんじゃが、その、料理法というかの？　どうやったら、あのクソ不味い肉がこんなふうになるんじゃ？」

　半ば意を決したとでもいうようにして聞いてくる。シビレを切らして聞いてきたところを見ると、どうやらかなりこれを気に入ったらしい。

　赤頭の方を見ると、ちょうど二杯目を空にしたところのようで、俺の回答を待って若干、前のめり気味になっていた。俺はまだ一杯目だというのに、どういう速度で食べてるんだこいつは。

　それはそれとして、赤頭の目はキラキラと期待に輝いている。

　俺は食事を止めて、赤頭の方を向いた。

「この料理の料理法、っていうか、この肉の正しい調理法ってことな」

「そ、そうじゃっ!!」

「それはな」

　当然、料理の肝になる部分の情報を……

「ノーコメントだ、企業秘密、部外秘だ。教えるわけないだろバーカッ!!　ハーッハッハッハ!!」

「……」

　ゲラゲラと目の前で笑ってやったら、赤頭はポカーンとした顔をしていた。

　実に愉快である。思ったよりも早く復ふく讐しゅうの時は来た。

「こっ、のっ!!　飯炊き係のくせになんという言い草じゃっ!!」

「はぁ？　どこの世界に客にレシピまで教える料理人がいるんですかー？」

　そうでなくともこのレシピというか調理法は俺自身苦労して教えてもらったものなのだ。

　こんな女に誰が教えてやるものか。

「燃えて禿はげろっ!!」

「ぬぉっ!?　そっちこそどういう理屈だその早すぎる魔法はっ!!」

　ブォオオンッ、と飛んでくる火球を体を反らして避よける。

「そんなのっ、超早く魔力を練って超早く術式を作って超早く放出するだけ……貴様が調理法を教えたら答えてやる」

「ほとんど全部言ってるじゃねぇかっ!!　というかその理屈はいろいろ詐欺だ赤頭っ!!」

「ぬぐぐぅっ、だから赤頭と呼ぶでないっ!!」

「名前も知らねぇんだから仕方ねぇだろっ!!」

　だがそう言うと、先程俺が馬鹿にした時とはまた違う、虚を突かれたような表情を浮かべた。

「わ、妾の名はお主のような礼儀知らずな輩やからに告げられるようなものではないのじゃ」

「はぁ？　なんだそりゃ」

　赤頭はそれまでの勢いが噓うそのように気まずそうにソッポを向いた。

「ええぃっ、乙女の秘密を探るではないわっ!!」

「おわっ!!　だからポンポン魔法を投げるなっ!!」

　結局、赤頭は名乗ることなく、ブツブツと文句を言いながら食事に戻った。名乗ったらその上であえて赤頭と呼んでやろうと思っていたのに。

「まったく、ハゲのくせに、飯炊き係のくせに、うだつの上がらない顔をしてるくせに」

「喧けん嘩か売ってんのかっ！」

「ふんじゃっ」

「なんだ『ふんじゃ』って。ガキかよ」

　自分のことはどっかの棚の上に放り投げて、呆あきれた口調でそう返した後、俺も食事に戻ることにした。















「なるほど、うん、馬鹿にしてるな」

　食事が終わった後、このダンジョンについて赤頭に尋ねてみた。

　赤頭自身、このダンジョンに閉じ込められたのは三日前ぐらいらしく、さっきのような罠わなのせいで何度もこの部屋に逆戻りさせられているらしい。

　しかもこのダンジョン、ここが正式なスタート地点のようで、進めば進むほど攻略が簡単になるということもないそうだ。

　更に言うと、魔物も一切出てこないらしい。

　なぜこんなことが分かるかというと、全部説明書きがなされていたからだ。

　俺が階段滑り台の罠に嵌はまって戻ってきた時、馬鹿にするように落ちてきた垂れ幕の裏に説明書きがなされていた。

　曰いわく、この先は迷路である。ズル禁止。

　曰く、迷路の中には魔物は出ない。

　曰く、ギブアップと叫ぶとこのスタート部屋に直通する落とし穴が真下に現れる。

　曰く、ダンジョンをクリアすれば地上に出られる。

　曰く、半年以上ここにとどまり続けると強制的に地上に戻される。

　曰く、通路先の魔物部屋の奥の方の魔物は部屋に長時間とどまらず、奥に入り込まなければ敵対行動を取らない。入り口付近の魔物を狩って食料を得ている分には安全である。

　曰く、仮に魔物部屋で食料を得ることができなくとも、このスタート地点に設置されている水場の水を飲んでいる限りは餓が死しすることはない。

　曰く、日が変わるごとに水場の水の色が変わる。

　曰く、ダンジョンをクリアした者には褒美が与えられる。

　と、書き記されていたのはこの九カ条。

「ダンジョンなのは確かみたいだけど、どうにも毛色が違うなぁ」

　ダンジョンは自然発生した災害だとされている。

　魔物がひしめく中を潜っていってボスを倒すことで力と財宝を手に入れることのできる場所。

　だが、このダンジョンには明らかに人の意思が反映されていた。この説明書きとか、こちらを馬鹿にしているような罠とか、そこかしこに自然物ではない自我のある存在の色が見える。

　こんなのは前代未聞だった。少なくとも俺が攻略してきたダンジョンにはこんなものはなかった。

（まぁ、俺が考えても仕方がないか。俺はダンジョンの専門家でも何でもないんだし、今はここをクリアすることだけ考えよう）

　調査や分析なんかはその道の専門家に任せればいい。ここを脱出できたら帝国のお偉い人にでもそのことを告げればそれでオシマイだ。

「とりあえず、攻略しなきゃならないのはこの階段か」

　見てみると階段はスロープから通常の状態に戻っている。一番下の段を撫でてみたが、あの油のようなものも消えてツルツルと乾燥した岩肌になっていた。

　おそらく、段のどれかに階段をスロープ状にするスイッチのような段があるのだろう。問題はどうやってそれを押さずに階段を上りきるかということなのだろうが。

「どうじゃ？　妾ならお主を連れてこの階段を上りきることができるぞ？」

「なんだそりゃ、罠になっている段がどれなのか知ってるってことか？」

　と、階段を上りきる方法を考えていたら、横から声が掛かる。

「そんなみみっちい方法ではないのじゃ、じゃから、あの調理法を」

「ダメ、絶対ダメ。教えてやるつもりはねぇよ」

　こんなことで誰が安々とアドバンテージを手放すものか。

「ぬぅっ、なんじゃ、ケチじゃのぉ!!」

「もう突破する方法は思いついてるから手助けされるまでもない」

　そう言って立ち上がった俺は助走をつけて走り出した。そして、階段の手前で少しだけ角度をつけて思いっきり地面を蹴けった。

「とりゃっ」

　そして階段の壁を蹴り飛ばし、三角跳びの要領で反対側の壁へと向かう。

「よっ、ほっ、はっ」

　そう、多段ジャンプである。

　ジグザグに飛ぶそれを繰り返しながら俺は上を目指し始めた。

「ハーッハッハッ!!　滑り台なんぞ恐るるに足らん!!」

　たとえ階段が滑り台になろうとも、そもそも階段を足場にしなければそれまでの話なのだ。

　子供の頃の将来の夢に『忍者』と書いていた俺は、イメトレは幼い頃に十分積んでいる。

　この世界で手に入れた身体能力を使えばこの程度のことは容易たやすくできるのだ。

「馬鹿じゃ、馬鹿がおる……」

　忍者の瞬間移動のようなシュタッ、シュタッ、という移動の真似ができて若干興奮気味の俺には呆ぼう然ぜんと何か言っていた赤頭の声は届かなかった。







「んっ、舞まい、だから俺のベッドを占領するなって……」

「何を寝ぼけておるか、たわけっ！」

「ぐぅ、ってえな。ボコスカ叩たたくなよ」

　突如、脳天を貫いた衝撃に寝起きのぼやけていた思考が定まる。我がことながら昔のテレビみたいで嫌だ。ムクリと起き上がると、見ていた夢がスッと霞かすみのむこうに消えていくように薄れていった。

　ただ一つ、それでも忘れられなかったのは、どんなものかは分からずとも、それが家族との何気ない思い出の一部だったということ。

「魔法を使うなというからじゃ」

「普通に揺すって起こせよこの暴力女っ!!」

「なんじゃとっ!!」

　センチメンタルになりそうな気分を吹き飛ばすように乱暴な言葉を吐き出して、毎度恒例となりつつあるやり取りで頭をリセットする。

「ほら、飯じゃ飯っ」

「わーったから落ち着け」

　毛布を引っかぶって寝ていた俺を叩き起こした張本人は、さっさとテーブルに座って料理が出来上がるのを待っているようだった。

『床に直接座って食べるよりこっちの方が美味しく食べられるのじゃ』とのたまった赤頭が、魔法で毎回作り出しているテーブルと椅子である。

　魔力で生み出したものは、ダンジョン内で放置すると自然消滅するので普通はこんな魔力の無駄遣いをするような奴はいないのだが、保有ＭＰに自信があるようで赤頭はそういうのを一切気にしないようだった。

「今日はまたあの『グレイトフル・ボア』の肉がいいのじゃ」

「またか？　まぁ肉はまだまだ残ってるからいいけど、飽きないか？」

　赤頭は本当にブラックホールな胃を持つ少女だった。一日五食な上、一回あたりに食べる量も男の俺よりも多い。

　完全に質量保存の法則無視してるよね、こいつ。

「『ブラックオーク』の肉も悪くはなかったが、あれぐらいならほかでも食べられるからの。やはり原点回帰の頃合じゃな」

　ぺろりと赤頭が自らの唇を舐なめる。

「あ、スープはトマトの味がするやつにするのじゃ、はようせい」

「はいはい、分かりましたよ。っていっても頑張ったところで早く出来上がるわけでもないがな」

　どうやらこの世界でも相手を急せかす時にはパンパンと手のひらで台を叩くらしい。

　しばらくして出来上がった食事をがっつくようにして赤頭は平らげていく。

　容姿も、性格も、雰囲気も、何もかも違うのに、その姿がなんとなく妹とかぶって見えた。

「にしても、お前も森の中から落っこちてきたってことは、旅してたってことだよな。その料理の腕でどうやって一人で旅してきたんだよ。オール非常食か？」

「む、いろいろ言いたいことはあるが、妾は一人で旅しているわけではないのじゃ。今頃は外で心配しておるだろうのぉ。妾、愛されておるし」

「あー、そうか。言われてみれば旅仲間がいてもおかしくはないか」

　アホな自画自賛はさらりと流して言葉を返す。

「うむ、姉上との二人旅じゃ」

（姉上、ね。なるほど、こいつもある意味で妹だったわけか）

　赤頭の言葉に俺は内心で頷うなずく。

「姉妹で二人旅か？　このご時世になんでまた」

「それはのぉ、まぁ、それぐらいなら別に話してもかまわんのじゃが……」

　名前の時のように断るならすぐさま断るかと思ったが、考えるより先に手が出る赤頭にしては珍しく態度が曖昧だった。

「なんだ、やけにもったいぶるな。壮大な理由でもあるのか？　あ、魔王を倒しに行くとか」

「魔王退治じゃと？　ぷっ、アハハッ!!　いい冗談じゃ。今までで一番いいセンスをしておる。くっ、くくく」

　何がつぼに嵌ったのか、赤頭はカラカラと笑う。

「妾たちの旅の理由はな、秘密じゃ。美少女にはミステリアスさがないとだめじゃからの」

「なんだそりゃ、気になるな。話してもかまわないんじゃなかったのか？」

「その通りじゃが、それでも秘密じゃ」

　上機嫌に笑う赤頭は、空になった食器を突き出してくる。

「おかわりじゃ」

「おいミステリアスはどこに行った。どういう胃袋してるんだお前。太るぞ？」

「死ねっ」

「ぎゃあっ!?　ちょっ、おまっ、今の本気だったろ!!」

　普段の倍近い威力の『風迅球ウインドボール』を間一髪のところで避けた。

　普段使ってくる『火炎球ファイアーボール』や『水流球ウォーターボール』とは違い、魔法の範囲が分かりづらい『風迅球ウインドボール』で攻めてくるあたりに本気度を感じる。

「は？　何を言っておる。美少女に太るとか即刻死刑で当然じゃろっ、このスカポンタンッ!!」

「んん？　美少女とかどこにいるんですかね？　俺の目の前には頭に『残念な』がつくチンチクリンしかいないんだが」

「何じゃとっ!?　これだから目が節穴な輩はっ!!」

　ぎゃあぎゃあと騒ぎながら食事は進んでいく。

　……こんな騒ぎながらの食事はいつ以来だろう。

　いつから、食事が作業に変わってしまっていたのか。

（……あぁ、そうか。この世界に来る前からか）

　こんなにも騒がしい食事の記憶は、元の世界が最後だった。







「よ、ようやく、ここまで来たな」

「本当に、何なのじゃこのダンジョンは。性格が悪すぎるのじゃ」

　最初の罠と似たような人を馬鹿にしたギミックで、泥まみれになったり油まみれになったり謎の白い粉（小麦粉っぽい？）まみれになったりしながら、トライ＆エラーを繰り返して俺たちはようやく奥までたどり着いた。

　トラップゾーンとトラップゾーンの間にある休憩ポイントとも呼べるようなエリア。

　ここに来るまでも何度かあった床が黄色に塗られている場所で、どうやらここには罠が仕掛けられていないらしい。

　そこから進む先は一本道になっていて、そこを抜けた先には『おめでとうっ!!　ここが出口だよ？』とふざけた看板がぶら下がった扉とここと同じく黄色に塗られたセーフティゾーンがあった。

　一本道といっても結構な距離があり、かなりデカデカと書かれているような看板の文字も強化された今の体じゃなければ点にしか見えなかっただろう。

　詳しい距離は分からないが、八百メートルぐらいだと思う。

「おい、先に行ってもいいぞ？　俺は紳士だからな、レディファーストってやつだ」

「いやいや、妾とお主の仲ではないか。そんなこと気にしなくてもいいんじゃよ？　男を立てるのが女の務めじゃからな」

　この時、確実に俺と赤頭の思惑は一致していた。

「俺を捨て駒にしようとしてやがるだろっ!!」

「妾を捨て駒にしようとしておるじゃろっ!!」

　ガシッと取っ組み合った俺たちは、ギリギリと歯を食いしばりながら互いに一歩も引かずにいた。

　この、これ見よがしな最後の一本道、どう考えても罠満載なのは目に見えている。

「か弱い乙女を捨て駒にするとは何事じゃっ。普通ここは男が体を張って危険に飛び込むところじゃろうがっ!!」

「俺は性別で人を差別したりしないんですーっ!!　っていうか、てめぇのどこが『か弱い乙女』なんだ!!」

「ほらっ、妾、華きゃ奢しゃで可愛かわいいじゃろ？」

「うっぜぇえええっ、めっちゃうっぜぇええええっ!!　現実でテヘペロとか違和感しか湧かねぇよ!!　なんだっ、新手の精神攻撃か？　だったら手放しで褒めてやるっ！」

「妾の可愛さが分からぬとはっ、ほんに哀れな奴じゃのっ！　これをやったら父上はイチコロじゃったというのに」

「おとうさぁーんっ!!　娘の教育間違えてますよぉー!!　こんな残念な子に育っちゃってますよぉー!!」

（って、なにやってんだ俺は!?）

　バカな挑発合戦にはたと気が付く。

　どうもこのダンジョンに閉じ込められて、言い合いを続けている間に精神年齢が下がっている気がする。

　いや、これぐらいの馬鹿騒ぎなら元の世界で学生をやっていた頃は日常だった。

　ただ、ここは異世界で、俺は勇者で、魔王がいて、魔物や盗賊などが襲ってきて、それを殺さないといけなくて。

　……そんな余裕なんてなかっただけだ。

「のぉ、こうしていがみ合っていても無駄じゃ。変に体力を消費する前に互いに一度休憩せんか？」

「よ、よーし、いい考えだ。三秒数えよう、三秒数えたら同時に互いの手を離そう」

「わ、分かったのじゃ。三秒じゃな？」

「行くぞ？　いち、にの……」

「待つのじゃっ、三秒って『さん』の『ん』と同時に離すのか？　それとも『ん』の後か？」

「えぇ？　それじゃあ、『ん』と同時で」

「妾は『ん』の後がいいのじゃ」

「だったらはじめにそう言えよっ!!　っていうかどっちでもいいよ!!　いやマジでっ!!」

　ああ、なんて不毛な言い争いなのか。

　ちょっと冷静になった今だと凄すごく虚むなしくなってくる。

　これはあれだ。男友達と仲間内で盛り上がってバカをやりすぎた後、その後始末をしている時の感情だ。

　やってる時はテンションが上がりまくっているのもあって、どんなバカな思いつきもセリフも最高の名案のように思えるのだが、後になってみると『なにお前ら、酔っ払ってんの？　それともバカなの？』と言いたくなるあの虚しさだ。

「もういいやっ、『ん』って言った後になっ。行くぞ、いち、にの、さ……」

　と、その時だった。

「なっ!?」「ひゃっ!?」

　ぐらりと地面が揺れた。いや、地面が軽く沈んだ。

　まるで狙ったかのようなタイミングでその罠は発動したのだ。

　その瞬間に、そういえばと嫌な予感と共にある事実が脳裏を駆け巡っていった。

（黄色に塗られてる場所がセーフってただの経験則で、あの説明書きには書いてなかったよな）

　一度沈んだ黄色に染められた床は沈んで溜ためた力を一気に解放させ、俺と赤頭を前方の通路へと投げ出す。

「またかっ、ちくしょぉおおおおおぉぉぉぉっ!!」

　予想外の事態に空回りする思考のなか、やけっぱちになって俺は叫んでいた。

　バネ仕掛けの床に弾はじき飛ばされて強制的に（おそらく罠満載の）一本道に飛び込まされた。

　こうなっては仕方がない、逆戻りしても意味はない。

　賽さいは（無理やり）投げられたのだ。

「ぁああっ、もう、こうなったらヤケなのじゃっ!!」

　ダッ、と地面に足がついた時点で俺たちは駆け出す。

　これはもう条件反射だ。立ち止まればその瞬間にやられるのだ。罠なんだから立ち止まってれば大丈夫なんじゃないかって、そんな幻想に浸っていた時もありました。

「くっ、っと、っらぁ!!」

「ホッ、はぁっ!!」

　目の前では突如、進路を邪魔するように平らだった床に様々な高さの石段が出来上がり、行く手を阻む。だが、この程度の障害はもう障害と呼べないほどに慣れた。

　駆ける、駆ける、駆ける。

　人間離れした身体能力で罠を避けながら一本道を全力でひた走る。

「っとっ!!」

　上下左右いろんな方向から木の杭くいが突き出てきたのを姿勢を低くして躱かわす。

　残り七百メートル。

「邪魔じゃっ!!」

　前方にいきなり生えてきた小型の大砲から飛んでくるトリモチ弾を赤頭が高出力の水流を作り出して押し流す。

　残り六百メートル。

　前方から強烈な風が断続的に吹きつけてくる。

「おらっ!!」

　持っていかれそうになる足を無理に逆らうと、落ちた勢いを狙うように罠が襲ってくるので、体育で習った飛び込み前転の要領で風に当たる面積を少なくすることで勢いを殺さずにやり過ごす。

　残り五百メートル。

　頭上からはトリモチをつけた吊つり天上が落ちてきた。

　同時に左右からも先端にトリモチのついた槍やり衾ぶすまが突き出してくる。

「一つ貸しじゃぞっ!!」

　そういった赤頭はトンネル状に分厚い氷の壁を作り出した。

　このダンジョンの中の罠は、トリモチなどまで含めてどれもこれもかなり頑強にできている。

　そのせいで、特級といえるレベルの魔力がこめられた魔法も数秒ともたずに砕け散った。

　しかし、その数秒があれば十分罠の範囲を抜けられる。

　残り四百メートル。

「うげっ、あのうざったいやつじゃ!!」

「透明ブロックっ!!」

　ぐにゃりと視界の一部に乱れが見える。

　このダンジョンの中でいくつもあった悪質な罠の一つ。

　魔力を固形・固定化した透明なそれは魔力で出来ているにもかかわらず、魔力の気配すら一切遮断したブロックが複数混じっているのだ。

　魔力感知に優れた赤頭にとってこれは逆に鬼門だった。下手に普通の透明ブロックの位置が分かるせいで、その魔力が感知できない透明ブロックの位置を把握しづらいそうだ。

　魔力の気配もない透明ブロックは、光が屈折することで視界がわずかに歪ゆがむ違和感を見つけて避けるしかない。

「これでさっきの借りは帳消しだぞっ!!」

　魔力を流し込まれた【ハリセンの重羽剣】はその刀身を鈍く光る銀に染める。

　俺の意思に合わせ、ハリセンの刀身が大きく開いた。

「吹き散り飛ばすは魔の解風『魔ま懐かい風ふう』っ!!」

　大扇のようになった心剣を思いっきり振り抜くと、魔力を帯びた風が透明ブロックの魔力を霧散させる。

「助けられずとも妾だけでどうとでもなったわっ!!」

「それを言ったら俺だって一人でどうにかなったわっ!!」

　残り三百メートル。

「ぬぉっ!!　っと」

　内臓を鷲わし摑づかみにされ、そのまま揺さぶられるような感覚の中で、重力が反転する。

　そこを狙い撃ちするように巨大ハエタタキが俺たちを打ち上げようと現れた。

　上に落ちていく先にはトリモチが設置されていて、罠に綺き麗れいに嵌ると潰つぶされた虫の標本のようになる。

　当然、それを回避するために巨大ハエタタキを逆に足場にして先に進む。

　残り二百メートル。

　刈り取ってきた余裕を奪い取るように出で鱈たら目めな密度で罠を使った妨害が入る。

　水柱が乱立し、上下左右に風が吹き荒れ、足場が沈む砂へと変わり、魔力で出来た石のブロックが宙に進路を阻むように設置されている。

「っ!!　っ!!　っ!!」

　水しぶきを浴び、風に耳を殺され、砂に余分な脚力を奪われ、肩をこするブロックの角に集中力を削そがれる。

　そして、最後の残り十メートル。

　このトラップゾーンに踏み込むと同時に上下からプレスするように通路の壁が狭まり、道を塞ふさごうとしている。

「とど」「けぇえええええええっ!!」

　全ての罠を避けていく間に、奇くしくも最後の足の踏み場で俺と赤頭は隣に並んだ。

　踏み込んだ足に力を入れ、残った距離を全て飛び越す。

　千切れんばかりに力を込めて、俺たちは飛んだ。

　もう少し、もう少しでこのトラップゾーンを抜けられる。

（早く、早くっ、早くっ!!）

　しかし、焦る思考が冷徹な予測を弾き出す。

　このままでは、足を縮めても膝ひざ下したひとつ分だけ距離が足らなくなる。

　別の場所でこの罠に掛かった時にはせり上がった床に足を取られ、そのままスタート地点まで逆戻りさせられた。

「くそっ!!　うおっ!?」

　ダメかと思った次の瞬間、背後から後押しするように風が吹いた。

「ふふんっ、これでまた貸し一じゃっ!!」

　フワリと宙を舞いながら、赤頭は隣で得意げな顔を浮かべる。

「ったく、美味しいところを持っていきやがって」

　そう言いながら、俺も笑いを浮かべた。

　なんにしろ、これでこのダンジョンを抜けられる。

　と、そう思った時だ。

　つい先程思い知らされたばかりだというのに、俺たちは早くもその事実を忘れてしまっていた。

　トラップゾーンを抜けた先、ゴールの扉の前にある黄色に塗られた床。安全だと思っていたその場所は、俺たちの勝手な思い込みでしかなく。

　油断した俺たちを罠に掛けて嘲あざ笑わらうには絶好のポイントだった。

「「っ!?」」

　重力に従って自由落下していく中、大きく口を開けるように黄色い床が消失する。

　その瞬間に下から吹き上がる熱風が肌を焦がす。

　そこには、今までの罠とは全く毛色の違う罠が仕掛けられていた。

　穴の底でとぐろを巻くようにしてその身をよじらせているのは、青い火か焰えん。

　轟ごう々ごうと燃え盛るその火はまるで大きな釜口を開いているかのようだった。

（まっ、ずいっ、死ぬっ!?）

　これまでは、たとえ無防備にハマったとしても、よほどのことがない限り直接怪我をするような罠は一つもなかった。せいぜいが打ち身か、トリモチまみれで無様を晒さらすか、その程度。

　だが、これは違う。いくら人間離れした身体能力があったとしても、ここまで濃い密度の魔力を込められた炎に身を晒せばただでは済まない。

　これまでこのダンジョンの罠で大怪我を負わなかったのは、そこにそういった意思がなかったからだ。そもそも俺たちの身体能力だけでここまで無傷で来られるなら、全部の罠を物理的に粉砕して進めばいいだけのこと。

　それをしなかったのは要するに、できなかったということだ。

　そして今、それだけの強度を持ったダンジョンの罠が、害意を持って俺たちに牙を剝むいている。

　そしてその焰ほのおは俺たちを喰くらいつくさんとばかりに噴き上がろうとしていた。

（なにかっ、方法はっ!?）

　黄色く塗られていた床の範囲は遠目で確認していた時よりも存外広く、これを飛び越して扉の中に飛び込むには先程のような追い風では距離も速度も足らない。

　当然、もとに戻ろうにも通路は既に閉ざされてしまっている。

　迫り来る命の危機に、世界が色を失い、コールタールの中を泳ぐように速度が鈍化する。

（っ!!　あれを再現すればっ!!）

　グルグルと空回りする思考の中、思いついた閃ひらめきをただがむしゃらに実行する。

　俺に魔力を魔法に変換する力はない。だが、魔力を運用する技術自体までないわけではない。

　その思いつきを実行するのに、不思議とためらいは感じなかった。

　そして、考えたわけでもないのにそのスキルの名が自然と口から溢あふれ出た。

「『天てん駆く』っ!!」

「む？　あの焰は、ぬきゃっ!?」

　空中に魔力で作り出した足場を利用し、近くにいた赤頭を脇に抱えて宙を駆ける。

　魔力をそのまま固めたその足場は、完成度は比べ物にならないものの、幾度となく俺たちを苦しめた透明ブロックとほとんど同じものだ。

　それを蹴飛ばして加速した俺たちを逃がさないとばかりに青い焰が気炎を上げながら、まるで口を大きく開いた一匹の龍のように噴き上がってくる。

「間に合えぇえっ!!」

　そこで勢いを殺すわけにはいかないと、俺たちは扉の向こうに転がり込んだ。

　止まることを考えずに勢いをそのままに突っ込んだせいで、扉の向こうをゴロゴロと転がって奥の壁にぶち当たり、やっとのことで勢いが止まる。

「のぉおおおおっ」

　が、その代償にゴンッ、と鈍い音をたてたのは赤頭の脳天だった。

　まぁ、死ぬよりはマシだと思ってもらうしかない。

「これで、貸し借りはチャラだからな」

「何がチャラじゃこのたわけっ!!　お主のせいで思いっきり頭をぶつけたじゃろっ!!」

　立ち上がった赤頭はこちらに向けて大声で叫ぶ。

「何をドヤ顔しておるんじゃこのド阿あ呆ほうが!!　馬鹿かっ、馬鹿なのかっ!?」

「頭を打つくらい仕方ないだろっ、あのままじゃ焼き殺されるところだったんだから」

「あぁ？　なんじゃ、気付いておらなかったのか？」

　赤頭は自分の頭を摩さすりながら、こちらを睨にらみつけてくる。

「は？　何が」

「じゃから、こういうことじゃ」

　赤頭は立ち上がると俺たちが飛び込んできた扉の前で立ち止まり、今もまだ轟々と燃え上がる青い焰にその手を突き出した。

「バッ!?　何してるんだ馬鹿ッ!!」

　驚きのあまり少し声が裏返りながら叫ぶ。手を突き入れる瞬間に何かした様子もなく、あれだけの魔力が込められた魔法に無防備に身を晒して無事でいられるとは考えられなかった。

　予想外の行動に立ち上がった俺を馬鹿にしたように赤頭が笑う。

「ププッ、慌てすぎじゃたわけめ。ほら、妾の体は別に何ともなっておらんわ」

「あ、え？」

　焰から抜かれた赤頭の手は、確かに火傷やけどどころか傷一つ負ってはいない。もちろん着ている着物でさえも燃えるどころか一つの焦げつきも存在していない。

「ええっと、……なんだ、どういうことだ？」

「だから、この焰はとんでもなく魔力を込めて見た目だけ精巧に再現したただの幻影じゃ。触れようがどうしようが怪我一つすることはないの」

　そう言って赤頭は意地悪く笑う。

「まぁ？　騙だまされて慌てる間抜けは必死に逃げようとするかもしれんがの？」

「あっ、くっ、うっ」

「『これで、貸し借りはチャラだからな』、キリッ!!」

「こ、この……っ」

「いやぁ、過去に類を見ないドヤ顔じゃったの。妾の生きてきた中で確実に五本の指に入るレベルじゃった。もう冒険者なんぞ引退して大道芸人にでもなった方がいいと妾は思うぞ？」

「うぐぐぐぐぐっっ!!」

　なんだこいつ、やっぱり悪魔かよっ!!

　とはいえ、ここで手を出したり、怒鳴り散らすのはいくらなんでもいろいろ人としてどうかと思うところがあるので、どうにかこうにか理性を総動員して我慢する。

　いいネタを見つけたとばかりにこちらをおちょくる赤頭に散々馬鹿にされ続けながら、ぶつけるべき怒りの矛先が見つからないので、とりあえず怒り貯金を増やしておくのだった。

「くくくっ、まぁこの辺にしておいてやるかの。あの意地の悪い罠の道も踏破したことじゃしな」

　逆切れだろうといいじゃないかと言う声に理性が白旗を挙げかけた頃に赤頭はそう言った。

　どれだけハリセンでどつきまわしてやろうかと思ったか。

　やっと冷静になったところで周囲を確認すると、そこは最初のスタート部屋を彷ほう彿ふつとさせる作りの部屋だった。

　広さは四分の一程度だったが、部屋の片隅にはスタート部屋と同じ泉のような水場があったし、四角い部屋も無骨で無機質な見た目のくせになぜか温かみの感じる床や壁もそのままだ。

　違う点といえば、魔物部屋へと繫つながる通路がないことと、代わりに巨大な金属製の扉が一つ設置されていることだ。

　おそらく、あの扉を出れば外に出られるのだろう。

「良い顔で笑いやがって、憶おぼえてろよ。……まぁ、とりあえず『ここが出口だよ？』って書いてあったんだから、書いてあった迷路は突破したってことだろ」

　上機嫌に笑う赤頭に負け惜しみ気味に悪態をついて気を抜いて、やっとトラップゾーンを抜けたのだという実感が湧いてきた。

「そうか、やっと外に出られるのか。これでお前と顔を突き合わせることもなくなるのか」

「なんじゃ、寂しいのか？　ん、ん？　しょーがない奴じゃのー。飯炊き係として従順に仕えるなら雇ってやっても構わんぞ？」

「ハイハイ、自意識過剰オツー」

　ヘッ、と軽く馬鹿にしたように笑い飛ばしてやっても、いつもと違ってさほど怒りを覚えた様子はない。

　やはり赤頭もやっとこの罠の山を突破したのが嬉うれしいらしい。

「十日ぶりの外か。もう昼だか夜だか分からねぇけど、とりあえず外の空気が吸えるなら何でもいいか」

　俺は立ち上がると扉に向かって歩き出した。赤頭もまた俺の隣を歩いて扉へと向かう。

「今はちょうど空が赤く染まり始める頃じゃの」

「なんで分かるんだよ」

「妾の腹の減り具合がそう言っておるからじゃ。ということでここを出たら飯じゃからな」

　赤頭は口の端をぺろりと舐めながらそう言った。

「……この中にいた間の行動時間の半分ぐらいはお前の飯を作ってたような気がするわ」

　最初は軽い気持ちで請け負ったが、まさかここまで料理をさせられまくることになるとは思わなかった。

　そもそも、こんなに長くこのダンジョンの中にいるつもりもなかったわけだが。

「やはり、世界は謎に満ちておる。なんでこんな冴さえない顔をしておる男に料理が作れて、妾のような最強美少女に料理の才能がないのじゃ。おかしい、絶対におかしいのじゃ。もしや、変なものでも入れておるんじゃなかろうな？」

「何度同じこと言えば気が済むんだよ。っていうか、なんだ変なものって、失礼な奴だな」

　俺たちは観音開きのその扉の前に立つと、それぞれ扉の片方ずつに取り付けられている扉の取っ手を握った。

「まぁいいや、これで最後だからな。食いすぎでぶっ倒れるくらい飯を作ってやるよ」

「おおっ、いいのう！　今まで抑え気味に食べておったからな」

「マジでッ!?　あれで抑えてたの!?」

「当たり前じゃ、食はこの世の真理じゃ。妾が本気になればいつもの倍はイケる。最後ぐらいは思いっきり食べてやるからの、なにを作ってもらおうかのぉ」

「なんなのお前、全身胃袋で出来てんの？　それとも胃液がどっかの魔物の溶解液にでもなってんの？」

　俺は呆れたように言いながら、『仕方ないから気合を入れて作ってやるか』と口にせずに考えながら手に力を入れる。

　ギィイイイイイッと金属が軋きしむ特有の音を立てながら扉を押し開いた。

『カサカサカサ』『ビチャビチャ』『ガササッ、ガササササッ』『グジジジッ』『ズジャジャジャ』

「「…………」」

　そして、俺たちは無言で扉を閉じた。

「「ふぅ……、イヤイヤイヤイヤ」」

　誰に言っているわけでもなく、俺たちは自分の前で手を振った。

「え、何ちょっと今の、疲れてんのかな」

「アレはないのじゃ、さすがにアレはないのじゃ」

　俺たちは疲れが取れることを祈って目頭を手で揉もみあげる。

　そして互いの顔を見合わせ、一度深く頷くと、意を決して再び扉を押し開いた。

　だが、いくら目を凝らしてもそこにあるものは変わらなかった。扉の向こうにあったのは澄み切った空気でも広い空でもなく、

『ビュチャ、ビチ』『ゲジジャ』『ガザザザッ』『ズッ、ズルズゥ』『ギヂヂ、ギヂヂヂヂ』『ギュジュジュ』

　…………ゴキ○リに、ゲジゲ○に、ナ○クジに、○ミズに、○モに、ム○デ、蚊や蛾がなどが、中型犬サイズくらいに巨大化してその四角い部屋の中でその身を捩よじらせる光景だった。

「「ナイナイナイナイナイ!!」」

　一匹一匹の気持ち悪さもさることながら、部屋の奥で十や二十ではきかない夥おびただしい数が蠢く光景に本能が拒否反応を示す。

　そのあまりの光景を俺たちは直視できずに再び扉を閉めて手を振った。

　え？　なにあれ、なにあれ、なんなのあれ。

　おかしくね？　え、だっておかしくね？

「なんなのじゃあれは、どういうことじゃ。魔物はおらんと言っておったではないか」

　しばらく思考を停止させ、沈黙が場を支配した後。

　両目を手で覆いながらしゃがみ込んで呟つぶやく赤頭の声を聴いて、やっと我に返った。

「……あれが魔物かどうかということは置いておいて、魔物が出ないって書いてあったのは『迷路の中』だけだからってことじゃね？」

　最初のふざけた垂れ幕に書かれていたルールを再度確認してみれば、そんな風に書かれていた。

　一応出口を通ったわけだし、迷路は抜けたから噓はついてないってことだろうか。

「迷路を抜けたなら、なんで地上に出られんのじゃ。クリアしたら外に出られるって書いてあったじゃろ」

「あれだろ、迷路はクリアしたけどダンジョンはクリアしてねぇってことだろ？」

　それに、よく見てみればこの扉、ダンジョンのボス部屋前に設置されている扉に似てないだろうか。

「あっ」

「なんじゃ、まだ何かあるのか」

「いや、あそこさ、すっげぇ見えづらいけど『守護者の間』って文字が浮き彫りになってない？」

　そう言って俺は扉の上を指さした。

　壁の色とほとんど同色で、扉の大きさに対して小さく目立たなかったが、そこには確かに『守護者の間』という文字があった。

「「…………」」

　再びそこに嫌な沈黙が落ちる。

「い、嫌じゃ、嫌じゃっ、嫌じゃっ!!　だって守護者の間って、あれと戦うわけじゃろ？　無理じゃろ、アレはないじゃろっ、いくらなんでも性格が悪いとかそういうレベルじゃないじゃろっ、アレはッ!!」

　何かを拒絶するようにブンブンと手を振りながら赤頭が叫ぶ。

「あっ、男の子は虫が好きじゃろ？　女の子は虫が苦手じゃろ？　だから、な？」

「なにが『だから、な？』だっ!!　俺だって嫌だわっあんなん!!　確かに男の子は虫が好きだけどっ!!　アレは違うッ、あれは違うからっ、なんかこう、ジャンルが違うからっ!!」

「あんな気持ち悪いのを相手になどしたくはないのじゃっ!!　そ、そうじゃ、一つ貸しがあったじゃろ。今返すのじゃ、すぐ返すのじゃ。妾の代わりにあの虫と戦うのじゃっ!!」

「嫌だよっ!!　借りはほらアレだ、散々俺のことを馬鹿にしたからそれでチャラだ!!」

「なっ、卑ひ怯きょうじゃ、踏み倒すつもりか!?　人としてダメじゃろっ、いかん、いかんぞっ、他人の借りはきちんと返さないとちゃんとした大人になれんのじゃ!!」

「何の話だ何のッ!!」

　いやだ、絶対にいやだ。

　アレと戦うのはこう、体力とか以前に色んなものをガリガリ削られる。

　多少キモくても魔物は化物と思えば戦えるが、いつものキモい虫のイメージのまま、でかくなったアレは嫌だった。殺虫スプレーが欲しいです。

「というか、こんな美少女にあんなのの相手をさせようとするとか犯罪じゃろっ!!　このろくでなしっ!!」

「誰がろくでなしだこの赤頭ッ!!　お前の方がよっぽど人でなしだろっ!!　俺の戦闘手段ってめっちゃ近接攻撃なんだぞっ!?　離れて見たってあの破壊力なのに、近づいて攻撃とか無理に決まってるだろ!!　あんなのに手で触れる距離まで近づくとか正気の沙汰じゃないっつのっ!!」

「そんなものッ、目を瞑つむって戦えばいいんじゃっ!!」

「無茶言うなっ!!　俺の攻撃手段は基本的に剣なんだぞっ!!　そんなんであいつらと戦ったら返り血代わりに体液まみれになること必須だぞっ!!」

「それぐらいよいじゃろっ、ほらっ、水も滴るいい男って言うじゃろうがッ!!」

「だから滴るのは水じゃねぇって言ってんだろうがッ!!」

　グロ画像を背景に巨大虫の体液にまみれてどうやったらいい男になるんだ!!

「嫌じゃー、嫌なのじゃあああっ!!　だってガサガサしてたのじゃ、ヌチャヌチャしてたのじゃ、黒光りするのとか粘液まみれでのたうつのとかワサワサしてたりウジャウジャしてたりっ、背筋がゾワッって、ゾワッてっ!!」

「あれに好き好んで突進していける奴なんているかっ!!　ふざけんなっ!!」

　俺たちはどうにかしてあの強大な敵の相手を押しつけようと、骨肉の争いを続けるのだった。

　そうしてしばらくして。

「嫌なのは俺も一緒だって言ってんだろうがッ!!　いいじゃんっ、魔法で攻撃できるんだからいいじゃんっ!!　遠くから得意の魔法で焼き殺したり生き埋めにしたりすればいいだろ!!」

「そういう問題じゃないのじゃ!!　だいたいそれを言うならお主くらいの身体能力があるなら返り血を浴びる前に距離を取ることも可能じゃろっ!!　それにそんなに嫌なら魔物の骨でも投げつければいいじゃろうが!!」

　互いのセリフにハタと動きを止める。

「「言われてみればその通りか（じゃ）」

　一気に脱力感が身を包む。あぁ、たったこれだけの事実に気付いてたどり着くまでにどれだけ遠回りをしてきたのか。

「そうだ、あいつらと『戦う』と思うからこんなに心が乱れるんだよ」

「そうじゃな、アレは戦う相手ではない。『駆除』じゃ、駆除すべき存在じゃ」

　ゆらりと、俺たちは再び扉を向いた。

　そうだ、何を嫌がっていたのか。でかくなろうが虫は虫。ゲテモノだろうと虫は虫。

　扉の前でこんな醜い言い争いを続けたところで事態は好転しないのだ。

「虫がなんぼのもんだぁあああああっ!!」

「害虫はっ、殺虫じゃぁあああああっ!!」

　俺たちは目の前の扉を蹴破ってボス戦に突入するのだった。

『ギャギャギャッ!!』『シャジャ』『ギュチュギュギギ』

「「イヤアアアああアアアぁあアアァあああぁッ!!」」

　ヤケになって突っ込んでみたが、そんな余裕など張はり子この虎より脆もろく破けた。

　絶望的な戦闘が今、始まった。







「おらっ、潰れろ虫がッ!!」

『ギャギュイ……』『ガヂヂィ……』

　ブンブンと丸袋の中で肥やしになっていた角やら骨やら外殻やらを全力で投げつける。

　もはやそこにあるのは入った時以上のグロ画像だった。

　ただでさえカサカサゴチャゴチャとしていたのに、今は更にそこに、噴き出した体液や千切れた体の破片でヌメヌメとネチャネチャ成分が大量追加されている。

　そのビジュアルだけで、これを意図した奴がどれだけ性格が悪い奴なのか察することができる。

「ハーッハッハッ、虫が虫けらのようだっ!!」

　もはや何を言っているか自分でも分からないが、いったん冷静になってテンションを落として直視してしまえば気が遠のいてしまいそうで、俺は意識して混乱状態を保っていた。混乱状態は無敵だっ!!

　あれ、俺本当に何考えてるんだろう。

「ギャアアアアァツ、キモイキモイッ!!　寄るでないっ、虫はっ、虫料理だけはダメなのじゃっ!!」

　なんだあいつ、虫料理なんか食ってたのか。それで俺以上の拒否反応を示したのか。

『ギヂィイイイッ!!』『ビュガァアビビッ!!』

「カサカサしてるぅっっ、ビクビクしてるのじゃぁっ!!　もういやじゃぁああっ!!」

　赤頭の方もギャアギャアと叫びながら、ろくに狙いもつけずに魔法を乱射していた。

　うんうん、俺と同じくいい混乱具合だ。あれ、泣いてるってことは混乱解除されてる？　そういや赤頭は混乱を引き起こす攻撃を完全にレジストしてたような？

「まぁいっかっ!!　ほらほらっ、とっとと沈めっ!!　アハハハッ」

「くそうっ、自分一人だけ正気を放り出しおってっ!!　なんで妾だけ正気を保っておらんとならんのじゃ……っ!!　魔法抵抗が高すぎる自分が初めて憎いのじゃ……」

「なんか言ったかー？　俺は正気だぞー!!」

「うっさいのじゃハゲッ!!　目をグルグルさせて何を言っておるんじゃっ、いい加減、そろそろ正気に戻らぬかっ!!」

「うぉおっ!?」

　ビャシャアッ、と突然宙に現れた水球を落とされ、冷たい水でずぶ濡ぬれにされてしまった。

　ついでに俺に掛かっていただろう軽い混乱の状態異常まで溶けてしまう。

「何しやがるっ!!」

「中途半端な耐性で状態異常に掛かっとるから助けてやったんじゃろうがっ!!　いつまで混乱しとるんじゃ」

「ワザとだよっ!!　治そうと思えばいつでも治せるから放っておいたんだよっ!!　あんなキモイの、正気で相手してられるかっ!!　うげぇえっ」

　改めて状況を把握すると気持ち悪いことこの上ない光景だった。テレビや映画など、画面越しでも遠慮したいような光景は、素で見ると想像以上の破壊力を持っている。

　気のせいか、若干空気まで淀よどんでいるような気さえしてくる。っていうかさっきまで混乱してたから気が付かなかったが、噴き出した体液やら、俺の混乱を引き起こしたヌメッとしたキノコのようなキショイ魔物の胞子、龍種のブレスの下位互換な息を吐き出すミミズもどきなどのせいで、実際に吐き気を誘うにおいが周りを取り巻いている。

　レベルも上がってそこそこの状態異常の耐性スキルも持っているから、残ざん滓しのようなこれらのせいで状態異常になることはないが、それでにおいまで感じなくなるわけじゃない。

「く、くそっ、体液のせいかムワッとしてて余計ににおいが……っ、虫って変温動物なんじゃねぇの？　血も体液も冷たいんじゃねぇの？　なんで？」

　正常に戻ったせいで今まで適当に無視できていた情報が一気に人間離れした五感を刺激してくる。

　グロ画像はやけに細かいところまではっきりと見えているし、宙を飛んでいる羽虫もどき類の不快な羽音が部屋を埋め尽くしているし、先程のにおいのこともそうだ。

　そして、いつの間にやら室温が上がっているのか、湿度が上がっているように感じる。たぶん、赤頭が炎系の魔法を使ったりしているせいだろう。

　しかも、とうの赤頭はというと自分の周囲に半球状に風の膜を作っているようで、そういった空気を全て遮断しているようだった。

「赤頭ッ!!　お前ッ、自分だけズルいぞっ!!　俺も入れろっ!!」

　地を這はうように迫ってくるムカデもどきの頭を貫くように一つ、空から迫って来ようとする羽つきアリもどき二匹を打ち落とすように二つ投げつけながら、赤頭の魔法の効果範囲へと近寄る。

「ぬわっ!?　こっちに来るでないっ、キモイの引き連れてきておるじゃろうがっ!!　それにお主に染みついたにおいが入ってくるではないかっ!!」

「たった今お前が水で洗い流しただろうがッ!!」

「まだ少しにおっておるのじゃっ、ええいっ、もう一度洗って落とせっ!!」

「おわっ!?」

　再び現れた水球が俺の体を包む。違うところは、俺の体を濡らして落ちるのではなく周囲に纏まとわりついたままぐるぐると渦を巻き始めたことだ。

（おおっ、人間洗濯機だな）

　赤頭が放った石の槍やりが再び数匹の羽虫の羽を貫き、地面へと這いつくばらせる。

　その間に首から下で十秒ほどギュルギュルと水流を生み出したこの魔法は、最後はバシャァと床に落ちて地面を濡らした。

「って、びしょぬれで放置なのかよっ!!　いやさっきからそうだったけど!!」

「贅ぜい沢たく言うでないっ、特に実害もないんだからいいじゃろうがっ!!」

「濡れてるとあのキノコっぽいやつの胞子とか、飛んでる蛾みたいなのの鱗りん粉ぷんとかっ、そういうのがべたべたくっつきやすそうだろ!!　大問題で大惨事だろっ!!」

「妾を舐めるなっ、この風膜の範囲内にあんな気持ちの悪いものを入れるわけがないじゃろっ!!」

　そんな会話の間に、丸ごと体を洗われた十秒の間に距離を詰められた虫たち五、六匹をまとめて潰すために、三メートル級のストーン・ゴーレムの遺い骸がいをそのまま投げつける。

　以前攻略した初心者向けのダンジョンのかなり小さく弱いボスで、ほとんど大きな傷をつけずに倒せたゴーレムだ。

　ゴーレム系の魔物が少ないオロルレア王国ではとても貴重な検体になると、普段はおっとりとしたユーミスが興奮気味に言っていたのでそのままの形で丸袋に入れていたのだ。

　本当は次に到着する予定の町でエルミアの街にあるユーミスの研究所に送ってもらう手て筈はずだったのだが、悪いユーミス。今回は緊急事態だ、勘弁してほしい。

　ちょっとくらい虫の体液とか掛かっても、研究にはきっと問題ないよね？　うん、ダメだったら後でもう一匹狩りに行こう。

「ちくしょう、服が張り付いて微妙に気持ち悪い」

　あの虫共をあのまま相手にするのも嫌だが、元の世界の服と違ってあまり質の良くないこの世界の服は濡れてしまうとただでさえ微妙な肌触りが更に悪くなる。

　体温などでしばらくすれば乾くだろうが、早くそうなってくれることを祈る。

『キシャアアアアアッ!!』

「キシャアじゃねぇええよクソ虫がっ!!」

　鳴き声らしき甲高い音を発しながら這いずってくるナメクジもどきにイラッとしながら、投とう擲てき作業を再開するのだった。

　そんな感じで、しばらく戦い続けた後のこと。

　入ったばかりの頃は夥おびただしい数がいた虫もかなりその数を減らしてきている。

　もう少しすればこの部屋の虫たちも殲せん滅めつしきれるだろう。段々と見晴らしの良くなってきた部屋の中、俺たちが入ってきた扉と正反対の位置に、同じデザインの鮮やかな緑色をした色違いの扉があった。きっとそここそが本当のゴールなのだろう。

　だが、それとは裏腹に、俺と赤頭は嫌な予感に襲われていた。

「のぉっ、あの奥にあるやつなんじゃが」

　努めて考えないようにしてきたが、とうとう我慢の限界が来たのか、ついに赤頭が話題を振ってくる。

「……言うな、分かってる」

　虫を殲滅しながらチラチラと視線が向かう先には、ヌメッとした感じの薄ピンク色の卵のようなものがあった。血管のようなものが表面を走っているようで、それが時々ビクビクと動いているのが遠くからでも分かる。

　虫の数が減ってきたから今度はイケるかと、適当な素材ではなく、きちんと投擲用に作られた投げナイフを放る。

「チッ、まだ駄目か」

　だが、ナイフは目標に到達する前にその卵を守るように一丸と壁になる虫たちにさえぎられる。しかも、その卵があるのは出口らしき緑の扉の真ん前なのだ。

　これだけでも何かあるのが分かるが、その卵は先程からその色をどんどんと濃く、そして大きくなっている。

「なぁ、妾、段々嫌な予感がし始めたんじゃが」

「そうか。自分だけじゃないと思うとなんか安心感が湧くな」

「なんて嫌な安心感じゃ、無駄にもほどがあるじゃろ」

　赤頭もいい加減慣れ始めてきたようで今は淡々と炎球を手から放出している。

　どんな相手にもとりあえず炎系統の魔法は効くのを確認してからは、それだけを使って虫を倒している。

　おかげで辺りは黒い煙がそこかしこで上がっている。煙が充満することはないので視界が塞がれることはまずないが、どこぞの世紀末な風景のようだった。

（飛び込んでいって直接切りつけてくるか？　でもなぁ、この外に出るのはなぁ）

　赤頭の風膜のおかげでこの中の空気はフラットに保たれているが、ひとたび外に出ればあの異臭が襲ってくるのだろう。いや、もうかなりの数を倒したし、火の魔法を多用しているせいで室温も絶妙に気持ち悪い感じに暖まっているしで更に不快度数は増していることだろう。

　赤頭の方も魔法の構築速度と保有しているＭＰには目を見張るところがあるが、一発あたりに込められる魔力量はそれに比べてだいぶ少ない。

　あの肉、いや、虫の壁を貫くには少し威力が足りないようだった。

「ぬぅっ、虫のくせになんで魔法耐久が高いんじゃ」

　そうして歯は嚙がみしている間にも卵は変化を進めていく。

　順調に減っていく虫たちに比例するようにしてその卵はその色を深め、巨大になっていく。

　部屋の中の虫たちの密度はかなり下がり、殲滅までの残りも見えてきた。しかし、その少ない数を補うように虫たちは卵の周囲に固まって、意地でも卵を傷つけさせないとばかりに抵抗を見せていた。

　そして、その嫌な予感は結果として現実となってしまう。

　ある一点を超えたのか、卵の変化は急に加速した。破裂するような速度で大きくなり、初めは薄いピンク色をしていたにもかかわらず、今は赤というよりもほとんど黒に近いような赤黒い色をしている。

　ドクドクと脈を打つ速さも、もはや連打しているような速度になっていた。

「ちっ!!」

　もう少しで虫を殲滅しきれるのにっ、やはりそう上手くはいかないようだった。

　苦し紛れにこれでも喰らえと手持ちに残った五本の投げナイフを投げつけた。

　ヒュゥンッ、と風を切りながら宙を走ったナイフの大部分は未だ残る虫たちに体を張って止められた。そのうちの一本が虫たちの間をすり抜けて卵のもとへと飛来した。

（……取ったかっ!?　っていかん、これフラグっ!?）

　だが、そのナイフが到達する直前、卵が本当に爆発するような勢いでそのブヨブヨとした殻を開いた。

　花の蕾つぼみが開くように切れ目が入って、開いた中から黄土色の遠目にも分かるほど粘度の高そうな液体が周囲に飛び散った。

　その粘液に勢いを削がれたナイフは地面に落ちてしまう。

「っ、ああっ、くそ、回収ご苦労様ですっこんちくしょうめっ!!　ていうか気持ち悪ッ!!」

「ひぃいいいっ、あ、ぁあ、き、気持ち悪いのじゃアアアアアアアアアッ!!」

　少しやけっぱちめに呟いた先、現れたのはドキュメンタリー番組で見た『ダイオウグソクムシ』が巨大化して進化したような姿の虫だった。

　卵の中でどうやって収まっていたのかという大きさのそいつは、縦横共に五メートル近いデカさを誇っていた。正面だけを見れば都心の小さめの一軒家くらいの大きさがある。

　ヌメヌメとした粘液で体をテカらせながら、十本以上もあるカニやエビのような甲殻質な手足をワジャワジャと動かす。まるでムカデの顔と同じような形の顔も、ギチギチと獲物を求めるように音を鳴らしている。

　そう、その姿はエイリアンである。まごうことなきエイリアンである。

　すっげぇ気持ち悪い。先程までの虫たちもかなり気持ち悪かったが、これはこれでその比ではない。

　体内がスケスケな感じなのがなお嫌らしい。

『ギジャァアアアッ!!』

　甲高い音と鈍く低い音を二重に重ねたような割れた鳴き声は、耳の中で乱反射するような不快感を搔かき立てる。

　ここからが本番とばかりに、満を持して現れたそいつは周囲にいた虫たちをバリバリと喰らい始めた。

　甲殻を持つ虫を殻ごと嚙み砕き、羽虫の羽をちぎって数匹まとめて口に放り込む。ナメクジのような奴らの体に嚙みつくとそこから水分を奪い取るように干からびさせた後、カラカラになって小さくなったソレをまたもや一飲みに喰らう。

　残り少なかった虫たちは全てラスボスっぽい奴の腹へと収まってしまった。

　つまり、こいつが本当のボスなんだろう。見た目による精神攻撃の強さもこれまででピカイチだ。

「くっそぉっ、誰だこんなダンジョン作ったの。絶対自然に出来上がったもんじゃ……」

「あ、ああっ、あぁあああぁ」

　そして、俺が声を発しきる前に俺の隣からプチッ、という音が聞こえた気がした。

「もう嫌なのじゃああああああああっ!!　とっとと死ねぇええええええええっ!!」

「うおっ!?」

　赤頭がやけっぱちに叫ぶと同時に、散々だとばかりにとんでもない速度で魔法を構築しまくり始めた。

　モノの数秒で数十発近い火球が宙に浮かび上がり、俺は巻き込まれないように少し飛びすさって距離を取る。

「ば、バカッ!!　あんなでかい相手にそんな爆発系の魔法でっ!!　うげぇッ」

　ただこの戦闘を早く終えることしか頭にないのかっ、火球の生成によって急激に熱せられた空気が赤頭を中心に放射状に広がる。

　その爆発のせいか、理性を飛ばした赤頭が制御を放り出したせいかは分からないが、今まで空気を遮っていた風膜が取り払われ、たんぱく質の焦げる嫌なにおいや熱せられて蒸発した虫たちの体液のにおいなどが混じった強烈なにおいが襲い掛かってくる。

　そのせいで反射的に息が詰まり、言葉が止まった。

　たとえ最後まで言えていても赤頭が言うことを聞いたかは分からないが、とにもかくにも、俺の制止の声は間に合わず、その賽は投げられる。

「爆はぜるのじゃああああっ!!」

「やめてぇええええ?!」

　俺の悲痛な叫びをかき消すように、最終的に百近い数まで増えた炎弾が一斉にそいつへと着弾した。

『ギュシャアァアアアアアァアアアッ!?』

　一つ一つは先程までの威力と変わらないものだったが、的が大きかったこともあり、その全てを緻密なコントロールで同時に着弾させて威力が桁違いに上がっていた。

　そして、俺たちに何かの攻撃をすることすらなく無残にやられたダイオウグソクムシもどきは断末摩の悲鳴を上げてその命火を絶つことになった。

　ただし、爆発により飛び散った体積に比例した体液と、粉々に砕けてベチョベチョした肉片の雨と共に。

「「ギャアアアアアアァアアアアァアアッ!!」」

　ザアアアァッ、と土砂降りのような勢いでまるで胃酸のような吐き気を呼ぶ粘液の雨が降り掛かり、意外とゼラチン質だったらしい拳一つ分くらいのサイズの体の肉片がボトボトと降り注いでくる。

　その量はすさまじく、爆発速度の凄さもあって満足な対応すら取れず、結果、全身が汚物まみれの状況に晒されるのだった。







「ふぅ、ひどい目にあったのじゃ」

　赤頭はその真しん紅くの濡れた髪と服を風の魔法で一瞬で乾かした。

　ファサッ、と広がる珠玉の髪を靡なびかせながら赤頭は一つため息をついた。

　そのやれやれといった様子に少しイラッとして俺は突っ掛かった。

「おいこら、何をサラッと自分は関係ないみたいな顔してるんだ。お前が考えなしにあのデカブツぶっ飛ばしたせいだろ、もう少し俺に対して謝るとかしてもいいんじゃないんですかねぇ？」

「あー、はいはい、悪かったの、すまなかったの、ごめんなさいなのじゃ」

「ほ、ほほうっ、これだけの惨事を招いておいて全く誠意のない謝罪とは、いい性格してるじゃねぇか」

　あれから、俺たちは一つ前の部屋に戻って水場で徹底的に汚物を洗い流した。

　それはもう本当に大惨事だった。

　これまでも罠にハマって油みたいな粘液にまみれたことは何度もあったが、アレは体に纏わりついてはいたもののその質感は案外サラッとしていたし、ツバキ油みたいなものなのか、花のようないいにおいもしていた。

　おかげで髪がつやつやになったし、赤頭がそれを狙ってか知らないが何度かワザと罠にはまっていたのも知っている。

　だが、今回のあれは別物だった。そんな性た質ちのいいものではない。

　あれはまさしくゲロだ、吐と瀉しゃ物ぶつだ、酔っ払いの特殊スキルであるエクトプラズムだ。

　胃酸のような酸っぱいにおいの濃度を十倍にしてひと月発酵させたような強烈な刺激臭。

　大粒の砂利の混じった水あめのような、あのダイオウグソクムシもどきが消化中だったのだろう虫たちの欠片かけら交じりのネトネトとした肌を伝う感触。

　ショッキングピンクと黄土色と青紫がマーブル模様に交じった、硬直反応なのかビクビクと纏わりついたまま痙けい攣れんする肉片の色。

　どこかの法廷の弁護士も『異議なしっ!!』とでかい文字を背負いながら有罪判決に賛同してくれるだろう。

「おー、嫌じゃ嫌じゃ、ずぶ濡れになった美少女に無理やり謝らせて愉悦に浸ろうとは、もう犯罪者予備軍確定じゃの」

「人を巻き込んで汚物まみれにさせたお前は既に犯罪者だけどな」

　というか、俺だけ濡れたままなのが地味にイラつく。

「だから謝ったじゃろうが、まったく女々しい男じゃのぉ。ほら、乾かしてやるからいい加減機嫌を直すのじゃ」

　ブォッ、と吹き上がる風が俺の体を包む。

　ドライヤーに似た温度の熱風は、体から水分を蒸発させた。

「む、はぁ、もういいか」

　なんか釈然としないが、いつまでもグチグチ言い続けるのがアレなのも確かなので黙ることにする。

　なんにしろようやくダンジョンをクリアしたのだ。守護者の間の奥には扉があったし、それを潜くぐれば今度こそ外に出られるはず、……出られるよね？　いい加減。

　まさかその扉を潜った先が本当の守護者の間とか言わないよね？

「と、とにかく早くここから出るとするか」

「そ、そうじゃな。行くとするかの」

　立ち上がり、再び守護者の間の扉に向かう俺の脳裏に一瞬浮かんだ嫌な想像を、同じように赤頭も抱いたようだった。

　そうだよな、疑いすぎだよな。いくらなんでもそれはない。しつこすぎるのは本当に嫌われるんだよ？　うん。

　いや、まったく疑念を捨て切れてない時点で立派に調教されまくってる気もするが……。

　だが、そんな俺たちの疑念を、このダンジョンはいつでも予想外の方向に裏切ってきた。

　それも予想の斜め上の方向に。

　そして、それはまた今度も同じことだった。

　守護者の間の中、部屋の奥にあった扉を開けることなく、

『ギシャギシャギシャ』『グジジァ』『ゴジュルルル』『ガササッ、ガサッ』

　その前の守護者の間に入る観音開きの鋼鉄の戸を静かに閉めることになった。

「ナンデダァアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

「ナンデジャアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ダンジョンコアを破壊しない限り、守護者の間のボスが復活するのは分かっている。だが、こんなに早く復活するわけがない。というか、よく考えたらダンジョンコアが見当たらなかったのだけれど、どういうことなのか。

　考えても答えが出るはずもなく、俺たちは再び虫たちを殲滅する作業に従事することになった。

「「死ねぇええええっ、ゴミ虫どもがぁあああっ!!」」

　怒りに染まった俺たちによって、虫たちを殲滅する速度が倍になったことをここに記しておく。







「「次はどんな罠じゃゴラァアアアアアアッ!!」」

　半ばやけくそで飛び込んだ部屋は静まり返っていた。

　怒りでいろんなものを振り切った俺たちは、それこそどこぞの無双ゲームのような勢いで虫を駆逐して守護者の間を文字通り沈黙させた。

　うるさく騒ぐ虫を全て潰し、卵は孵ふ化かすらさせずに一刀両断した。

　そして俺たちはなんでもこいやの精神のまま、部屋の奥の扉を蹴り開けてその次の部屋に入り込む。

　そこは今まで何度も見てきた殺風景な四角い立方体の部屋。

「やっぱり出口じゃねぇっ!!」

「今度はなんじゃっ!!　落とし穴かっ、吊り天井かっ!!」

「どこだっ、どこに罠があるっ!!」

　俺たちは血走った目で部屋の中を見回す。

　長いこと訓練をされてきた俺たちに、もう死角はない。

　と、背後の扉が静かに閉まったかと思うとふわりと浮かび上がるようにして床に魔法陣が現れた。

　緑色の光の粒子が部屋の中を漂い、部屋の中を照らし出す。

「なっ!?」

「ぬっ!?」

　だがその変化は一瞬で俺たちの視界から消え去った。

　まるで周囲の世界が、白波が打ち寄せるように白く染まる。

「転移に似た力を感じたのじゃが、なんじゃここは」

「なんだこりゃ、罠、なのか？」

　そこは何もない、ただ白に埋め尽くされた場所だった。どこを見ても印になるものは何もなく、ただ延々と白が続く先は見ているだけで遠近感がおかしくなってくる。

『罠じゃないですよ』

　その声はどこからともなく聞こえてきた。

「お、おい、今の声なんだ？」

「妾の気のせいではなかったみたいじゃの」

　互いに顔を見合わせると確認を取り合う。

『どもどもどもー、最短記録でのクリア、おめでとうございますー』

「「……」」

『グッジョブですっ、今までで一番笑わせていただきました。いやほんとマジで今回のは出来がいいですよぉー』

「「……」」

『特に私が仕込んだわけでもない最初の決闘劇は最高でしたね。何度見返しても息ができなくて死にそうになりますし、ブフッ!!　思い出しただけで笑いが……』

　啞然とする俺たちに、嬉き々きとした笑顔を浮かべて現れたのは、二十四、五歳ぐらいの女性だった。肩口にかかる程度の長さの髪は毛先には強く癖がついていて、パーマでもかけているかのようにクリンクリンとしている。

　ルナリア教のものと似た修道服に身を包んだその女性は、悪戯いたずらっ気の強さがにじみ出るような表情でケラケラと笑っている。

　しかし、明らかに普通と違う点が三つあった。

　一つはふわふわと少し離れた場所で宙に浮いていること。

　魔法を使っている気配もないのに、完全に地から足が離れている。まぁ、この真っ白な空間で地面がどこかなんて曖昧っぽいが。

　一つはこうして目の前にいるのにもかかわらず、まるで気配を感じないこと。

　声を聴き、表情豊かに目の前で笑っているにもかかわらず、気配を全く探れない。気配を隠いん蔽ぺいするスキルを使っているとしても、こうして姿を晒しているのに分からないほどとなると、かなり強力な固有スキルでも使っていなければありえない。

　そして何より決定的な相違点。

　体の向こうが透けて見える、青白い半透明なクリアボディ。いや、透けた向こう側も真っ白なんですけども。

　だがまぁ、そんな普通じゃない点は今はどうでもいい。

「のぉ、黒頭」

「ああ、赤頭」

　俺たちは再び顔を向かい合わせると頷いた。

「「死に晒せぇぇぇえええええっ!!」」

『ブププーッ、わたしはしにましぇーん。ケラケラ』

　それは直前にぶっ飛ばしたあのダイオウグソクムシモドキ以上の勢いだった。

　俺は丸袋の中身を空にする勢いでとにかく投げつけられそうなものを取り出しては、ただ猛スピードで投げつけることのみに注力した。

　赤頭は炎弾、水弾、風弾、石弾、煙弾、植弾、雷弾など、どれでもいいからとばかりに節操なく魔法を放つことに注力した。

　ガキバコギジャガリドゴッ、と数多あまたの種類の鈍い音を響かせたいくつもの攻撃を、しかしまるで木の葉が風に揺れるようにひらひらと避け続ける。

「くっ、ちょこまかすんなっ!!」

『ほっ、はっ、よっ、うんうん、もっと狙えー、こんなんじゃ当たってあげられないかなぁ』

「ば、馬鹿にしおってぇ!!　大人しく、ク・タ・バ・レっ!!」

『いやだよーんっ、ケラケラッ』

　くるんくるんと宙を舞いながらワザとらしい笑い声を上げて、そいつはニヤニヤとこちらを見ている。

『さぁ、私のダンジョンのクリアボーナスの時間だ。今回のご褒美は何にしよっかなー』

「だったらテメェの顔を一発ぶん殴らせろっ!!」

「だったら全身こんがり焼かせるのじゃっ!!」

『それは、い・や♪』

「「なっ!?」」

　弾丸の雨あられを嘲笑うようにそう言った女は唐突に姿を消した。

『君たちにはこれでいいかな？　はい、プレゼント♪』

「ぬうぇっ!?」「ひゃうゎ!?」

　と、気配もなく後ろに現れた女が突き出した半透明の腕が俺たちの体の中へと入ってきた。

　ゾワリと、何か大切なものを撫で上げられるような感覚が体を駆ける。なにかをその表面に塗りつけられるような感触。

【システムメッセージ・心こころ火びの霊れい剣けんが解放されました】

「え、は？」

「ぬっ、そういう理屈で、あぁ……」

　よく分からない理論と感覚を無理やり体得させられたのと同時に、俺たちの攻撃が魂のみの存在にほとんど効果がないことも理解させられた。

『それから君、あんまりファジー草に頼りすぎない方がいいよ？　もう分かってると思うけど、睡眠を取らないと肉体は大丈夫でも魂に疲労が溜まってかえって逆効果になるからね。頑張りすぎな子へのお姉さんからの優しいアドバイスは、素直に聞くべきですよん』

　クスクスと笑いながら諭すような言い方でそいつは言う。

『じゃあねっ、楽しかったよぉ』

　そう言葉を残してバックステップで女は俺たちから遠のいた。

「「待っ、こらっ……!!」」

　バッ、と振り返ろうとした先、再び世界に色が塗られていくのが見える。ほとんど効果がないと知りつつ、それでも最後に一矢報いてやろうと振り向いた。

　立ち位置的にギリギリ間に合いそうなのは俺だけだった。

「っ!!」

　けれど、最後の一瞬だけギリギリ視界に収められた女性の顔が、寂しげに見えた気がしてその手が止まり。

『べぇっ』

「なっ、またっ!!」

　俺は最後の最後まで騙されぬかれ、俺たちはダンジョンの外へと飛ばされることになった。






第六章　少女たちの想い






　気が付くと、星と月が輝く空の下、周りを深い森に囲まれ、少しだけ開けた場所に腰を下ろしていた。

「あ、あのやろぅおおおおっ!!　次会ったら絶対一発ぶん殴るっ!!」

「怒って誤魔化すな阿呆がッ!!　せっかくのチャンスを棒に振りおってこのたわけぇっ!!」

「うるせぇっ!!　んなのは俺が一番分かってるわっ!!」

　圧倒的敗北感に、俺は顔を片手で覆いながら言い返した。

　と、雰囲気を放り投げるように互いの腹の音が響く。

「い、いかん、飯じゃ、飯が先じゃ。はよう飯にするのじゃ」

「そうだな。俺も腹減った」

　もう疲れて気力の欠片かけらも残っていない。

　力を入れて料理を作るのも面倒で仕方がないので、鍋に水と塩と早はや摘づみリコルの果実酒と、前にまとめて処理したグレートフル・ボアのブロック肉をぶち込んで火にかける。

「ま、まだかの？　もうそろそろ出来たのではないか？」

「腹が減ってるのは俺もだが、もう少し待て。さすがにまだ早い」

「うぅ～、じれったいのぉ」

　丸袋から出しておいた木の器を手にそわそわとする赤頭に、待てをされている犬を重ねて見ながら俺は鍋をかき回す。

　その後もう少し煮込んで、料理は出来上がった。

「よし、でき……」

「貸すのじゃ!!」

「あっ、おいっ、少しは落ち着けよ」

「嫌じゃっ!!」

　俺からお玉を奪い取った赤頭は、並々と器に盛りつけたスープを猛烈な勢いで食べ始めた。

　ここまでの勢いは初日にこの料理を振る舞った時以来だ。

「ったく、のどに詰まらせても知ら……」

「んぐっ!?　ごふっ、げほっ!!」

「最速のフラグ回収ありがとうございます」

「おかわりじゃっ!!」

「はいはい、いいから好きに食べろ」

　そして一度むせながらもすぐに回復して二杯目を要求する赤頭に、匙さじを投げて呆れのため息をついた。

　俺は自分の器によそったスープを胃に収めながら、吸い込まれるように消えていく鍋の中を見る。

「ぷは～っ、美う味まかったのじゃ」

「本当によく食ったな、お前。でも食ってすぐに寝ると牛になるぞ」

「なんじゃその法ほ螺らは。そんな話は一度も聞いたことがないのじゃ」

　最終的に鍋二つ分料理を追加することになって、やっと食事の時間は終わった。

　そしてそれだけの料理を平らげた張本人は満足げに腹に手を置きながらごろんと横になっていた。

　俺はというと、料理に使った火を焚たき火にして木の幹に背を預けて座っていた。

「……ここがどこだか分かんねぇけど、とりあえず全部明日にするか。疲れたわ」

　植生などを見る限り、俺がダンジョンに落ちた帝国北部と獣国の国境付近の森のように思える。正確な位置は分からないが、日が昇れば方角は分かる。魂の知識を得た影響か、気配を感じる能力が格段に向上したようで、ぼんやりとだが人が多くいる方向もなんとなく分かるし、その方向に歩き続ければそのうち街道か町かにたどり着けるだろう。

「のぉ、本当にどうやったらあのクソ不ま味ずいグレートフル・ボアの肉がここまで美味くなるんじゃ？」

「だ……」

　誰が教えてやるかっ、といつもの調子で返そうとした俺は口をつぐんだ。

「……早摘みのリコルの果実酒と、骨ごと一緒に煮込むんだよ」

「む？　何がじゃ」

「グレートフル・ボアの肉を美味く仕上げる秘密だよ。知りたかったんだろ」

「あの酒精は果実酒じゃったのかっ!!　これはいい、姉上と合流したらまた作ってもらおうかのっ。聞け黒頭、妾わらわの姉上が作る料理はとても美味いんじゃ。妾に魔法を教えてくれた才さい媛えんで、しかも、世界で一番の美人でのぉ。妾は超絶美少女じゃが、姉様はそれ以上の超絶美人で……」

「あー、はいはい、そうだな。美人で料理と魔法が上手いんだよな、何度も聞いたっての」

　ダンジョンの中にいる間に何度も聞かされた自慢話に肩をすくめる。

「それより、俺も教えたんだからお前も教えろよ」

「む、なんじゃ、妾のスリーサイズを聞きたいのか？　まったく変態じゃのぉ」

「んなもん聞くまでもなく60・60・60の大絶壁だろうが」

「とりあえず死ぬがいいわっ」

　ひょいっ、と体を傾けて飛んできた石弾を避よける。背後の木の幹にゴンッとめり込んだ石はパラパラと木くずを散らして地面に落ちた。

　もう何度も行ったやり取りは考えるよりも先に体が動くくらいになってしまった。

「お前が旅してる理由。どっちがダンジョンから先に脱出するかで勝負してただろ。同時で引き分けだから、お前も喋れよ」

「そう言えばそんな勝負もしておったな」

　さも今、思い出したというように赤頭は返事した。

「さて、どうするかのぉ。前も言った通り教えてやってもいいんじゃが……」

「んだよ、もったいぶるなぁ。……もし、さ、俺が手伝えることがあるなら手を貸してやってもいいぞ？　代わりに大きく貸しをつけてやるけどな」

　明日になれば、俺たちはそれぞれの旅に戻る。

　元の、ただ力を求めるだけの日々に。

　それは何か、惜しい気がした。こいつの旅に目的があるなら少しくらいなら付き合ってやろうかと思った。こんなバカみたいなやり取りが、まるで元の世界で友達と交わしていたような時間が、まだ、もう少しと。

「なんじゃ、寂しいのか？　まるでウサギみたいな奴じゃのぉ」

「て、てめぇ、人の好意をなんだと思ってやがる！」

　からかうようにニヤニヤとしながら口元に手をやる赤頭。

　全く違うとも言えない言葉に、顔に熱がこもるのを感じた。

（くそっ、昇ってくるな血液!!）

　気付くんじゃないと思いながらも、こういう人の弱みを見逃す奴じゃないのは重々承知している。

「くくくっ、顔が赤くなっておるではないか。図星じゃったんじゃろー。ウリウリ」

「だぁあああっっ、もうっ、誤魔化してはぐらかそうとすんなっ!!　いいから答えろよっ」

　けど───。

「っ!!」

　ゾクッ、と足元から頭のてっぺんまで冷たい何かが昇り上がる。

「のぉ、そういえばまだ名前も聞いておらんかったな。これだけ一緒にいて間抜けな話じゃが、名前は何というんじゃ？」

「海かい人と……、俺の名前は、海人だよ」

　ゆらりと立ち上がった赤頭が、空を見上げている。

　別に、変な動きをしたわけでもない。

　敵意をみなぎらせていたわけでも、殺気をみなぎらせていたわけでもない。

　だが、俺は確かに赤頭に恐怖を抱いていた。いや、恐怖ともまた違う、見てはいけないものを覗のぞいてしまった後悔のような、そんな苦い感情。

「そうか、海人か。いい名前じゃの」

　普段とどこがどう違うというわけではない。

　……なのに、自分の目を疑うような、ここ数日見てきたものが幻だったかのような印象を、俺は赤頭の中に見た。

　暗く、暗く、暗く。

　光がないことを闇というのなら、そんな浅いものではない、光を飲み込むような常とこ闇やみ。

「残念じゃが、お主には手伝うのは無理じゃ、海人」

「……なん、でだよ。これでもそこそこの伝つ手てもあるし、いくらでも」

「そうじゃない、そうじゃないのじゃ。海人、お主ではここには届かない。もし、届いているなら、そんな軽々しく手伝うなど、そんな言葉は絶対に出たりはしないじゃろ」

　こちらを向いたその少女は、確かに笑っていた。

　けれど、そこにあるのは確かに笑顔なのに、笑顔ではなかった。

　なぜ、そんなものを感じたのかは分からない。だが、それでも直感的にたった一つだけ理解させられた。

　どれだけ手を伸ばしても、今の俺には触れるどころか、近くに行くことことすらできない。

　その、届かないという感覚だけを。

「知らないじゃろ？　腹の底が焼けるような感情も、手足が千切れそうになるほど疼うずく感覚も、泣き叫んでも喚わめいても何ひとつ取り戻せない暗闇も」

「……」

　そう言って、こちらに顔を向けた赤頭は、まるで泣いているような形だけの優しい笑みを浮かべた。

　悲しげで、苦しげで、何より、──……底冷えさせられるほど怒りの感情を湛たたえて。

「妾の旅の目的は、復ふく讐しゅうじゃ。どうしても殺したい相手がおる。どうしても許せない相手がおる。絶対に、何があっても、妾がこの手で八つ裂きにしてやる相手がの」

「復、讐……？」

　思わず聞いたまま零こぼした言葉の意味が、ゆっくりと脳裏に染み渡る。

「その通りじゃ、ただ殺すだけではない。妾が妾のためだけに、全てを踏みにじって地獄の底へとのたうち回らせると決めておる。生きたまま目玉を引きずり出し、少しずつ皮を剝はぎ、手足を端から切り刻んで、その背を焼けた鉄で焼き、痛みと屈辱と苦痛の全てを舐ねぶるように刻み込んで。……悲痛の叫び声を聞きながらその心の臓を握り潰すその瞬間が恋しくて恋しくて、たまらないのじゃ。それこそ、恋い焦がれるほどにの。クククッ、アハッ、アハハッ」

　まるで見えない鈍器で殴られたような気分だった。

　何かに酔うように告げた少女の表情は今まで一番艶つややかに濡れ、口の端が波打った飢えるように緩んだ恍こう惚こつの表情は、見ているだけで冷たい水の底へと押し沈められていくような気がした。

　そして赤頭は再びあの全てを覆い隠す笑みの仮面をかぶり直した。

「やっ、……」

『やめろ、復讐なんて幸せになれない』

　反射的に、そんなどこかで誰かに聞いたような言葉が口をつきそうになった。

　けれど、そんな俺の口から出そうになった安っぽい言葉を押しとどめるように、唇に当たったのは赤頭の人差し指の感触。

　やけに冷たいその指の感触が、なぜか何より鮮明に感じて。

「お主といたこの数日は、存外楽しかったぞ？　だからな、海人」

　俺の目の前に立って、ゾッとするような弧月の笑みを動かさない。

　全てを覆い隠そうとするようなその仮面を張り付け、それでも抑えきれないとばかりに見え隠れする黒い炎のような感情の切れ端。

　それは他人を魅了する妖よう艶えんさにも似ていて。

「妾に触れるな、妾に近づくな、妾を知ろうとするな。この距離間でいいのじゃ、この距離間でなければだめなのじゃ。知らずにいた方が幸せに暮らせる出来事も確かにこの世には存在するのじゃから」

　そう言って赤頭は目を閉じ、ゆっくりと首を振る。

　俺はまるで金縛りにあったかのように何も言うことができなかった。

　ハッキリと向けられた拒絶の意思に口を閉ざすしかなかった。







　それから、すぐに寝てしまった赤頭に、俺は声を掛けることもできずに目を瞑るしかなかった。

　結局なかなか寝付くこともできず、浅い眠りで空が白じみ始める頃にうとうとしながら目を覚ますことになった。

「ふぅ、朝は軽くこの程度で終わりにしておくかの」

「どこが軽くだ。サラッと鍋一つ空にしといて」

　赤頭は昨日のことなど何もなかったかのように、いつもと何も変わらない様子を見せていた。

　だから、おかげで俺も普段通りに振る舞うことができている。

　そして、別れを告げるべき時が訪れたのもすぐだった。

『ギャァオオオオオオオオッ!!』

「見つけたわよっ!!　どこに行ってたのっ!!」

　バザアァアアアアッと、圧倒的な威圧と共に現れたのは、鮮やかな赤い色の鱗うろこを持った一匹のドラゴンと、その背に乗る一人の女性。

「なっ、火か炎えん竜りゅうッ!?」

　ドラゴン、龍種。

　この世界でその威容と共に生態系の主として君臨する者たちの一種。

「大丈夫じゃ。数日ぶりじゃのぉ!!　グレン、姉上!!」

　警戒レベルを引き上げようとした俺を制し、赤頭が前に出る。

「姉上じゃありませんっ、この子はまったくっ、心配ばかり掛けてッ!!」

　少し高い位置から、その火炎竜の背に乗った女性が飛び降りてくる。

　金色の髪を高い位置でまとめた大人っぽいその女性は、地面に降り立つといかにも怒っていますといった様子で目を吊つり上げている。

『ギャルウゥ♪』

「っ、うええっ!?」

　突然の出来事に啞然としていた俺を更に驚かせる光景が目の前で起こる。

　直前まで威容を見せつけていた火炎竜が、小さく響くボンッ、という音と共にその姿を変える。

　大きな成龍の姿から、育つ前のドラゴンパピーへと姿を変えて、突撃するように赤頭に向かって飛び込んでいった。

「おおっとっ、よしよし。まったく甘えん坊じゃの」

『ルゥ♪』

　ペロリとドラゴンパピーに頰ほおを舐められた赤頭が少しくすぐったそうにしている。

　基本的に孤高の種族のはずであるドラゴンが、ここまで誰かに懐なついているというのにもまた度肝を抜かれる。

「何を吞のん気きな顔をしているんです。あとでお説教ですからね、今度という今度は許しませんから覚悟しておきなさい」

「あ、姉上ッ!?　待ってほしいのじゃっ、今回は妾だけのせいじゃないのじゃっ!!」

「言い訳は聞きません。お説教が終わるまではご飯を作る気はないですからね」

　のぉおおおおっ、と赤頭が苦痛の唸うなり声を上げた。

　そして盛大にため息をついて頭を振ると、体を擦こすりつけて甘えていたドラゴンパピーの体を撫でる。

「さて、それじゃあ行くとするかの。グレン、頼むぞ」

『ギャルゥ』

　赤頭のセリフに返事をするように一つ吠えたドラゴンパピーが再び巨大な火炎竜の姿を取り戻す。

「っ、と。さぁ、行きますよ」

　金髪の女性がまずドラゴンの背に乗り、赤頭へと声を掛けた。

「ではの、妾は行く。縁があればまたどこかで出会うこともあるじゃろ」

「っ!!」

　そう言った赤頭に、思わず息をのむ。

　こうなることは分かっていたはずなのに、理由も分からない焦燥の念がチリチリと心の隅を焼く。

「まっ、待てっ!!」

　気が付けば、俺は叫んでいた。

「む？　なんじゃ？」

　振り向く赤頭に、俺はとっさに言葉を返せなかった。

　思わず上げた声に意味などなく、話の先をと空回り気味に思考が回る。

「名前、名前を教えろ赤頭。俺だけに名乗らせておいて自分は黙ったままでいる気か？」

　なぜか思い出したのは『わ、妾の名はお主のような礼儀知らずな輩に告げられるようなものではないのじゃ』とそっぽを向いたこいつの姿。

　だが、今回はその時とはまた違った反応が返ってきた。

「む、……まぁ、お主になら教えてもよいか」

　一瞬ためらった後、赤頭はそう言った。

「ちょっ、待ちなさい。そんな危険は」

「いいのじゃ姉上。借りっぱなしは妾の主義に反する。それに、名前くらいでどうなることもないのじゃ」

　止めようとする金髪の女性を抑え、赤頭は堂々たる表情でこちらを向く。

「レティシアじゃ。妾の名はレティシア。超絶プリチーな名前じゃろ？」

　そう言った少女は、レティシアはカラカラと笑う。

　それは、この数日間で見慣れた快活とした悪戯っぽい笑顔。

「ではの、海人、ハゲないように気を付けるんじゃぞ」












「だからハゲねぇっつってんだろ!!」

「くくっ、さらばじゃ、この大たわけめっ!!」

「とっとと失せろっ、この大マヌケがッ!!」

　いつもと同じように言い返して、口げんかして笑ったレティシアはドラゴンの背に飛び乗った。

　そしてそのまま振り返ることもせずに空へと旅立っていく。

「……レティシア、か」

　一人残ったその場所で、この数日間を反はん芻すうする。

『ど、同情するでないっ!!　わ、妾だって必死に頑張ったのじゃっ！　頑張ったのじゃっ!!』

『ぷぷっ、あれだけの啖呵を切って出ていったあげくに即帰還とは随分と大物じゃの、いやぁ、妾には到底真似できぬわ。ブプフッ』

『いやぁ、過去に類を見ないドヤ顔じゃったの。妾の生きてきた中で確実に五本の指に入るレベルじゃった。もう冒険者なんぞ引退して大道芸人にでもなった方がいいと妾は思うぞ？』

　ああ、くそっ、正直に認めよう。

　楽しかったんだ。

　ムカついて口げんかして叫んで。

　子供みたいな馬鹿やって、性格の悪いダンジョンに文句をつけ合って。

　驚いて、喜んで、悪戯し合って、罵ののしり合って、笑い合って。

　ずっと忘れてたんだ。食事が楽しいものだって。

　誰かと話すのが、こんなにも気持ちが楽になるものだって。

　だから、本当に美味おいしそうに料理を平らげるあいつとの食事は、楽しかった。

　……本当に、楽しかったんだ。

「なんで、復讐なんだよ。復讐なんてしなくても、お前、笑えてたじゃねぇか」

　その言葉は誰に届くこともなく、宙に浮かんだシャボン玉のように弾はじけて消えた。





　　　　☆






「……こんなところかな。レティシアと出会った時の出来事は」

　結局、あの後パーティーのクソ共と合流することはできたが、再びあのダンジョンを発見することはできなかった。

　入った時は落とし穴、出てくる時は転移陣。

　落とし穴の口は閉じ、出口は見つかるわけもなく、その話はそこまでにするしかなかったのだ。

　そもそもがダンジョンとしても特異な点が多すぎて、本当に『ダンジョン』と呼べるものだったのか怪しいということもある。

　その後も、レティシアとの出来事をいくつか話した。

　ある貴族の屋敷に潜入調査を行った時に、なぜかメイドに扮ふんしたレティシアと再会した話や、ダンジョンから溢れた魔物たちを共同で追い返した話、とある町の大食い大会で競い合う羽目になった時のこと。

　他にも思い出すまま色んな話をした。

「と、これぐらいにするか。時間も時間だし、上手く伝わってなさそうな部分はあらかた語り終えたしな」

　少し多めに作ったグレートフル・ボアのスープが空になった頃、俺は話に一区切りをつけた。

　思ったよりも長くなってしまった話は、きっと冷静になりきれずにいろいろな感情を込めてしまったせいだろう。

「「……」」

「な、なぁ、さすがに黙ってジッと見てられるといろいろ気まずいんだが」

　話している間は終始俺ばかりが話していた。ミナリスもシュリアも二人とも特に口を挟むこともなく話は進んだのだが、話し終わってみても二人は何か言うことはなかった。

　感想を言えと言う気はないが、せめて反応は欲しい。

　というか、この沈黙はいろいろ恥ずかしい。いや、ここで『昨夜はお楽しみでしたね』みたいな感想を返されてもそれはそれで憤死しそうではあるけどさ。

「と、言われましても……」

「さすがに『のろけ話ありがとうなのです』くらいしか言えないのです」

　ミナリスとシュリアは顔を見合わせてそう言った。

「の、のろけ話か」

　自分でも少しそんな自覚はあるが、実際言われると厳しいものがある。

「けど、一つ、確認したいことができました」

「シュリアもなのです。問題ないとは思ってるですけど、でも確認させてほしいのです」

　そして、そこにあるのは亜麻と真紅の二対の瞳。

「カイト様がレティシアさんのことが大好きなのは十分分かったですし、足りなかった知識もだいぶ穴埋めできたのです」

「だからこそ、聞かせてください。ご主人様はこの二度目の世界で、レティシア様と共にいられなくてもいいのですか？」

　その瞳は冷たく鋭く、一切の虚偽も、一切のごまかしも許さない目だった。

　だから、俺はその目に薄く笑った。

「あぁ、安心しろ。心配しなくてもあいつと会って腑ふ抜ぬけたりはしねぇよ。あいつのことは、正直今でも好きだ。お前たちを大切に思うのと同じくらい、俺はあいつを大切に思ってる。きっと本気の殺意を向けられても、俺はあいつを殺せない」

　そう、確かに胸は痛むのだ。

　疼くようなその痛みは、今なおレティシアに焦がれている自分がいることへの反証だ。

　……けれど、

「それでも、もう間違えたりしねぇよ。自分に都合のいい夢を見るのはもうやめた」

　どれもこれもなんて欲張りが許されるほど、世界はそんなに優しくない。

　俺の全てに都合がいい世界なんて、とっくの昔に壊れて消えた。

　何より、それをミナリスとシュリアに突き付けた俺が、そんな愚かな選択ができるはずもない。

「復讐の道筋を一瞬だって躊躇ためらう気はない。復讐とあいつを助けることを両立させられるだけで万々歳だ。そのせいでレティシアに憎まれることになっても、……命を狙われることになっても、俺は生き続けるさ」

　レティシアに本気で憎悪される日々を思えば、あいつがそれで楽になれると思えば、全ての復讐が終わった後なら殺されてもいいとさえ思える。

　それでも、俺はあいつに、魔王に殺されてしまうわけには絶対にいかないのだ。

　たとえ憎悪の日々から抜け出せないとしても、それでも俺は……。

　それに、今は裏切れない共犯者もできた。ミナリスも、シュリアも、俺が楽になるために死なせることなんてできない。

「だから、これが答えだ。そばにいられないことぐらい、とっくに理解できてるよ」

　言葉にすると、もう一度、いや、それよりも一際強く胸が疼いた。

　理性で理解はしていても、理解と納得は別物で、そればかりは止めることはできなかった。

　……本当に情けないが、この気持ちだけは、一生消えそうにはない。

「そう、ですか。でしたら、私から言えることはありません。ご主人様は私が一生、精一杯お支えしますから」

「シュリアもそれでいいのです。三人もいれば寂しくなんかないのですよ」

　顔に出したつもりはなかったが、そんな感情を見て取ったのか、二人はまるで慰めるようにそばに寄り添い、その相貌を優しげに崩す。

　そこに純然たる善意を見て、今はただ、その気遣いがとても嬉うれしかった。

「そうか、ありがとうな。ミナリスも、シュリアも」

　仲間なんて薄っぺらな関係は要らない。仮に一人であっても俺は復讐の道を進んだ。

　けれど、孤独が痛いのも噓うそではなくて。

　だからこそ、深く、深く、全てがドロドロに混ざり合うほどに深く。

　信頼でもなく、利害でもなく。

　疑う余地もないほどに、裏切る余地もないほどに結びついたこの関係を。

（ただ、気持ちは嬉しいんだが、女の子の大事な部分が、大きいメロンと小さいレモンが両側から当たってるんだよなぁ。二人とも、変なところで自分の魅力に無頓着で困る。いや、無頓着というよりは無自覚というか天然というか……）

　いや、役得と思う自分もいるんですけどね。

　いくら男だっていっても、せっかくの好意に劣情を感じる自分を恥じる心ぐらいあるわけでして。

　っていうか、これ、口で指摘した方がいいのか？　でも、ここで口に出したらせっかく慰めようとしたのに何エロいこと考えてんのこのスケベって話になるよな。いや、このまま黙ってたらそれはそれでムッツリの汚名を着せられることになる。

　と、二人の顔が若干紅潮しているのに気が付いた。

　……これはもしかしてアレか、本人たちも気付いてて慰めの一環のつもりなのか？　で、行動してみたはいいが恥ずかしがってるとか、そんな感じか？

　い、いかん、俺の悪戯心が疼いてくる。

『顔が赤くなってるけど、どうかしたか？』とか素知らぬ顔で聞いてワタワタする二人が見てみたい。

　……いや、ダメだ、我慢しろ。

　いくらなんでもここでそれを言うのは別の意味でクズすぎるだろ。

（いや、クズなのはどちらにしても一緒ではあるか。クズ加減が一段アップするだけで）

「あー、こほん。長話に突き合わせて悪かったな。とりあえず、今日はもう寝よう。そろそろ目的地にも着くしな」

　そう言って俺は立ち上がり、エルミアの街で購入した高級寝袋を取り出した。

　つまり、選択コマンド撤退である。

「でしたら、私は腹ごなしにしばらく周囲の魔物を狩ってきてもよろしいですか？」

「あ、だったらシュリアも付き合うのです。今日はまだ眠くないのですよ」

「んー、まぁ、分かった。けど、ほどほどにして戻ってくるんだぞ」

「かしこまりました、ご主人様」

「了解なのですよ！」

　ミナリスはスカートの両裾を持ち上げて綺き麗れいに一礼した。シュリアは少しかがんだまま、まるで敬礼でもするように片手をピシッ、と上げる。

「それでは行ってまいります」

「行ってくるのです」

　そう言って二人は森の中へと消えていく。

「……なんかミナリスの奴、本当にメイドみたいになってきたなぁ。やっぱりあの装備のせいか？」

　装備を変えたあたりから、ミナリスのメイドっぽさが増してきている気がする。服装がメイド服っぽいのも理由の一つではあるのだろうが、段々と態度や仕草、口調や言葉の選び方なんかが洗練されていっているように思える。

　何のためにというのは何となく分かるが、どうしてそういう方向に行ったのかはとても謎だった。

　そして俺はため息と共に罪悪感を紛らわせるための独り言を漏らす。

「……悪いな、ミナリス。レティシアとのケリをつけるまでは、考えるのすら不誠実な気がするんだよ」

　ミナリスがどんな種類の感情を抱いているのかぐらい、これだけそばにいれば感づいてはいる。だが、どんな答えを出すにしろ、今ここで口にしてしまえば中途半端な結果にしかならない気がして。

　きっとそれは、こうして好意に気が付かないフリをし続けるよりもずっと、ミナリスに対して失礼で不誠実だ。

「……こんなんだから、あいつにも『ヘタレめ』とか言われるんだろうなぁ」

　そうひとり呟つぶやいて、ヤメヤメと思考を打ち切り、俺は寝袋の中へともぐりこんだ。

　今、考えるべきなのはこれからのこと。

　目指す先にあるのは王国北部、帝国との国境にほど近いダートラスの街。そしてそこで大きな権益を握っているグロンド商会の、その会頭。

　グロンド＝ゴールドット。

　俺から多くを奪い去っていった奴らの一人。

　必ず殺すと誓った奴らの一人。

「待ってろよ。……お前も必ず、月の光も届かない地底深くの闇に引き摺ずり込んでやる」

　殺してやる、ころしてやる、コロシテヤル。

　甚いた振ぶり、嬲なぶって、自信も信念も尊厳もぐちゃぐちゃに踏み潰して。

　あいつが奪ったものを全て清算して。

　何もかもを熱炉の底に沈めてやる。

「あぁ、本当に、楽しみだ。今はせいぜい笑っていろよ、ド底辺の畜生め」

　グルグルと腹の底を回る黒い感情を吐き出すように呟いて、俺は目を閉じた。





　　　　☆






「…………」

「…………」

　ご主人様を残し、私たちは森の中へと入っていく。

「もう、大丈夫でしょうか」

「ここまで来れば、ご主人様に声が聞こえることもないのです」

　しばらくして十分に距離を取った後に、私とシュリアは顔を見合わせ、がっちりと手を取り合った。

「くふっ、くふふふっ!!　やった、やりましたっ!!　ついに言質を取れましたっ!!」

「やったのですっ、やったのですよっ!!　確実に一歩前進したのですっ！」

　私たちは両の手を繫つなぎながらキャイキャイと飛び跳ねる。

　感情を抑えるのに随分と苦労した分、タガが外れて我慢が利かなくなってしまった。

「やっとご主人様の口から彼女との決別の決意を聞けましたっ！　やりましたよ、やりましたっ!!」

「自分で言葉にするだけでも全然違うのですっ、堕おちる時はどんな時だって、自分で宣言させた時なのですよ!!」

　シュリアもかなり興奮して話しています。

　私も興奮している自覚はありましたが、抑える気にもなりませんでした。

「そうでしたね、『真夏の夜とユリの花』のピーラル姫も最初あんなに強がっていたのに、一度自分で言葉にして認めてからは簡単に崩れていました」

　もちろん、アレは創作ですからあんなに簡単に行くはずはありませんが、それでもこれは大きな一歩でしょう。

「それになのです、それになのですっ!!　慰める時に一緒に押し付けた胸に大分反応してたのです！」

「えぇ、最初のうちは必死に気を逸そらそうとしてる感じがしましたけれど、途中から少し興奮気味にウズウズしてましたね。心拍も普段より少し速かったです」

「シュリアのレーダーにビビッ、と来てました！　あれにはＳっ気の強い欲望を感じたのです」

「私にはそんな奇怪なレーダーはありませんが、アレは私にも分かりました。私たちをからかおうとするのを我慢している時の表情です」

　普段、小さなミスやちょっとした失敗をちょっと意地の悪い顔で笑ってからかうご主人様に似た雰囲気を感じました。本で学んだ『言葉責め』みたいで恥ずかしいと思いながらも、最近は少し嬉しいと思っている自分がいます。

　聞いてみるとシュリアの方は毎回存分に楽しんで悦よろこんでいるみたいでした。というか、『そう言う関係になれたらやりたいこと』の一つがこれの発展形らしいです。

　『先取りで体験ができて嬉しいのです♪』と言っていました。

　シュリアとはいろいろと互いの趣味嗜し好こうの理解を深め合いながら様々な知識を学んでいます。

　シュリアは、ご主人様に愛のある行為として『踏まれたい、痛めつけられたい、辱められたい』のだそうです。シュリアの欲求そのものは理解できませんでしたが、『溺れてしまうくらいに私を貪むさぼり愛してほしいな』という点で一致を見ています。

　貪るよりも貪られたい私もまた、シュリアと多少同類なのでしょう。

『ソフトＭなのですよ。でも誘い込まれたらいつの間にか逃げ道を全部潰されていそうなあたり、Ｓな感じも……貪り系一体型ソフトＳＭなのです？』というのがシュリアからの評価でした。

　意味はよく分かりません。

　もちろん、私からのシュリアの評価は『愛を持ってひどいことをされたいという、かなり闇の深いドＭ』です。

　……まぁ、成功したことはそれはそれでいいのですが、そう浮かれてばかりもいられません。

「成功は成功でいいのですが、それはそれとしてやはり悔しいものですね」

「あれだけ好き好きオーラ満開で話をされるとは思わなかったのです。甘々べったり系じゃなかったですけど、それでもイチャイチャしすぎなのです」

　思い出すと、さっきまでの興奮が少し冷めます。

　復讐で血よりも深く結ばれた私たちと、それでも同じくらいに大切と言ってもらえるレティシア様に嫉妬しないわけがありません。

　ご主人様が気が付いていたかどうかは分かりませんが、話をしている間のご主人様は、それはもう、はっきりと焦がれている表情をしていました。

　大切な宝物を汚さないように、触れずに見守るような寂しげな表情。

「でも、だからこそ私たちが支えないといけません。焦がれる思いが強いほど、レティシア様と決別することになった時の心の傷は深くなってしまいます」

　ご主人様が求めるものを両立させれば、どうやってもレティシア様との和解などありえません。

　あの事実がある以上は、レティシア様に殺されることだけは何としても避けるでしょう。ご主人様は、レティシア様を悲しませないために、その張本人にすら憎まれたまま生きていくことになる。

　弁明をすることも、和解をすることも、贖しょく罪ざいに殺されることもできずに。

　だから少しでもご主人様の気持ちを、レティシア様から奪い取らなければいけません。

　胸に抱える痛みを多少なりとも和らげられるように、そばに寄り添い続けることで、少しでも癒して差し上げられるようになりたい。

　私自身の欲望とは別に、とても真しん摯しにそう願います。これ以上、余計な傷を背負ってほしくはないのです。

　…………もちろん、私自身の欲望としてもご主人様に誰よりも求められたいという欲求が多分に含まれているのも確かな理由ではあるのですけれど。

　それとこれとはまた別のお話ですから。

「レティシア様と本当に決別することになった時、ご主人様はきっと一番傷つきます。そして、本当の意味で癒えることのない傷を負い続けることになる。その時こそ、本当の勝負を仕掛ける時です」

「傷心の海人様を癒して差し上げるのですっ。どうしようもない鬱うっ憤ぷんのはけ口にしてもらって、無理やり押さえつけられて、はぁ、はぁ、ごくりっ」

「そうですね、傷ついたご主人様を包み込むように甘やかして甘やかして、それでご主人様から貪り望むようになっていただけたら……、くふっ、くふふふっ!!」

　あぁ、想像しただけでゾクリとした快感が全身を回ります。イケナイところが濡れてしまいそうです。

　ご主人様、ご主人様が傷つくのを黙って見てるなんて、そんなことは絶対に許しませんから。

　覚悟していてください。苦しんでも、苦しんでも、あなたは私たちが癒してみせます。

「それじゃあ、来るべき日に備えて今日も勉強するのです」

「そうですね。ご主人様のガードもだいぶ緩んできている気がしますし、この調子で頑張りましょう」

「はいなのですっ！　目指せ酒池肉林なのですっ!!」

　そして私たちはいつものように、ご主人様を喜ばせるための議論を交わすのでした。






終章　始まりの序曲






「なんで……っ、どうしてよぉっ!!」

　とんっ、とんっ、と胸を力なく手が叩たたく。

『俺じゃない』。

　目の前の女性にそう言うのは簡単だった。

「夫の剣が欲しかったから、だからあなたが夫を殺したの？　勇者なのに、子供たちまで弄もてあそんでっ、あの子たちはあなたにあんなにも懐なついていたのにっ、どうしてっ!?」

『俺じゃないんだ』。

　けれど、そんなことを口にすることに、何の意味があるというのか。

　以前の姿とは程遠い、憔しょう悴すいしきった姿。

　これも一つの結果だった。

　俺がどうしようもなく愚かだったことで起こしてしまったその結果。

「なんであの子たちをっ!!　ねぇっ、なんでなのっ、なんでよりにもよってあなたなのっ」

『こんなはずじゃなかった』。

　それでも、嫌な言葉ばかりが心に浮かぶ。

　自分のせいじゃない、俺が悪いんじゃない。

「返してっ、返してよぉっ……!!　かえ、っ、かえしてぇ……」

『こんな未来は望んでいなかった』。

　けど、そんなのはただの言い訳だ。

　俺が気付きさえすれば、止められたはずの悲劇だったんだ。




　だからこれは、俺の間違いだ。





　　　　☆






　それは遠く、だが、確かに今も胸の内にある、この世界が愛いとおしいと、守りたいものだと思わせてくれた日々の記憶。




　多くのものに穢けがされてなお、この世界の破滅を望まない歯止めとなった大切な毎日のこと。





　　　　☆






「う、うぐぬぅ……」

　俺の目の前にはＡランクの魔物の討伐依頼以上に達成困難な問題が横たわっていた。

「ほらっ、勇者の兄ちゃん」

「うぉっ!?　ちょ、ちょっと待て、待つんだケリーっ!!」

　眼前に迫ったソレが少年の手でウネウネと身を捩よじらせるのに、俺は思わず身を引いた。

「いいか、よく待て、考えろ。やっぱりおかしいって、な？」

　少年が手にした桶おけの中に山とある中から、その一匹を取り摘つまんで食べろとばかりに差し出してきたその生き物は、緑白色をしたミカンぐらいの大きさの何かしらの虫の幼虫だった。

　そいつが体の腹を摘ままれたまま、でっぷりとした身をよじらせる様子に、自然と苦い顔になる。

　レティシアと初めて潜ったあのダンジョンのおかげで、『アレに比べればだいぶマシだよな？』と多少グロいぐらいの虫系の魔物とも軽くやり合えるようになった。

　だが、さすがにそれとこれとは別である。

　食べられないものではないのは知っているし、確かに美お味いしいのかもしれないが、虫を食べ物として見てこなかった日本人としてはどうしても遠慮したい、絶対に遠慮したい。

「好き嫌いしちゃだめって言ってたの、勇者のおにいちゃんだよー？」

「うッ、シェンファ。いや、そりゃそうなんだがな？　ほら、お兄ちゃんはもう大人だし、勇者だからさ、もう十分、強いから好き嫌いしても大丈夫なんだぞ？」

「えーっ、ずるいずるいーっ!!」「兄ちゃんのずるっこー!!　勇者のくせにー！」

「知らん知らんっ、大人っていうのはちょっとズルいもんなんだ！　勇者にだって苦手なものくらいある」

　子供特有のクリクリッとした目でぶーぶーと文句を垂れる子供たちから、明後日あさっての方向に視線を逸そらして非難の声に耐える。

「もう、なんでそんなに嫌がるんだ？　滋養もあるし、美う味まいんだぞ、こいつ」

「ねー、トロッとしててちょっと甘くて、おいしいのにねー。もったいないよねー」

「うぅ、せめて齧かじらず一口で食べてくれ……」

「「よく嚙かんでゆっくり食べなさいって言ったのは？」」

「…………俺でした」

　『食べ物をよく嚙んでから飲み込む』というのは現代日本人なら、子供の間に一度は親や先生から言われる説教だろう。

　だが、こちらの世界にはそんな常識はない。

　むしろ、食べ物は食べられる時に、少しでも時間を置かずに、新鮮なうちに食べた方がいいとされている。

　それもある意味分からなくはないのだが、やはり、栄養を取るという面でも、消化を助けるという面でも、食べ物はゆっくりと嚙んで食べるべきだろう。

（とはいえ……）

　食えないものは食えないんだよ。むしろ君たちはなんでスナック感覚で生きたままソイツを齧れるの？　ケリー、口の端から垂れてるの涎よだれだよね？　虫の内臓じゃないよね？

「あっ、もうケリーったら、口から虫さんの中身垂れてるよ」

　ペロッ、とシェンファがケリーの口の端から垂れていた物体Ｘを舐なめとった。

「わっ、ば、バカッ!!　何するんだよっ!!」

　照れる少年と、不思議そうにする少女。日本なら小学校の低学年ぐらいの年齢だ。

　段々と女の子と接するのが恥ずかしくなる年頃のケリーがぶっきらぼうにそういって顔を赤くするのを、シェンファは不思議そうに見つめていた。

　なんとも微笑ほほえましい光景である。

　ケリーの手の桶の中で身をよじらせる多数のそいつらと、舐めとった物体Ｘの正体について思考を放棄しておけばの話だったが。

「ケリー、シェンファ……、すまん、カエルはなんとかなったが、やっぱり俺にそいつは無理だ」

　本当、日々をたくましく生きている少年少女には申し訳なかったが、このゲテモノだけには手を出したくない。

「あ、海かい人と様、やはりまたこちらにいらしていたんですね」

「ん、メテリアか」

「あ、聖女のおねぇちゃん！」「勇者のおにいちゃんのこと迎えに来たのー？」

　と、養護院の庭先にいた俺たちに声を掛けてきたのはメテリアだった。

　今日もそこそこ日差しが強いのだが、相も変わらず裾丈の長い修道服を着ている。まぁ、その修道服を着てすらはっきりと分かるあの巨乳で薄着になったら、俺の精神衛生に悪いことこの上ないのである意味助かってはいるのだが。

　妹の舞まいやアレシアなどで美少女には見慣れてきたが、たった一つ年上なだけとは思えない包容力の清せい楚そ美人は正直、とてもよろしい目の保養だ。

　今更だが、この異世界、元の世界よりもずっと美形の比率が高い気がする。

「えぇ、ちゃんとお土産も持ってきてありますよ。ここに来る前に焼き上げたリコルのパイです」

　優しげに微笑んだメテリアが開けたバスケットの中からは、甘い匂いと共に美味そうなパイが姿を現した。

「「わーいっ!!」」

「こらお前ら、先に食べようとするんじゃないっ、ミュン先生やほかの連中とも分けて食べるんだっ！」

「「あうぅ」」

　慌てて手を伸ばそうとした二人の手をペチペチッ、と叩く。

　女の人は基本甘いものが大好きだが、あの先生は特にそれが顕著な人だ。

　日頃、多くの子供たちの面倒を見ながら働いているし、たまにはこんな息抜きがあってもいいだろう。

「とにかくグッジョブだ、メテリア」

「グッ、じょぶ？　ですか？」

「いい仕事したってことだよ」

「いえ、全てはルーナリス様の導きに従ってです、私は当然のことをしたまでですから。海人様」

　メテリアはそう言って先程とはまた違った静せい謐ひつな笑みを湛たたえ、両手を目の前で組んでそのルーナリス様とやらへの祈りをささげた。

「それから二人とも、今日はいつもよりたくさん持ってきましたから、慌てなくても大丈夫です。……差し入れを持ってこられるのも、しばらくはこれが最後になりますから」

「…………」

　メテリアの言う通り、俺たちは今日を最後に、この街を離れることになる。

　段々と魔族との戦争が現実身を帯び始めてきている。

　紆う余よ曲きょく折せつはあったが、帝国も獣国も、本格的な衝突に向けて戦争の準備を始めた。

　この街に来た目的も果たし終えたことだし、俺もここでのんびりとしているわけにはいかない。この戦争は、俺が魔王を倒さなければ終わらないのだから。

「ちぇー、なぁなぁ、もっとこの街にいてくれよ。せっかく仲良くなったのにつまんねーよ」

「そうだよ、そうだよ。私、聖女のおねぇちゃんのお菓子もっと食べたいっ！」

　それを聞いた子供たちはまたもやブーブーと文句を垂れる。

「あなたたち、そう無茶を言うものではありませんよ」

　と、そこに現れたのは養護院をやりくりしているミュン先生だった。

「「せんせー！」」

「勇者様には勇者様のお仕事があるのですから。ごめんなさい、この子たちが無茶を言って」

「いや、いいんですよ。俺も楽しんでますから」

　なんとなく養護院を切り盛りしている院長先生というと、優しげな年寄りのイメージがあったが、ミュン先生はかなり若い。

　最初は元冒険者の旦那さんと二人で養護院を切り盛りしていたらしいのだが、旦那さんは経営難を改善するために狩りに出た森の中で運悪く強力な魔物と遭遇し、帰らぬ人となってしまったらしい。

　経営難はその旦那さんが使用していた業物の武器を手放すことで解消することができたそうだが、以来、ミュン先生は一人で養護院を経営するようになったそうだ。

「ミュンさん、私が焼いたリコルのパイです。よかったらこの養護院の子供たちと食べてください」

「まぁ、ありがとうございます。きっとほかの子たちも喜びます。よかったら今お茶を淹いれますから一緒に……」

「海人お兄ちゃあーんっ!!」

「おっと、トリア、危ないから急に飛びついてくるのはやめろって言ってるだろ？」

　背後からドサッ、と突然背中に掛かる体重を受け止めながら返事を返した。

　この養護院の中で一番最初に知り合ったのがこのトリアだ。

　そもそも養護院と関わり合うようになったきっかけも、このトリアを魔物から助けたのが始まりだった。

　養護院の中でも年上で、マセた部分があるこの少女は少しでもミュン先生の助けになれるように周囲に黙って近くの森へと薬草を取りに行っていたらしい。

　養護院の子供たちは八歳を超えると街の中での雑用を始め、少しずつ養護院にお金を入れ始めるのだが、ギルドで手伝いをしていたトリアはその割の良さに釣られ、たった一人で薬草を取りに街の外に出てしまったのだ。

　そこをたまたま通り掛かった俺が助けて以来、養護院の中でも格別懐かれている。遠くからでも俺を見かけるとダッシュで駆け寄り、こうして飛びついてくるようになった。

「いやっ、嫌々ッ!!　トリアもお兄ちゃんと一緒に行くっ!!」

「トリア？」

　背中にヒシっ、としがみついたトリアは、お出かけ用の服装に自分用の小さなポーチを手にしているようだった。

「離れるのやだもんっ!!　お兄ちゃんがこの街を出ていっちゃうならトリアもついてくのー!!」

　この辺りでは珍しい黒一色の髪に、同じく黒い瞳。

　どことなく顔だちも日本人に似ていて、ちょっと甘えん坊なあたりも含めて、俺自身がどうにも小さい頃の舞を思い出してしまう。

「と、トリア、とりあえず落ち着け、な？　何も今すぐに出ていくわけじゃ……」

「噓うそだもんっ、今日帰っちゃったら明日にはもう街から出ていっちゃうんでしょ!!」

「ダメですよ、トリア。勇者様の邪魔をしちゃいけないでしょう？」

「やだもんやだもんやだもんーっ!!」

「トリア……」

　いつもならミュン先生の言葉には素直に従うトリアだったが、この時ばかりは俺の背中の服をギュっ、と摑つかんだまま、ぶんぶんと頭を振っていた。

　区別をしているつもりはないが、やはり養護院の子供たちの中でもトリアへの思い入れが強いのは自覚していた。

　ここまで意固地になっているのなら、俺が少し無理やりにでも引きはがして諭すべきなのだろうが、涙でいっぱいの目をしたトリアを見るとどうしても強硬手段が取れなかった。

「……トリア、分かってくれないか？　俺がこれから行く場所はとっても危険なんだ、そんなところにトリアを連れてはいけないんだよ」

　一寸先は暗闇だ。

　この二年間という月日の間に、俺は強くなった。だが、俺の知らないところでトリアの身に何かあった時、すぐに駆けつけられるとは限らない。

　何より、互いに互いがどす黒い殺意を持って殺し合う戦場なんかに、子供たちを連れていけるわけがなかった。

「ううぅ、うーっ」

　返事はなかった。だが、確実に服を摑む手が緩んだ。

「頼むよトリア。それにトリアがここから出ていったら、養護院の子供たちはどうするんだ？　みんなが寂しがるし、トリアはお姉ちゃんなんだから、小さい子たちの面倒だって見ないといけないだろう？」

「……ひぐ、うぁああああああああああんっ!!」

　トリア自身、その言葉に納得したのか、服を摑んでいた手からは力が抜けた。代わりに抑えきれない感情を吐き出さんばかりに大きく泣き声を上げた。

「あぁあ、もう、泣くな泣くな。せっかくの美人さんが台無しだぞ」

　火がついたように泣くトリアの頭をゆっくりと撫なでてやる。途中、気を利かせたミュン先生が、子供たちを連れて、メテリアと建物の中に入っていった。

「ひっく、ひく」

　そのまましばらく優しく頭を撫でてやると、トリアの気持ちもやっと落ち着いてきたようだった。

「そうだ、いいものをやろう」

「いいもの？」

「ああ、そうだ。本当は故郷の妹へのお土産にと思ってたんだが……、トリアにあげるよ」

　それはエルフの森で土産用に手に入れた、紐ひもに木彫りの小鳥がつけられただけのシンプルなペンダントだった。

「さっ、ほら、よく似合ってるぞ」

　トリアの首からペンダントを掛けてやれば、小鳥の目の部分の水晶が太陽の光に反射してきらりと光った。

「ほんと、似合ってる？　トリア、可愛かわいい？」

「ははっ、おう、可愛い可愛い」

　子供の頃の舞と全く同じ反応に、思わず少し噴き出してしまった。

　やっぱりこの年頃の女の子が考えることは似たようなものなのだろう。

「えへへっ、だったらトリアっ、勇者のお兄ちゃんの愛人さんになるー!!」

「ぶっ!!　と、トリア!?　そんな言葉どこで覚えてきたんだ!?」

　なんとなく微笑ましい気分になってたところに突然ぶち込まれたセリフに、思わず噴き出した。

　いや、「○○くんのおよめさんになるー！」とかそういうノリなのは分かるが、なんで愛人さんなんだ？

「えっとね、ギルドでお手伝いしてた時に受付嬢のお姉さんから『本妻より愛人さんの方が好きになってもらえる』って言ってたよ」

「……お兄ちゃん、そんな話は聞きたくなかったよ」

「？」

　そうかぁ、あのほわほわした天然系のお姉さんが、そんなことを言っていたのかぁ。

　…………あぁ、闇が深い。

「だからね、お兄ちゃん」

「ん？　なんだ？」

「また、会いに来てねっ！　トリア、待ってるから!!」

　そう言って、トリアはそのたんぽぽのような明るい笑みを浮かべた。

「……ああ、必ずな」

　俺は、安心させるようにもう一度笑みを浮かべて笑った。
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「…………夢、か」

　目を覚ました俺は、ゆっくりと体を起こした。

　部屋の中はまだ少し薄暗い。

　少しだけぼーっとする頭で掘り起こした記憶には、昨晩たどり着いたダートラスの街の宿という情報が刻まれている。

　酒場で飯を食いつつ、その酒場の主人に金を握らせて聞き出した、柔らかベッドのある宿だ。

「…………」

　この世界で、俺は力を手に入れた。

　全ては無理でも、守りたいと思ったものくらいは守れるはずだと、本気で考え、疑いを抱くことすらもしていなかった。

　だから、俺はあの時、確かに笑っていた。

　必ず、俺がこの子たちを守ってみせると思っていた。

　…………ろくでもない結末の原因引き金は、大体がそんな慢心だ。

　なかなかにブラックな現実で、その引き金を引いてしまった身としては笑えない話だった。

「にしても、我ながらめんどくさい神経してるなぁ」

　俺はここまでセンチな人間だっただろうか？

　昨日寝る前に、そういえばエルミアでも昔の夢を見たなと思い出してちょっと嫌な気分になったが、まさかまたもや昔の夢を見ることになるとは。

「…………もしかして」

　スッ、と無音で作り出したのは【復ふく讐しゅうの聖せい剣けん】。

　鑑定を掛けて表示されたのは【復讐の聖剣】の取得条件とその効果。

　ただ、表示される内容に、少しだけ変化があった。

　空白だった部分に浮き上がってきたその内容は【トラウマに繫つながる経歴を夢に見る】。

「なんとも微妙な……」

　ため息をつきたくなるような曖昧さ加減。

　いつ夢に見るのかも、どれがこの効果の夢なのかも判断するすべがない。

　さっきの夢も、トラウマに繫がる記憶としては可もなく不可もない記憶だ。

「うーん、これは……」

　俺のスキル、心剣は割と不親切にできている。

　獲得した心剣の能力は手にした時点でなんとなく理解でき、鑑定を掛ければ詳しい説明を知ることができる。ただ、そこで終わりにはならない。

　心剣には裏能力と呼べるような力が存在している。それは鑑定で【？？？？？？？】のように確定表示されるものもあれば、今回の【復讐の聖剣】の能力のように鑑定ですら欠片かけらも存在を確認できないものもある。

　心剣を獲得する時のように一定の条件を満たせば使えるようになったり、今回のように元からその力の影響を受けていて、それを自覚することで鑑定にも表示されるようになったりと、どうにも使い手にとっては不親切な設計をしていた。

　例えば、少し前に改めて能力を全解放した【水みず妖よう精せいの雫だ刃じん】で言えば、流体操作はとある魔物を倒した時に手に入れた。だが、流体の温度操作は俺が戦闘の中で感じた違和感を手がかりに試してみて確認できた力だ。

　たぶん、俺が気付かなければずっとそのままだっただろう能力。

　まぁ、別に心剣は誰かが俺に使いやすいように作ったゲームのシステムじゃないんだから仕方がない。

　一度目で嫌というほど思い知らされたのは、世界は考えるよりも徹底的に不都合に作られているということだ。だから、いつだって、俺が考えた絵図と世界はズレる。

「んみゅぅ、ご主人様……？」

「あ、悪い。起こしたか？」

　俺の右隣のベッドで軽く目を擦こすりながらミナリスが身を起こした。

　三人部屋に川の字に三つのベットが並べられたその宿の部屋だ。

　部屋を分けるのは断念した俺だったが、代わりにちゃんと一人一つ、大きめのサイズのベッドを確保できる部屋にした。

　夢見はともかく、寝心地自体は満足のいくものだ。ふかふかベッドはやはり正義である、間違いない。

「んんっ、んーっ、ふぁふぅ。ご主人様、キースー」

　軽く伸びをしたものの、ぼーっとしたままの低血圧なミナリスがふにゃりとした表情を浮かべる。

　最近は元々あったしっかり者の、というか、メイドとしての振る舞いに隙すきがなくなりつつあるので、出会ったばかりの頃のいろいろと不慣れだったミナリスを彷ほう彿ふつとさせる貴重な時間である。

　とはいえ、寝る時はワンピースのような薄布一枚で寝ているミナリスだ。いろんな体の凹凸が首やら腕やらを出すための隙間から覗のぞき見えてよろしくない。特に朝はまずい。

「はいはい、まずは顔洗ってこいな」

「みゅんっ、ふぁい」

　人一人分あるかないか程度のベッドの間を飛び越えてきたミナリスの頭を片手で押さえ、ミナリスに外がい套とうを羽織らせてとっとと外の水場へと押し出した。

　顔を洗って本人がしっかりと目覚める頃にはこのボーっとしている間のことは忘れているみたいだから、これで問題はない。

「それからシュリア、踏みつけるつもりはないから床でスタンバるのはやめなさい」

「はぅ、カイト様、いじわるなのです」

　ぷぅー、と唇を尖とがらせるシュリア、だが床からは動かない。

「…………いいからお前もとっとと顔を洗ってこい、この貧乳駄犬が」

「は、はうっ!!　りょうかいなのですぅ～!!」

　仕方ないので一段、声を低くして段々と定例化し始めている罵ば倒とうを口に出した。

　普通なら怒ってもおかしくないことを言っているはずなのだが、ぶるりと体を振るわせたシュリアはどこか嬉うれしそうに外へと向かっていった。

「…………はぁ、なんでこうなったのか」

　とても、とても、頭が痛い。

　しかも、その原因が俺にあるらしいあたりが、なお頭が痛い。

「…………いかん、考えるのやめよう、ドツボに嵌はまる」

　人の趣味嗜し好こうなんていうものは他人がどうこう言ってなんとかなるものじゃない。

　別にそれが悪いわけでもないし、それよりも今は目先のことを考えるべきだろう。

「さてと、俺も顔を洗いに行きますか」

　顔を洗って、気分を変えるのだ。

　いつまでも寝ぼけているわけにはいかない。

　なんせここは、ようやくたどり着いた、グロンドのいる街なのだから。
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「グロンド様、例の商談をまとめてまいりました。こちらが報告書です」

「そうか、受け取ろう」

　窓から差し込む光はすっかりと赤い色を帯びている。

　普段と変わらない片付いた執務室の中、私は部下の持ってきた報告書に目を通していく。

　ある程度の内容に目を通した後、報告書の束を机の上に置いた。

「なるほど、くくっ、ようやくあの女も剣を手放したか」

　リラックスして椅子の背に体重を掛けると、ギシッ、と軽く軋きしむ音がする。

　新調したばかりの最高級の革を張った椅子がほどよい反発で体を支えてくれる。

「はい。つい先日に夫も死んでましたし、借金を理由に養護院の差し押さえをチラつかせたら一発でしたよ。いやぁ、あんな美人が泣きそうになる姿ってのはなかなか興奮しますね。まぁ、近くでぴーちくぱーちくガキが騒いでなけりゃ、無理やりモノにしたかったすねぇ」

「お前の趣味嗜好などどうでもいい、それよりも剣はどうした」

「あ、品物はこちらに」

　ゴトッ、と執務机に置かれたのは、深い緑と明るめの黄土色の装飾が鞘さやに成された剣。

　刃渡りはだいたい七十センチ程度であり、握り手は樹の幹のような質感で柄の部分も含め細い木が捻ねじれて合わさったようなデザインをしていた。

「ほう、これがＡランクダンジョン『牙が龍りゅうの木もく道どう』から手に入れたというランク４の魔剣、『葉は石せきの剣つるぎ』か」

　立ち上がって鞘から引き出した剣はそのスラリとした鋼はがねの色を放っている。

　ランク４の魔剣というと少なくとも一線級の冒険者か、あるいは中堅クラスの貴族ぐらいしか手に入れられないレベルである。

　それを見て、私は一つため息をついた。

「まったく、余計な手間を取らせてくれる。不良在庫の処分ができるとはいえ、これまでのことも考えれば収支はマイナスだな」

「は？」

「こういうことだ、不良在庫」

　パチンッと指を鳴らすと、部屋で控えていた裏の部下二人が目の前で間抜け面を晒さらす元部下の男を押さえつける。

「な、なにを、がっ!?」

　暴れようとする力を奪うために、無感情に腹を殴りつける。

　私の元部下だったクズは信じられないといった表情で目を見開いた後、崩れ落ちるように地面に膝ひざをつく。

「な、な…、ぜ……」

「私も舐められたものだ、この程度の贋がん作さくを見抜けないとでも思ったのか？　これはダンジョン産の魔剣とは別物だ」

　確かにこの剣はそこそこの品ではあった。だが、ダンジョン産の魔剣が帯びる魔力は質が違う。

　そこそこの業物であるが、おそらく、どこぞの鍛か冶じ師が鍛造したものだろう。

　私は剣を机に置くと、立ち上がった。

「大方、この偽物を私が取引相手の貴族に摑ませるようにして、私を失脚させて本物の魔剣を手土産に自分がこの会頭の椅子に収まる算段だったのだろうが……、この虫けらがッ!!」

「か、は……」

　執務机から回り込んで、俺はゴミを踏みつける。

「テメェみたいなカスが俺に逆らってんじゃねぇ!!　ゴミクズがッ!!　お前のせいでッ、他の商談のッ、取引がッ、遅れるだろうがッ!!　あぁ!?　テメェの時間と俺の時間じゃ値段が違うんだよっ？　おいっ、黙ってねぇで弁償しろやオラッ!!」

　ガシガシッと鬱うっ憤ぷんを晴らすために元部下だった物を何度も蹴けりつける。

「こいつはッ、ガーランド伯爵にッ、恩を売る絶好の取引なんだぞムシケラァッ!!　テメェもッ、あの養護院のアバズレもッ、俺の稼ぎを減らすような真似しやがってっ!!」

　お得意先の帝国貴族から注文があったのは一ヶ月ほど前のこと。

　子息が帝国の武闘祭に出るのに強力な剣を欲しているようで、使いこなす時間を得るためか早く納品すれば納品するほどに追加で報酬を出すと言われていた。

　普通に仕入れることもできたが、その追加報酬は望めない程度には時間が掛かる。

　そこで目をつけたのが街の片隅でひっそりと開かれた養護院だ。

　怪我で引退した元腕利きの冒険者が開いたものだったが、数年前から経営が苦しくなり、その男も数週間前に不慮の事故で亡くなり、崖っぷちに追い詰められていた。

　だから、経営を救う代わりに代償としてその旦那が残したという剣を買い取ろうとしたのだが、『亡き夫の形見だから』などと、一銭の価値もない理由で剣を売り渋ったのだ。

「はぁ、はぁ、……ふぅ」

　しばらく男を蹴り飛ばし、冷静になった頭で思考を巡らせ始める。

　おそらく、養護院が剣を手放したのは確かだろう。そこまで偽装されたものだとしたら、この場で私をだませたとしても貴族との取引の前に確実に情報が私の耳に届く。

　それぐらいのことも気付かないほど頭のない虫けらではなかった。そこまで使えないのならもっと早く首を切っている。

　だとすれば、本物の『葉石の剣』はどこか別の場所に保管してあるはずだ。

「お前たち、そのゴミから剣のありかを聞き出せっ。いつも通りどんな手を使っても構わん」

「やっ、……め、助け……」

「うるせぇっ、俺の金をッ、奪いやがってッ!!　地獄に落ちろッ、ゴミ虫がッ!!　連れていけっ」

　ズルズルと引きずられるようにしてゴミ虫は目の前から消える。

「フゥッ、さてと」

　机の上から持ち上げたベルを鳴らす。そして、さほど間を空けずにノックする音が部屋に響いた。

「入れ」

「お呼びでしょうか、旦那様」

　低く渋みのある声で返答をしながら入ってきたのは、黒の燕えん尾び服ふくに身を包んだ瘦そう身しん瘦そう軀くの初老の男。

　深く皺しわの刻まれた顔に、綺き麗れいに整えられた白髪は男の年齢を感じさせるが、蒼あお碧みどり色の瞳は静かながら年齢を感じさせない強さを持っていた。

　フェグナー・リールット。

　先代からゴールドット家に仕えてくれている男で、ゴールドット家の執事長をしている。

　与えた仕事を手早くこなし、公私ともいろいろと使える男だ。

「フェグナー、ノノリックのもとへ使いを出せ。仕事だから夕ゆう餉げの後に執務室に来るようにとな」

「承知いたしました。直ちに手配します」

　そうして一礼したフェグナーは部屋を出ていく。

　金をかき集め、かき集めた金を自分のために浪費し、この世の全ての豊かさを味わうことが私の望みだ。

　金は何にでも化ける。食べ物も、家も、服も、爵位も、武器も、誇りも、名誉も、権力も、人の命も、そして、…………国にさえも。

　この世の中、金がなければ幸せになどなれない。本当に満たされるにはそれ相応どころではない金が要る。

　この世の全ての物の価値は、金で決まる。金で決めることができる。

　私にとって、金とは神にも等しい、金は私の全てを保証してくれるものだからだ。

　この世の金をかき集め、かき集め、かき集め、私がこの世で一番に豊かな人間となるのだ。

　…………そう、誰よりもこの私が。





　　　　☆






「さてと、こんなもんだな」

「ぅっ、ぐぅ……」「がぁ……」

　暗い路地裏、苦く悶もんの声に喘あえぐのはグロンドが使う裏の手駒だった。

　そいつらはグロンドの屋敷から人目を憚はばかるように出てきた。だから、こちらとしてもとてもやりやすかった。

　後生大事にそいつらが運んでいた木箱が載せられた台車を奪い、そのままスラムへと引いていく。

　ガラガラと回る車輪はやがて、スラムの奥深くの廃屋へとたどり着く。

「よっと」

　俺は台車から木箱を持ち上げると、廃屋の奥にある地下室へと向かう。

「お待ちしておりましたよ、ご主人様」

「もうとっくに準備はできてるのですよ」

「おー、見違えたな」

　初めて訪れた時は、瓦が礫れきのようなゴミの山と埃ほこりまみれでひどいことになっていたその場所は、それらが撤去されて、『瓦礫部屋』から『ゴミだらけの部屋』ぐらいまでランクアップしていた。

　殺風景な部屋の中、中央に置かれたボロボロの椅子と、壊れた家具の一部が散乱している。

　ミナリスとシュリアには本当に頭が上がらない。

「さぁさぁ、御開帳といきますか」

「んっ、ぐぅ……」

　運んできた木箱の蓋ふたを開ければ、縛られて猿さる轡ぐつわをかまされた男がいた。

　とりあえず箱から出して転がした後、猿轡だけを外す。

「あ、あんたたち、は……、わぷっ」

　状況が吞のみ込めず、キョロキョロと周りを見回す男にポーションを振りかける。

　殴る蹴るの暴行を受けてはいたが、所しょ詮せんはグロンドから受けた傷でしかなく、見る見るうちに治癒していった。

「そ、そうか、君らは味方なのか。助かった……っ、くそっ、あのオヤジ、シコタマ蹴りやがって」

「…………」

「あぁ、とにかくほかの縄も外してくれないか、食い込んで少し痛いんだ」

「なぁ、お前、何を勘違いしてるんだ？」

「は？　がはっ!?」

　急に元気になった男の顎あごを蹴り上げる。

「ミナリス、シュリア、手伝ってくれ」

「「はーい」」

「な、なにをっ!?　ぎゃぁあっ!?」

　無理やり立たせた男を、ミナリスとシュリアが部屋の中央に用意した椅子へと座らせる。

　ささくれ立った木の面や、釘くぎの飛び出た椅子に座らされた男は期待通りにいい声を上げてくれた。

　ミナリスとシュリアは男が暴れられないように手際よく縛り付けてくれる。

「なっ、何をするんだっ！　き、君たちは味方じゃ、ぐふっ!?」

「はははっ、いい加減にしてくれよ。……誰がてめぇの味方なんだよ、反へ吐どが出る」

　さすがにそろそろ限界だったので腹に軽く一撃を入れて黙らせる。

「本当、実に不愉快だ。あの養護院はな、お前みたいな奴の食い物にされていい場所じゃねぇんだよっ」

「ウギギギッ、ぐぁあぁ」

　裸足はだしのままの男の右足を踏みつけた。

「助けた？　そんなんじゃないよ、あんな奴らに任せて、さっさと壊れられたら困るんだよ。それに何よりも」

「ぎぃっ、い、いでぇぇえっ……!!」




「てめぇらは、全員、俺が地獄の底に叩き落すって決めてるんだよ」




　そして俺はそこらに転がっていた折れてギザギザに尖った木の棒をその足に突き立てる。

「いぎゃぁあああぁあああぁああああぁっ!!」

「あっ！　ずるいのですっ！　抜け駆けなのですっ!!」

「なら、私は左足をもらいますね」

　ミナリスはそういうと腰の剣を抜いて、男の指の先を浅く切りつけた。

「ひぐぅあぅああああっ……!!」

「くふふっ、ゴミの割にはいい声で鳴きますねぇ」

　ペロリと唇を舌で舐め、ミナリスは嗜し虐ぎゃくに満ちた笑みを浮かべた。

「ああぁっ、もうっ、二人ともっ！　まだお薬飲ませてないのですっ！　死んじゃったらどうするですか！」

「「あ」」

　俺とミナリスが同時に声を上げる。

　しまった、素で忘れてた。

「まったくもう。二人ともダメダメなのです」

「いやぁ、悪い悪い。そうだよな、冷静にならなきゃな」

　いかんいかん、これじゃああいつらと何も変わらない。

　時間はたっぷりとあるんだ。こんなところで楽にしてやるわけにはいかない。

「これは、反省しないといけませんね……。久々でテンションが……。まぁとにかく、早くこれを飲ませてあげないといけませんね」

　事前に用意していた薬を、ミナリスが用意する。

「がっ、ぐぅッ、ごっ、ごぼっ!?」

「安心してください。死ににくく、気絶しにくくなる薬ですから。まぁ、飲んで四日後にミイラ化してしまいますが、どうせそんなにもたないから関係ありませんよね。くふっ、くふふっ」

「いでぇぇえ、ぐぅぅうああぅっ、いでぇッ!!　な……んっ、だよっ!!　なんだよこれぇえぁ!!」

　ガシャガシャと痙攣したように男は体を暴れさせる。

「気絶しにくくなるんですから、当然、意識ははっきりするに決まってるのです。って、全然聞こえてないのですぅ!!　あー、もうほらほらっ、せっかくシュリアがこうしてナイフでギュリギュリしてるんですから、もっと違う声で鳴いてくださいなのですぅー♪」

「ひぎっ、ぎぃっ、うぁあぁあぁあああっ」

　シュリアが右の二の腕にまるで料理でもしているかのように、賽さいの目状にゆっくりとナイフの刃を入れていく。

「うんうん、もっと泣いて、もっと喚わめいて、それから苦しんで叫べ。壊れ切るにはまだ早い」

　この場所を利用してたのはあと二年以上も先のことだったが、何も変わらず使えて本当に助かった。

「ここならじっくりとお前を殺せる。あの場所に踏み込んでおいて、簡単に終わると思うなよ」

　小汚い部屋の中には淀よどんだ空気が溜たまっている。

　それはきっと、そう時間も掛からず。

　血のにおいと絶望の悲鳴に塗り替わる。





　　　　☆






「うーんっ、あぁ、いい天気だ」

「気持ちのいいお日様なのです」

　地下室を出た俺とミナリスとシュリアは、吹きさらしになっている廃屋の中から空を見上げ、ンーっ、と腕を挙げて背伸びする。

　するとグーッ、とシンクロするように俺たちの腹が鳴った。

「あらあら、そういえばお腹空きましたね。ご飯にしましょうか」

「そうだなぁ、でもまずは先に水浴びだな。さすがに血のにおいをさせたままは良くないし」

「了解なのです」

　地下室を出た俺たちはそうしてその場所を後にする。

　その地下室には、ただただ痛めつけるためだけの責め苦を受け続け、絶望の表情を浮かべた一体のミイラ化した死体だけが残されている。

「さぁ、グロンド。待ってろよ、お前も必ず、地獄の底に落としてやる」

　その瞬間を思い浮かべ、俺は口の端を吊つり上げるのだった。
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